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　そんな心づもりがまるでなかったから、振られてしまったんだ、と理解するのに少し時間がかかった。

　前触れや兆きざしはなかったと思う。

　ただ、相手は普段から素そっ気けないタイプで、ベタベタと露ろ骨こつに愛情表現するようなことはなかったから、もしかしたら自分が気づいていなかっただけで、前から飽きたり冷めたりしていたのかもしれない。

　ある金曜日の夜、会社帰りに恋人の家に行く途中で立ち寄った家電量販店のテレビ売り場の一角で、待まち田だ汐ゆう夜やは突然メールで一方的に別れを告げられた。

　大学のミステリー研究会で知り合ったひとつ年上の同性の恋人は、在学中にデビュー作で淀よど川がわ乱らん符ぷ賞を受賞した注目の新しん鋭えいで、相手が卒業した年からつきあいだして四年の交際になる。

　執筆の邪魔にならないように頻ひん繁ぱんには会っていなかったが、特にケンカをしたこともなく、自分達なりのスタンスでうまくいっているつもりでいたから、まさかこんな風に突然終わりを告げられるなんて思ってもいなかった。

　今日は久しぶりに会いに行く予定だった。会うときはいつも大きな締め切りが終わる頃を見み計はからって、ひと月かふた月に一度汐夜が相手の家を訪おとなうことになっていた。

　ついさっきまで、のんきに相手と一緒に食べるための夕飯の材料を買い、ふと前回行ったときに洗面所の電球が切れかかっていたことを思い出して、ショッピングモール内の家電店へ向かいながら、

『これから行きます。忙しかったらご飯だけ作って帰ります。洗面所の電球、もう交換してある？　まだだったら新しいのを買ってくね』

　とメールを打ち、電球売り場を探していたら、相手から返信がきた。

『来なくていい。俺達もう終わりにしよう。鍵は郵送してくれ。元気で』

「……え」

　電球を交換済みかどうかの返事がくるものとばかり思っていたから、咄とっ嗟さに意味が飲み込めず、汐夜はぽかんとする。

　用件のみの短文はいつものことだった。

　愛あい想そも素っ気もない携帯の文字を凝ぎょう視ししているうちに、ようやくじわじわと意味が理解できたものの、突然すぎてわけがわからなかった。

　打ち間違いとかなにかの冗談かと思いたかったが、相手はこの手の冗談や悪いた戯ずらを仕掛けるようなタイプではなく、終わりと言い出すからには本当に終わりなのだと思うしかなかった。

　……なんで？　終わりって、どうして……？　俺、なんか嫌われるようなことした……？　それとも、ほかにもっと好きな相手ができたとか……？

　頭の中で破裂した水道管みたいに相手に聞きたいことが次々溢あふれてぐるぐると渦うずを巻く。

　事態を受け止めきれずに呆然と立ち尽くしていた汐夜の耳に、目の前に並んでいるいくつもの大型液晶テレビの画面から、

「……そんな可愛い時代もありました。あれから四十年、『ボディスーツ、慌てて穿はいてホックはどこ』、『ボディスーツ、脱いだ途端に痒かゆくなる』、あなたッ、搔かいてくださいッ！」

　ぎゃはははは、と観覧席の笑い声と中高年のアイドルの毒どく舌ぜつ漫まん談だんが大音量で飛び込んできて、汐夜はハッと我に返る。

「……。」

　あまりにも今の心境にそぐわない内容に、汐夜はどん底まで落ち込みかけていた気持ちに若じゃっ干かん水を差される。

　おかげで今、自分が食材で膨ふくれた買い物袋を片手に携帯を握りしめて泣きそうに青ざめた顔でお笑い番組の画面の前に仁に王おう立だちしているという、相当滑こっ稽けいな状態だということに気づかされ、汐夜は「ハァ」と大きく息を吐いた。

　いつまでもその場で放心しているわけにもいかず、汐夜は床に接着剤で貼り付けられたような足をなんとか剝はがして歩き出す。

　手に提さげた袋には相手の好物のブイヤベースの材料や相手の好きな銘めい柄がらのビールの六缶パックなどが入っていて、急にズシリと石に変わってしまったような重さを感じながら汐夜はとぼとぼと外に出る。

　奥手のゲイの汐夜にとって初めての交際相手だったから、振られたのもこれが初めてだった。

　……なにがいけなかったんだろう……どうすればよかったんだろう……なんでこんなことになっちゃったんだろう……と答えのわからない問いが胸の中を飛び交う。

　でも、それを聞いてみたくても、もう相手の気持ちが既に冷めているなら、自分ひとりがそんなのひどいとか納得いかないとかごねたところで、修しゅ羅ら場ばを演じるだけで事態が好転するとは思えなかった。

　汐夜はもう一度溜息をつき、目に付いたベンチに腰を下ろす。

　このまま真まっ直すぐ一人の部屋に帰ったら、とても浮上できないくらい落ち込みそうな気がして、すこし心を落ち着かせたかった。

「……あーあ」

　最悪……と独りごちながら、汐夜は脇に置いた買い物袋を眺める。

　こんなにひとりで食べられないし、明日朝あさ陽ひに電話して、うちに来てもらって一緒に食べてもらおうかな……と親友の顔を思い浮かべる。

　でも、振られたことなんか話したら、熱血系の友人は自分の味方になってぎゃあぎゃあ怒ってくれそうで、もうすこし自分の中で気持ちの整理がついてほとぼりがさめてから話したほうがよさそう…と汐夜は吐息を零こぼし、おもむろに袋からビールを取り出した。

　ビールは苦くて好きじゃないし、あまり飲める口ではなかったが、今は自分用に買った爽そう健けん美び茶ちゃなんか飲んでる場合ではなく、『飲まなきゃやってらんねんだよ』というやさぐれ気分だった。

　……今日はほんとになんか呪のろわれてるんじゃないかっていうくらい最悪の一日だった……。朝からひどい目に遭あいっぱなしだったけど、まさか締しめに失恋が待ってるなんて思ってもみなかった……。

　汐夜は缶を一気に呷あおり、ぷはっと息いき継つぎしながら足元に視線を落とす。

　今朝は、いつもの通勤路を駅に向かって歩いていたら、後ろから自転車の高校生が猛もうスピードで脇を通り過ぎて、籠かごの端と鞄かばんの角が接触して危うく転ばされそうになったところを花屋のおばさんが店先に水みず撒まきしていてモロに足に水をかけられた。申し訳ながって丁寧に拭ふいてくれたのはいいが、電車に乗り遅れそうになり、なんとか駆け込んで間に合ったら、電車が揺れたはずみで隣にいたＯＬさんのヒールで足の甲を掘くっ削さくされかけた。

　ここまでなら普通の不運の範はん疇ちゅうだと思うが、ズキズキ痛む足を引きずるようにして職場に着いたら、朝一で「待田、例の『深ふか見み教授』がご指名」と同僚に憐あわれみの視線を向けられ、（……来たか、最近ちょっとご無ぶ沙さ汰ただと思ってたのに……）と汐夜は内心よろめきながら姿勢を正して気合を入れて口を開いた。

「大変お待たせいたしました、お電話代わりました、オリオンお客様相談室、待田でございます」

　汐夜は「赤ちゃんから大人になっても、いつまでも暮らしのおそばに」というコピーで知られる洗剤類やシャンプーなど幅広い製品を扱あつかっている日常消費財メーカーのＣＳ推すい進しん部お客様相談室に勤務している。

　直接肌に触れる製品がほとんどなので、肌荒れやアレルギーなどのスキントラブル系や誤ご飲いん・誤ご食しょく・色落ちなどのご相談が多いのだが、深見氏は定年後の暇を持て余した知識ひけらかし型のクレーマーで、製品に関する明確な苦情というわけではなく、金品などの要求もしないが、店頭の配置の仕方など重箱の隅を突つつくような苦情を延えん々えんと語りまくり、一回かかってくると最低二時間は解放してもらえない。化学知識があるらしく、表示成分の薀うん蓄ちくを滔とう々とうと語るので相談室内では「教授」と命名しているが、元はどこかの公務員らしい。あちこちの企業に同様のクレーム電話をして暇つぶしをしているらしく、オリオンではたまたま最初に対応した汐夜を気に入ったようで、時折名指しでかかってくるのである。

　一応話のとっかかり的に自社製品についての苦情ともいえない主観を述のべ、徐々に製品とは無関係の思い出話や自慢話・社会人としての心こころ得えなど「あんたに言われたくないよ」と言いたくなるような内容の熱ねつ弁べんをふるわれる。日常業務に支障を来きたす完璧な迷惑行為なので、途中で切り上げようと、

「よろしければ文書でお送りいただけないでしょうか」

　と言うと「いや直接伝えたい」と切り返され、「このフリーダイヤルは皆様のもので、他のお客様もお待ちですので」と常識に訴うったえようとしても「私だってお客様だ。まだ言いたりないことがある」と、逆ギレして確実に時間延長されてしまう。最短で済ますにはひたすら低姿勢に拝はい聴ちょうし、

「大変勉強になりました。ご意見を参考にさせていただき、今後も長く皆様にご満足ご愛あい顧こいただける商品づくりに社員一同努つとめてまいります。貴重なご意見をありがとうございました」

　と穏おん便びんにまとめないと、

「今の君の言い方だが、どうかと思う。言葉遣いは丁寧でも早く切りたいという気持ちが声に如にょ実じつに表れていて、非常に無礼だった。私はオリオンのため、また君の成長のためを思って個人的な時間を割さいてアドバイスしてやっているのに、非常に侮ぶ辱じょくされたような不愉快な気持ちにさせられた。天下のオリオン株式会社がいかに消費者の意見をないがしろにしているか、ネットで世に問うことも検討しようかと」

　と何時間もネチネチ因いん縁ねんの独どく演えん会かいが始まってしまう。

　本当のお客様からの不満やクレームは大切な問題提てい起きであり、自社への貴重な財産だという認識を持っているし、顧こ客きゃくをひとり失うと新規顧客を得るために八倍のコストが必要と言われており、誠せい心しん誠せい意い対応すべく努力しているが、深見氏のような迷惑消費者も少なくなく、神経をすり減らされる。

　朝から高校生のチャリに轢ひかれかけ、水をかけられ、足を踏まれ、偏へん屈くつ親おや爺じの電話攻撃で午前中いっぱい潰つぶされて、挙あげ句くの果てに一方的にメールで振られるなんて、一体どれだけ厄やく日びなんだ……。

　普段飲まないアルコールが血けっ中ちゅうに沁しみてきて、理不尽な状況にじわっと目が潤うるんでくる。同時にめらっと怒りも込みあげて、

（……なんでだよ、俺がなにしたっていうんだよ。なんで急に要いらないもの扱いされなきゃいけないんだよ。我わが儘ままなんて一度も言ったことないのに。むしろそっちのが気難しくて、俺はいつもすごい気を遣って、俺なりに尽くしてきたのに……絶対俺以外の人間だったら四年も保もってないと思うのに……）

　それでも捨てられたんだと思ったら、悲しくてみじめで悔しくて、汐夜は涙を堪こらえながら二本目のビールを一気飲みする。

　その時、カキーンと小気味いい音が響いたのに気づいて振り返ると、ショッピングモールに隣接するバッティングセンターの明かりが目に映うつった。

　……もし、俺がイチローだったら、こんなあっさり振られなかったんじゃないかな……と酔っ払い特有の意味不明な論理にとりつかれ、こんなところでひとりでヤケ酒してたらイチローにはなれない、と汐夜はアルミ缶をぐしゃっと潰してむくっと立ちあがった。

　軽くふらつく足どりで目的地へ辿り着き、適当に三十球オーダーしてスーツの上着と荷物をロッカーに預け、バットを構える。

「……くそうっ、全然当たんないし！」

　日頃の運動不足と元々運動神経がよくないせいで、派手にバットを振り回してもかすりもしなかった。

　普段電話でお客様からヒステリックに恫どう喝かつされることならあっても、自分が大声を出す機会はなく、「うりゃあ！」「チキショー！」「この野郎っ！」「また当たんねえ！」と腹の底から普段使わないべらんめえ調でわめいているうちにだんだんハイになってくる。

「すいませんねッ、イチローより下へ手たで！」

「バッティングマシーンまで人をコケにしやがって！」

「どいつもこいつも勝手なことばっか！」

「お客様相談室を傾けい聴ちょうボランティアと間違えんじゃねえ！」

　日頃感情を抑おさえて朝から晩まで「誠に申し訳ございませんでした」ばかり口にしている汐夜は酔ってすっかり自制心を失い、周囲の視線も気にせずわめきまくる。

「俺はただ真面目に生きてるだけなのに！」

「文才も野球センスもないけどさ！」

「なんで『もう終わり』なんだよ！」

「四年つきあっててメールでポイ捨てかよ！」

「物書きのくせにたった四文で振るなっ！」

「なにが『元気で』だよ！　元気なくすに決まってんだろ！」

「せめて直接顔見て理由言って振れよ！　めんどくさがりやがって、礼儀知らず！」

「しかも失恋のＢＧＭが綾あやの小こう路じきみまろだし！」

　もうなにに対しても怒りを覚えて思いつくまま球切れになるまでわめきちらし、ふう、と軽い爽そう快かい感かんと達成感に浸ひたりながら外に出ようとした汐夜は酸さん欠けつと酔いでクラッと眩め暈まいに襲おそわれた。

　すきっ腹に一気飲みしたアルコールが大振りのスィングのせいで完全に回ってしまい、汐夜はブースの出口で緑のネットを摑つかむようにしゃがみこむ。

　眩暈と一緒に急激に吐き気も込み上げてきて、こんなところで吐いたらマズい、と呻うめきながら口を押さえた時、

「大丈夫？　トイレすぐそこだからちょっと我慢して？」

　と頭上から声が降ってきて、誰かが肩を貸して立ち上がらせてくれた。

　顔を確かめる余裕もなく、軽くひきずられ気味の二人三脚状態でトイレに駆け込み、相手がドアを開けてくれた個室に飛び込んで便器の上に顔を突き出す。

　ものすごく気持ち悪くてすぐにも吐きたい衝動と裏腹に、吐き慣れていないせいか喉のど元もとで引っかかったようにうまく出すことができず、汐夜は唾だ液えきしか零こぼせずに苦しくて涙ぐむ。

「……あれ、もう我慢しないで吐いていいよ？」

　遠慮していると思ったのか、その親切な人が背中をさすって促うながしてくれたが、汐夜は（我慢なんかしてないんだけど……）とうぐうぐと呻きながら首を振る。

　…困ったな、どうしよう、と独ひとり言ごとのように呟いた相手が、

「たぶん出したほうが楽になるから、ちょっとごめんね？」

　なにが「ごめん」なのかと思った時、背後から伸びてきた指が唇に触れ、そのまま喉奥までぐっと差し込まれた。

「え…、ウッ！」

　驚くより先にぐいっと舌を押すように奥まで入り込んだ長い指で喉を突かれ、嘔おう吐と反射で胃内容がせり上がる。相手の指が抜かれた瞬間、汐夜は貯水タンクにすがりつくようにして胃が空からになるまで吐いた。

「は…、ふぅ…」

　ようやくすっきりしてはぁはぁと喘あえぐ汐夜の肩ごしに親切な人が手を伸ばして水を流してくれた。

「……あ…、す、すみません…なにからなにまで……」

　吐と物ぶつと一緒に若じゃっ干かん酔いも醒さめ、見ず知らずの人になんてことを…と汐夜は青ざめる。涙とよだれを拭ぬぐいながら振り返ると、すこし年上らしい、整った目元口元に人好きのする笑みを刷はいた背の高い男と目が合った。

「気にしないで。隣にやたら元気よく悲しいこと絶叫してる子がいるなあと思ってたら、急にうずくまっちゃったからほっとけなかっただけだから」

　気にするなという言葉どおり、本人もまったく気にしてなさそうな様子で微笑を向けられたが、

（……しまった、従業員さんでもない、たまたま近くにいただけの人に大迷惑を……）

　と平常時なら人一倍常識的で気を遣つかうタイプの汐夜はふらつく身体でがばっと頭を下げる。

「ほんとにすみませんでしたっ、こんな汚いことを手伝わせてしまって……」

　酔って加減の効かない勢いで頭を下げた途端、またクラリとしてよろけてしまう。

「ちょ、平気？」

　さっと腕を伸ばして支えてくれた相手にしがみつき、「す、すみません、重ねがさね……」と汐夜は情けない声を出す。

　頭はクラクラし、吐き気はおさまったものの気分不快は続き、膝ひざから下は力が入らず、相手の支えがなければへたりこんでしまいそうだった。

　飲めないくせにヤケ酒なんかするからこんなことに…と後悔しても遅く、汐夜は切せっ羽ぱ詰つまって、既にさんざん迷惑をかけている初対面の相手に、さらに恥はじの上うわ塗ぬりで窮きゅう状じょうを訴うったえた。

「……あの、ものすごい図ずう々ずうしいんですけど、ちょっと休まないとひとりで歩けそうもなくて、大変申し訳ありませんが、外のベンチまで、連れていっていただけないでしょうか……？」

　普段の汐夜なら初対面の相手にこんな図々しい頼みごとなんてとてもできなかったが、相手の纏まとう雰囲気が邪じゃ険けんに突き放すようなものではなかったので、汐夜はダメ元で頼んでみた。

　相手はちょっと苦笑して、

「ひとりで歩けないんじゃしょうがないね。じゃ、手はこっちに回して？」

　とすがりついていた汐夜の腕を取って反転しながら軽く屈かがんで「よっ」とおぶってくれた。

「えっ、あの…」

　またさっきのように肩を貸してもらえれば、と思っていたのにひょいと背せ負おわれて汐夜は声を上げる。

　驚く汐夜の両腕を自分の胸あたりでがっちり摑んで相手はスタスタ歩き出す。

「……あの、そんな、おんぶまでしていただかなくても……」

　狼狽うろたえる汐夜に、相手はこともなげに言った。

「大丈夫、君が巨漢だったら最初からやらないから。けど、俺の背中に吐いたら落っことしますよ？　ねえ、鞄とかはロッカー？」

「あ、はい」

　鍵貸して、と相手は汐夜をおぶったままコインロッカーまで行き、汐夜の手首から鍵を外して荷物を取り出して持ってくれた。

　バッティングセンターを出て、ショッピングモールの駐車場に面した歩道にあるベンチに行くまでの間、汐夜は妙に居心地よく感じる安定感のある背中から降りたくない気分になり、こてんと頰を押し付けた。

「……あのぅ、お世話になっておいてなんなんですけど、あなたはちょっと信じられないくらい親切な方ですね。友人でもないのに、口に指まで入れて吐かせてくれたり、おんぶしてくれたり……もしかして、ガタイのいい天使なんじゃないですか？」

　再び酔っ払いの支し離り滅めつ裂れつな論法で思い浮かんだまま問いかけると、相手はぷっと小さく噴ふく。

「いや、ただの人間だし、別に誰の口でも指つっこむわけじゃないです。……はい、着いたけど、降りられる？」

　すみません、ご親切にありがとうございました、と居心地のよかった背中からずり落ちるように降りると、汐夜はよろよろとベンチに手をついて腰をおろす。

　鞄と買い物袋と上着を汐夜の脇に置きながら、

「…なんか大丈夫かな。ひとりで置いてったらこのままここで寝ちゃったりして、介かい抱ほうドロとかの餌え食じきになりそうで心配」

　と思し案あん気げに言われ、そこまで酔っている自覚はない汐夜は顔の前で片手を振る。

「大丈夫です、爽健美茶がありますから」

「は？」

　お茶を飲んで酔いを醒ませばこんなところで寝ちゃうようなことはないから大丈夫、という意味の、自分の中では至って整合性のある返答だったが、相手は目を丸くしてから苦笑する。

「やっぱり意味不明だし。…もうここまで面倒みたついでだし、君がもうちょいシャッキリするまで見届けてから帰ることにしますね」

　穏おだやかにそう言って、相手は荷物を挟んで隣に腰掛けた。

　これ以上天使のように親切な見知らぬ相手に迷惑をかけたくはなかったが、なんとなくひとりでいるよりこの親切な人が隣にいてくれたほうが嬉しい気がして、汐夜は酔すい顔がんでにこっと笑った。

「すみません、ありがとうございます。お茶を飲んでなるべく早くシャッキリしますから」

　汐夜は買い物袋を漁あさりながら、

「あのぅ、よかったら、迷惑料にビール飲みませんか？　あ、ブイヤベースのほうがお好きだったら、まだ生ですけど、よかったら持って帰っておうちで召し上がってください」

　ビールと買い物袋を両手に持って差し出すと、相手はまたぷっと苦笑して「じゃあビールのほうをいただこうかな」と汐夜の右手からややぬるくなった缶を受け取った。

「どうぞ、あと三本ありますから遠慮なく。……俺、ほんとはあんまり飲めないから、うちに持って帰ってもどうせ捨てるだけだし……」

　そう口にした途端、それまで一時的に頭の隅に追いやられていた失恋のショックが蘇よみがえってきて、またじわりと涙が込み上げてしまう。

　相手がやや驚いたような表情を浮かべたので、汐夜はハッと俯うつむいて、

「……すみません、やだな、泣き上じょう戸ごだったのかな、俺……」

　慌てて涙を隠そうとすると、相手は静かな声で言った。

「泣きたい時は我慢しないで泣いちゃえばいいと思いますよ。さっきも吐きたいのに我慢してたら苦しかったでしょう？　……もうとっくに君が嘔おう吐としてるとこも酔って雄お叫たけびあげてるとこも見ちゃったし、今更君が鼻水垂たらして泣いちゃっても別に驚きませんよ？」

「……」

　きっとひとりだったら堪こらえられたに違いない涙が、穏やかな声で促うながされたら、急にぶわっと盛り上がってきてしまう。

「…っ…すみません、…じゃあ、あの、遠慮なく、泣かせていただきます……」

　そう宣言すると、相手は「どうぞ」とちょっと笑って、気き兼がねなく泣けるようにという配慮なのか、視線を他方に逸らしてビールに口をつけた。

　空気みたいに黙って横に座ってくれている相手のそばで汐夜ははらはら静かに涙を零す。
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　ひとりの部屋でどん底気分で流すはずだった涙を、さっき会ったばかりのひどく親切な人のそばで夜風に吹かれながら零していたら、波立っていた気持ちがだいぶ落ち着いてきた。

　しまいには本当に鼻水まで出てきてしまい、汐夜はひとしきり泣いてからポケットティッシュを取り出して目と鼻を拭ぬぐう。

「……あの、すみませんでした、男のくせに、人前で泣いたりして……」

「いや、いいんじゃない、そういう時もあるでしょう、誰にだって。男だからとか、そんなの別に関係ないですよ」

　さらりと肯定的に答えてくれる相手に汐夜はひどく癒いやされるものを感じる。

　なんとなく、この人ならもっと弱音を吐いても許してくれそうな気がして、汐夜はぽつりと言った。

「あの…、実は、俺さっき振られちゃったんです……」

　そんな情けないプライベートな話を初対面の相手に暴露するなんて、いつもだったらとても考えられないことだったが、もう相手にはさんざんみっともないところを晒さらしてしまったし、ヤケ酒して悪酔いして大泣きした理由を聞いてほしいような気がした。

　恥を忍んで打ち明けると、相手は既き知ちの事実というようにあっさり頷く。

「うん、そうみたいだね。さっき空から振ぶりしまくりながら君が叫んでたから、聞こえちゃいました」

「……え」

　プライベートな秘密どころかとっくに自分から大声で喧けん伝でんしてしまっていた…と汐夜は数十分前の自分の迂う闊かつさに青ざめる。

「けど、何年もつきあっててメールであっさりさよならっていうのも、つれない人だね。もうヨリは戻せそうもないんですか？」

　笑い者にするでもなく嫌味のない口調で聞かれ、汐夜はお茶のペットボトルに視線を落として首を振る。

「たぶん、もう無理……。もしなにか言ったところで、俺の言うことなんか聞いてくれる人じゃないし」

　汐夜が自嘲気味に呟くと、相手はかすかに眉を寄せた。

「……あんまり対等な関係じゃなかったとか？」

　そう訊きかれて汐夜は「そうですね、全然」ともう一度自嘲気味に笑う。

「対等なんて、考えたこともないです。亮りょうさんは俺みたいな凡ぼん人じんとは違って『このミス』ランキングの常連みたいなすごい人だから……。…えっと、ミステリーとか読みます？　亮さんは新本格系の、俺なんか全然予想もつかないすごい凝こったトリックのミステリーを書く人で……ほんとに、なんで俺なんかに声かけてくれたんだろって最初から不思議なくらいだったし……だから、まあこうなって当然といえば当然のことなんですけど……」

　でも、やっぱりいざ振られたらショックでした……と汐夜はうな垂だれる。

「……リョウ、っていう人気ミステリー作家って、もしかして『鐘かねヶが江え亮りょう』？」

　平素は知名度のある恋人のことや、自分の性指向について人に知られないように細心の注意を払って隠していたが、今はアルコールで判断力や注意力が低下しており、汐夜はこくんと頷いた。

「……亮さんとは大学で知り合って、俺も読むだけなら子供の頃からミステリー大好きで、数だけはいろいろ読んできたんですけど、はじめて亮さんの会報に載った短編を読ませてもらったとき、この人はすごいって、本物だって思いました。そしたらほんとにプロになってすぐ人気も出て忙しくなって、たまにしか会えなくなったけど、決定稿を他の読者さんより一番先に読ませてもらえるのが俺の特権だったんです」

　でももうその特権もなくなっちゃうんだな…、と思うと胸にぽっかり空くう洞どうがあいたような気分になる。

「へえ、恋人であり、一番のファンだったんだ」

　相手の口調が至し極ごく自然なものだったので、汐夜は恋人が同性であることを訂正したり誤魔化したりすることも忘れて頷く。

　ファンだったから、特別な位置に置いてもらえるのが嬉しかったし、なかなか会えなくても、メールにレスがなくても執筆が忙しいんだからしょうがないと割り切れた。性格的に気難しいタイプで、なにが地じ雷らいになるかわからない扱いづらい部分もあったが、創作に携たずさわる人間は繊せん細さいで尖とがっているものなのだろうと納得してつきあっていた。

「ねえ、聞いていいかな。立場的に対等な関係じゃなかったって言ってたけど、それでもちゃんと心は通かよい合あってるって思えてた？　彼と一緒にいると幸せで楽しくて、愛されてるってちゃんと感じられた？」

「……」

　汐夜は即答できずに視線を泳がせる。

　作品や才能には絶大な尊敬の念を抱いだいているが、恋人として心安らぐタイプかと聞かれれば素直に首しゅ肯こうするのに躊躇ためらいがあった。

　汐夜は「んー…」と考えながら口を開く。

「……楽しいっていうか、亮さんを怒らせなければ普通に恋人らしく過ごせるんだけど…、やっぱり執筆に全力を注そそいでるからか、結構気分に波があって、突然ちょっとした言葉尻にすごく過か敏びんに反応して不機嫌になっちゃったり、ちょっとでも意見が違ったりすると聞く耳も持ってくれずに否定したりするから、いつも怒らせないように、波風立てないようにしなくちゃって…、だから一緒にいると、いつも緊張する人でした」

　恋人との関係について、親友にすこし話したことがある程度で、ほとんど誰にも相談したことがなく、いま聞かれるまま答えているうちにすいぶん歪ゆがみや綻ほころびがあったことに気づかされる。

「そうなんだ……。俺様系って感じなんだね。けど、恋人だからって別々の人格なんだし、君の考えや価値観が彼と違うことがあったって否定する権利はないと思うんだけど。…なにか突出した魅力があると、ほかのダメな部分も許せちゃうこともあると思うけど、いつも恋人の顔色を窺わなきゃいけないなんて、ストレス溜まっちゃうね」

「……そう、ですね……」

　相手の才能に盲目的に心酔していたから、たとえ傷つくような態度を取られても、たまにしか会えないんだし、反論してケンカになるよりは、恋人なんだから自分が我慢して、創作で溜まったストレスのはけ口になってあげなくては、と思っていた。

「でも、そんな俺様系な恋人でも、まだ泣いちゃうほどその人のことが好きなんだよね？」

「……」

　改めて訊かれると、まだ恋心が強いから別れたくなくて悲しいというよりは、相手にとっていなくてもいい価値のない不必要な存在だと判定されてあっさり切られたことが悲しくて涙が出た気がする。

「やりなおせるなら、また彼とやりなおしたい？」

　もう一度訊かれて、汐夜はぽつりと答えた。

「……えっと、亮さんのことがまだ好きだから別れたくないのか、話してるうちにちょっとわからなくなってきちゃったんですけど、…でも亮さんと別れたら、もうこの先俺なんかとつきあってくれる人、現れないような気がする……」

　しょんぼりと俯うつむきながら言うと、相手は「え、なんで？」と意外そうな声を出した。

「そんな自信ないことなんで言うの？　全然そんなことないと思う。だって普通に職場とかでもモテるでしょう？　綺麗な顔してるし、酔ってても物腰柔らかで礼儀正しいし、まあちょっと鬱うっ憤ぷん溜めてガラ悪くわめいてる時もあるけど、性格良さそうなの伝わってくるし」

　汐夜はちょっと笑って首を振る。

「……ありがとうございます、慰めてくれて。……でも、俺女の人苦手だし、…それにきっと俺になにか根本的に問題があるんだと思う…。俺なりに相手に合わせようとか、喜んでもらいたいとか思っていろいろ頑張ってたつもりなんですけど、なんか空気読めないのかもしれない……。俺の気遣いはいつも空回りして裏目に出てばっかりで、よかれと思ってしたことなのに怒らせちゃったり…、もっと当とう意い即そく妙みょうの会話とかできたら、愛想尽かされなかったのかもしれないけど……」

　じわっとまた涙を滲にじませる汐夜に、「あのさ」と相手が諭さとすように言った。

「はっきり言っていい？　君の努力が足りなかったとかじゃなくて、単にその人とは相性が合わなかっただけだと思うよ。空気読めないんじゃなくて、読みすぎちゃうから相手がつけあがるんだと思う。相手に合わせようなんて自分を殺さなくても、ほんとに相性が合う人の前だったら素すで楽な自分でいられるもんだよ。…たとえ抜きん出た才能があっても恋人を精神的に従じゅう属ぞくさせたり、萎い縮しゅくさせて自信なくさせるような器うつわの小さい相手とは別れて正解だと思う。むしろもっと早く君から先に振ってやればよかったのに」

「……」

　強気な言葉に汐夜が驚いて相手を見返すと、にこっと笑みを返される。

「君になにか問題があるとかじゃなくて、たまたまその人とうまくいかなかっただけだから、自分の悪いところを直したら彼の心を取り戻せるんじゃないかとか、不毛なこと考えちゃダメだよ。逆に相手のこんなとこが許せなかったっていう項目をダーッと紙に書いて、ビリビリに破いて火つけて燃やして灰にして足で踏んづけてやったらいいよ。今はまだ傷が生々しくてすぐに立ち直るのは無理かもしれないけど、きっとこれからもっと波長の合う誰かと必ず出会えるから、君を振るような見る目のない奴のことは早く忘れて、元気出しなよ」

「……」

　会って一時間も経たたない相手に、つきあって四年の恋人よりあたたかみのある言葉をかけられて、汐夜はまたうるっと涙ぐんでしまう。

「……ありがとうございます。……俺、今日厄やく日びみたいにやなことばっかりだったんですけど、最後に『天使さん』に優しくしてもらえたから、ちょっと救われました……」

　目を拭いながら、勝手に命名したあだ名で呼ぶと、相手は「だから天使じゃないんだけど」と苦笑して尻ポケットから携帯を取り出す。

「ねえ、携帯ある？　俺のアドレス送るから」

　相手は赤外線送信しながら、

「もし君が彼のことを思い出して落ち込みそうになったら俺にメールして？」

「え？」

　きょとんとする汐夜に相手は続けた。

「なんか君はくよくようじうじ失恋の傷をいつまでも後ご生しょう大事にこねくりまわしそうだから、強制的に脳に新しい回路を作ったほうがいいと思う。新しい回路ができると悲しいことを考える回路を迂う回かいできるんだって。変な喩たとえだけど、虫歯が痛んでるときにタンスに足の小指ぶつけたら、そっちの激痛のおかげで虫歯の痛みがすっとぶみたいな感じ。だから今日は『君が鐘ヶ江亮に失恋した日』じゃなくて、『君に海かい藤どう亘わたるという新しい友人ができた日』っていう回路を作って脳に記憶させちゃいなよ、ね？」

　友人なんだから、遠慮しないで毎日でもメールくれていいよ？　と気さくに笑いかけられ、汐夜は思わずつられて頷いてしまう。

　もし素面しらふのときに言われていたら、なんか親切すぎないかとか異様にフレンドリーすぎるだろうとか身構えていたかもしれない。

　でもその時の汐夜はなにより優しい言葉を欲していたから、それがその場限りの口約束だったとしても、そんなふうに慰めてくれた海藤のことが本物の天使のように見えた。
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「……えー、なにそれ。そんでほんとにその人とメールのやりとりしてるわけ？　なんか変だろ、それ」

　失恋した日から二週間が過ぎた日曜日、部屋に遊びに来た親友の津つ野の朝あさ陽ひに海かい藤どうの話をするとそんなコメントを返された。

「え、変かな…やっぱり……」

　あの日、海藤は汐ゆう夜やがまともに歩けるようになるまで本当につきあってくれた。なんとか自力で家まで辿たどり着ついて、翌朝目が覚めるとお守りのように携帯を握りしめていた。

　新しく登録されていた名前を見て、昨夜ゆうべは初対面の人に大迷惑をかけ、さらにうっかり個人的な事情まで赤せき裸ら々らに話してしまったことを思い出して顔面蒼そう白はくになった。

　せめて嘔おう吐との世話までさせてしまったお詫わびと御礼だけでもしないと人として許されない、と勇気を出してメールしてみると、昨夜感じた人柄そのままのあたたかみのある返信が届いた。

　それにまた返事を出すと、また返事が来て、その後も途切れずにやりとりが続いている。

　あんなきっかけからメル友になるなんてちょっと変かな、と自分でも驚いているものの、相手のメールはやや奇妙で面白く、おかげで失恋の悲しみにどっぷり浸つかる暇もなく、恐れていたほどひどく落ち込まずに済んでいる。

「なんかそれって、新あら手てのナンパなんじゃないの？　介かい抱ほうドロじゃなくて介抱ナンパとか」

　穿うがちすぎの朝陽に汐夜は目を瞠みはって忙せわしなく手を振る。

「そんな、違うよ、全然そんなんじゃなくて、海藤さんはほんとにすごくいい人なの。俺がヤケ酒して醜しゅう態たい晒さらしちゃったのに、すごく親しん身みになってくれて、ついでにその後も心配してメールくれてるだけだから」

　あのまま誰にも手を貸してもらえないでひとりで路上で倒れていた可能性のほうが高いのに、海藤さんが偶然居合わせてくれてほんとにラッキーだったんだから、と汐夜が付け足すと、朝陽はやや童顔な、元げん服ぷく前の武ぶ家けの坊ちゃんのコスプレが似合いそうな美少年顔を不審そうに歪ゆがめる。

「ほんとかよ、そんなことあんのかな。なんか怪しい気がする。最初からおまえが好みだったから助けてくれたんじゃないの？　だってそいつおまえの性癖知ってもノーリアクションなんだろ？　俺はおまえのダチだから気にならないけどさ、普通引いたりしそうじゃん。やっぱそいつはナンパっぽいぞ」

　凛り々りしい美少年顔とやんちゃな性格にギャップのある朝陽はオリオン人事部人材開発課に所属している。

　汐夜と朝陽は小学生の時に仲良くしていた友達同士で、朝陽が親の転勤で転校してから音信が途と絶だえていたが、内定式で再会して以来また親しくつきあうようになった。

　汐夜は疑うたぐり深い表情で眉を寄せている朝陽に溜息をついて窘たしなめる。

「だからナンパとかなわけないって。だって俺初対面で吐いてるんだよ？　海藤さんは心理カウンセラーで、普段からいろんな人と接してるからそういう他人の性癖とかにも理解があるんだよ。なんか、仕事柄鬱うっ憤ぷん溜まってる人を見るとつい気になっちゃうんだって。だから俺のこともほっとけなかったみたい。俺、酔ってバッティングセンターですごいみっともなく赤裸々にわめいちゃってたみたいなんだ、あんまりなに叫んだか詳しく覚えてないけど」

　相手の職種を聞いて、道理で初対面からすごく話しやすい人だったと納得がいった。

　メインはカウンセリングの仕事で、定期的にセミナーの講師や講演の仕事もしているとメールのやりとりの中で知った。

　自分の性指向を知っても特にこだわりがない様子で普通にメールをくれるので、汐夜も身構えずに自然に返信できる。

「……ふうん、俺は鬱憤溜まってる人となんか極力関わりたくないけど。俺の鬱憤をまずなんとかしてくれって感じだし」

　朝陽は直属の上司になぜか悪いほうに目をつけられてしまい、パワハラに近い扱いを受けているので日々ストレスを溜めまくっている。

　仕事ができないわけでも礼儀に欠けるわけでもなく、単に虫が好かないだけで理不尽で辛しん辣らつな嫌味と皮肉の集中砲ほう火かを浴びているらしい。

　課の同僚に味方がいてくれるので職場では堪こらえているが、時折汐夜の部屋を訪おとずれては、

「一回殴らなきゃおさまらねんだよ、あのハゲ！」

　と盛せい大だいにガス抜きしていく。

　朝陽は汐夜相手に自分の憤ふん懣まんを吐き出すと、社内ＬＡＮで社員全員が閲覧できるお客様相談室のまともじゃないクレームの話を詳しく聞きたがり、

「十五年着たＴシャツがうちの洗剤のせいで穴が開いたから弁べん償しょうしろだぁ？　ふざけんなっ！　常識で考えろよ！　つうかその厚かましさより十五年も着てる物持ちの良さにむしろ啞あ然ぜんだよ！」

　などとひとしきり激げっ昂こうし、「おまえも大変だな。俺もハゲにはむかつくけどもうちょっと頑張るよ」と苦労話が慰なぐさめになっているらしい。

　朝陽は二杯目のコーヒーを注つごうと立ち上がった汐夜の背中に、

「……けど、まあ、おまえが元彼のことでいじけて泣いてるよりは、きっかけが妙なナンパでも悪い奴じゃなさそうならつきあっちゃえばって思うけど」

　あーあ、俺も早くいい人見つけたいな、どっかに八や千ち草ぐさ薫かおるみたいな妙みょう齢れいの可愛い癒いやし系いないかな…八千草薫本人がベストだけど、と本気で呟く朝陽に汐夜は目を瞬しばたたきながら言った。

「……えっと、朝陽の趣味をどうこう言う気はまったくないけど……、とにかく海藤さんとはそんなんじゃないから。メールの内容だって全然それっぽい話題とかないし。ていうかそもそも海藤さん同類じゃないだろうし。俺が落ち込まないようにいろいろアドバイスしてくれる親切な人っていうだけなんだよ。…そんな疑うなら見る？」

　マグカップを朝陽の前に置いてから、汐夜は携帯を開いてメール画面を出して渡す。

　どれよ、と朝陽はコーヒーを飲みながらメールに目を走らせ、

「……なにこれ。『今日のお題は単純作業です。なんでもいいから頭をからっぽにして同じ作業を繰り返してみて。最近クライアントさんから聞いたオススメはガラスのコップ磨みがきと鍋磨きが効果的だったそうです。一心不乱に磨いてぴかぴかになったコップや鍋を見ると心地いいカタルシスが味わえて癒されたって言ってました。頑張って。証拠画像待ってます』…って、なんじゃこりゃ」

　煙けむに巻かれたような顔をする朝陽に汐夜は笑いながら言った。

「なんかね、夜仕事から帰ってきてひとりでぼうっとテレビとかネットとか見てると、いろいろ余よ計けいなこと考えちゃうだろうからって、海藤さんが今日はこういうことやってみてってお題をくれるわけ。食器棚の引き出しを片付けろとか雑ぞう巾きん縫ぬえとか夜空でこいぬ座のプロキオンを探せとかポエムを作れとか、いろいろ」

「……はぁ？　ポエム？」

　目を丸くする朝陽に可お笑かしそうに頷く。

「そう。わけわかんないお題なんだけど、普段やらないことをやって、脳にどんどん新しい回路を作れって言うんだ。暗いことを考える隙すきを作らないようにって。お題をクリアした証拠写真をちゃんと送らなきゃいけないから、掃除とか作業とか真面目にやってると、なんかちょっと気が紛まぎれたり、スッキリしたりするんだ。それに俳句とかポエムとか創作系のお題のときは、先に海藤さんがお手本を送ってくれるんだけど、それがすごい変なポエムとかで笑っちゃうんだよ」

　海藤が例題として送ってきた自作の『ＴＡＣＯ焼き☆童どりイ夢む』という夜中に無性にたこ焼きが食べたくなった時の心情を詩にしたという珍妙なポエムを思い出してプッと噴いた汐夜を朝陽は怪け訝げんそうに眺め、

「……健全なんだか意味不明なんだかよくわかんないことやってんな、おまえら……」

　なんかおまえが楽しそうだから別にいいけど、と呆れたように呟き、「けど、やっぱ一応変な奴じゃないか、ちょっと職場とか調べとこう」とメールに書かれていた海藤の勤め先のサイトを検索しだす。

「お、あった。…へえ、結構ちゃんとしたとこみたいじゃん。…あ、なんか企業向けも一般向けもセミナーいろいろやってんだな。モテ講座なんかあるぞ。…あ、ほら、これなんかおまえ向きじゃん、『クレーマーをリピーターに変える顧こ客きゃく感動の実じっ践せん術じゅつ』だって」

　朝陽の隣に移動して汐夜も携帯画面を覗き込むと、セミナーのスケジュールがずらりと載っており、講座名と日時と講師名と受講料などが一覧になっていた。

　ＣＳ推進部内でも勉強会や研修会はよく開かれているが、個人的に社外の講習会に参加して勉強している者も多く、汐夜もどれかに申し込んでみようかな、と詳しく見ようとした時、「あっ！」と朝陽が声を上げた。

「これ、俺めっちゃ聞きたい。まさに俺のためにあるんじゃないかっつうくらいドンピシャな講座なんだけど。『いつまでも言われっぱなしでへこんでると思うなよ！　～毒を吐く人に負けない強いハートの作り方～』だって」

　ハゲの嫌味に負けない強いハートが欲しいんだよ、俺は、と拳こぶしを握りしめそうな勢いの朝陽の肩をぽんぽんと同情を込めてさすっていると、

「…あれ、これの講師、海藤亘わたるだって」

「えっ？」

　汐夜は驚いて朝陽の示す指先に視線を向ける。

　リストの中には海藤が講師を務めているものがほかにもいくつかあり、『口こう撃げき的てきな相手の息の根を止めるトドメの啖たん呵かの切り方』など、汐夜の抱いだいている穏おん和わでほがらかな海藤のイメージと一致しない喧けん嘩か腰ごしな講座名に戸惑う。

「汐夜、これ聞きにいこうよ、おまえもいつも言われっぱなしの仕事だし、役に立つかも。二時間の講座で四千五百円なら安いじゃん。一緒に行こうぜ。いいだろ？」

「……え。…う、うん」

　強引な誘いに汐夜は半分迷いつつ頷く。

　なんとなく、メールのやりとりだけではわからないオフィシャルな海藤の一面も見てみたいような気がした。

　でも、ただのメル友なのに仕事の現場まで顔を出すなんてちょっとストーカーチックと思われて引かれたら嫌だな、という心配も半分あり、本人にはセミナーに参加することは伝えずに、内緒でこっそり聞きにいこうと汐夜は決めた。
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　海藤の職場は渋しぶ谷や駅から徒歩十分のところにあるビルの中にあり、カウンセリングルームと同じフロアに本日の会場となる二百人程収容できるホールがあった。

　海藤に見つからないように後ろの席に回ろうとすると、

「なにやってんだよ、前に行かなきゃ顔見えないじゃん」

　と朝陽にぐいぐい前方の空席に連れていかれてしまう。

「ちょ、いいんだって、見えなくて…ていうか見られたくないんだけど。今日参加すること話してないし」

「なんで。喜ぶと思うけど。ゲロの世話までして介抱ナンパした相手に仕事中のかっこいい姿見せられるなんて嬉しいじゃん」

　だから、いい加減ナンパ説から離れろよ、違うんだから、と小声で咎とがめる汐夜の腕を摑つかんだまま朝陽は最前列の真ん中に位置を取った。

「もう、朝陽…！」

　前すぎだろ、と慌てる汐夜に朝陽はさっさと座席につきながら言った。

「おまえがただのメル友と思ってんならそんなこそこそしなくたっていいじゃん。普通にセミナーの内容に興味があって来たって言えばいいんだし」

　おまえのほうが変に意識しすぎみたいでおかしいぞ、と手首を引かれ、汐夜は渋々隣の席にかける。

　日曜の午後二時からのセミナーに参加者がだいぶ集まってきて、開始時間の数分前にスーツ姿の海藤が入ってきた。

　メールではほぼ毎日やりとりしているものの、実際に会うのはこれが二回目で、前回は夜だったし酔っていたのでよく覚えていないがラフな私服姿だったから、スーツだとまた雰囲気が違って見える。

　壇だん上じょうに進んでマイクの位置など直しながら会場全体を見渡した海藤は汐夜に気づいて一瞬目を瞠みはり、すぐににこっと微笑を浮かべた。

　内心の狼ろう狽ばいを隠して小さく会え釈しゃくしていると、

「…結構男前じゃん。よかったな、いくら親切でも不ぶ細さい工くな野郎に口に指つっこまれるよりイケメンのほうがいいし」

　と隣から朝陽が率そっ直ちょくすぎる感想を耳打ちしてくる。

「しっ」と咎めながら、聞こえてないよね、と焦あせってチラッと壇上のほうを窺うかがうと、海藤は汐夜から朝陽に視線を移して数秒停止させていた。

　すぐ海藤は表情を仕事モードに切り替えて、トントンとスイッチを入れたマイクを人差し指で叩いてから一礼して話しだした。

「皆さん、こんにちは。本日の講師を務めさせていただきます、心理カウンセラーの海藤亘と申します。本日は『いつまでも言われっぱなしでへこんでると思うなよ！　～毒を吐く人に負けない強いハートの作り方～』…笑っちゃうほど長タイトルですが、本セミナーにようこそご参加くださいました。皆さんの明日からの心の平安に少しでも貢こう献けんできることを願っています。どうぞしばらくおつきあいください」

　パチパチと会場内に拍手が起こり、

（……わ、なんか海藤さん、全然緊張してなさそうだけど、慣れてるのかな。俺なんか職場の会議でもしゃべるの緊張するのに、こんな大勢の前ですごい……）

　と汐夜はひそかに感心する。

「さて、本セミナーにいらした皆さんは、誰かから暴ぼう言げんを吐かれたときに、傷ついて腹が立って、なんでおまえにそんなこと言われなくちゃいけないんだよ、ひどすぎる、許せない、という目に遭あっても、たぶんバシッと威力のある効果的な反論をその場で返せないタイプなのではないでしょうか。それで家に帰ってから、『あんときああ言い返せばよかった…！　チキショー、今頃思い浮かんでも遅すぎるぜ、なんであんなに理不尽にボロクソ言われっぱなしで、ひたすらぽかんとしたままなんにも言い返せなかったんだろう、俺のバカ！』と悔やんだりして、ますます情けなさと屈辱感に打ちひしがれて、布団の中で何度も言われっぱなしだった状況やむかつく台詞を反はん芻すうして、胃に穴が開きそうになってしまうような方が多いのではないかと思います」

　まさにその通りだ…と朝陽が呟く。

「暴言を吐く相手にトドメの一言を返してぎゃふんと言わせる方法論についてのセミナーも別にあるんですが、本日はもっと平和的なアプローチを伝でん授じゅしたいと思います。暴言といっても、今回は言い方がキツいだけで内容に正当性のある正論に対するものではなく、相手の気分次第で吐かれる悪意ある聞く価値のない謂いわれのない暴言に対する対処の方法についてお話しさせていただきます。言われっぱなしタイプの皆さんは、たぶん共通の資質をお持ちでしょう。まず楽観的で、性せい善ぜん説せつ派で、忍耐強く、思いやりがあり、繊せん細さいで、真面目で、人を信じる気持ちや相手に共感する力も強く、相手を理解し理解されたいという気持ちの豊かなタイプです。全然悪い性質じゃないですし、むしろ素晴らしい性質です」

　そうなんだよ、性格いいんだ俺、とまた朝陽が頷く。

「ですが、この善良な性質のせいで暴言を受けたときのダメージがより大きくなってしまうんですね。皆さんはたぶん不当な暴言を吐かれても、どんな人とでもきちんと話をすればきっとわかりあえるはず、と期待していて、わかってもらおうと懸命に言えば言うほどやりこめられたり、相手が暴言を吐くのはなにか自分に原因があるからかも、と自分を責めてしまったり、自分が人に攻撃的な物言いをする発想がないので、相手から不意に攻撃されると啞然として頭が真っ白になってしまいがちだと思います。善良ゆえにまさか自分が相手から言葉による虐ぎゃく待たい行為を受けているなんて気づけないんですね」

　……やっぱハゲの虐待だったんだ…イジメとは思ってたけど、と呟く朝陽の二の腕を汐夜はトントンと慰めるように叩く。

「言葉の暴力は身体への暴力と同様に心に深い傷を残します。黙って敵の好き放題やられっぱなしでは身が保ちません。今日は皆さんに言葉の虐待者から賢く自分のハートを守る術すべをマスターしてお帰りいただきたいと思います」

　よし、教えてくれ、と腕を組む朝陽に汐夜は「ちょっと朝陽、黙って聞いてなよ」と小声で窘める。

「まずはじめに皆さんには基本的に『他人とはわかりあえない』という前提を持っていただきたいと思います。随分ペシミスティックなことを、とお思いでしょうが、事実なんです。というのは、人間は一人ひとり生まれ育った環境も人生経験もまったく異なるので、同じ言葉を同じ意味合いで認識するとは限りません。自分の真意がそのとおり伝わってほしくて会話するんですが、相手は相手の受け取り方で理解しますから、誤解やズレが生じるのは当然なんですね。人間の数だけ受け取り方が違うと言っても過か言ごんではないわけです。ですから『ちゃんと話してるのになんでわかってくれないんだ！』とストレスを溜めるのではなく、わかりあえないのが当然、正確にわかりあえたら奇跡、という認識を持って、本当にわかりあいたい相手を見極めて、きちんと伝わるような表現で疎そ通つうを図はかる努力をすべきなんです」

　……たしかに、亮りょうさんとは同じ言葉なのになんでそんな風に曲きょっ解かいされてしまうのか不思議なくらいズレちゃうこともあったからな……、と汐夜は自分の身に置き換えて考える。

「この世の全員とわかりあうのはまず無理です。いろんな人間がいるので、中にはどんなに努力してもどうしてもわかりあえない相手もいます。自分になにも非がなくても、相手から一方的に謂れのない悪意を向けられることもあるでしょう。そんな相手にさえ『きっと話せばわかりあえる』という無防備な心のまま接したら、丸腰で散さん弾だん銃じゅうの前に立つようなものです。波長の合わない相手とは時間や労力を割さかずにさっさと離れるのが自分の精神安定のためにはベストだと思いますが、諸事情で離れられない場合もあるでしょう。その場合、相手に変わって欲しいと願っても無理なので、自分の心の持ちようや行動パターンを変えるしかありません」

　…亮さんとは四年間ずっと理解しようと努力したし、理解してほしかったけど、どうしてもわかりあえない相手だったのかな、やっぱり…と汐夜は目を伏せる。

「誰かと話していて、相手の言葉で『あれ、なんかムッときた』とか『なに言ってるんだろ、この人』とか『違うんだけど』と最初に小さな違和感を覚えた時点で、まず丸腰の心をガードする習慣をつけましょう。ほかにも相手と話していて、はじめはそんなことなかったのにだんだん顔がこわばってくるとか、胃のあたりが急にずうんと重くなるとか、動どう悸きや息苦しさを感じたり、手が震えてくるといった場合も、相手の言葉で怒りを感じている兆ちょう候こうです。言われっぱなしタイプの方々は人と争うのが苦手だし、いい人と思われたい傾けい向こうが強いので、小さな怒りや違和感をそのまま飲み込んでしまいがちです。すると相手はこの人は強く出てこないからどんどん言ったれ、とナメくさってさらに遠慮なくエスカレートしてきて、最終的に皆さんは家や居酒屋で『くっそう、あいつ首しめたろか！』と腸はらわたを煮えくりかえらせることになるんですね。ストレスマネジメントの基本は早期発見・早期対処なので、怒りを爆発的に溜める前に小出しに上手に表ひょう出しゅつすべきなんですが、とにかく毒を吐く相手を前にしたら、早い時点で心を丸裸の状態から毅き然ぜんとガードして相手の悪意に巻き込まれないこと、相手が引きずりおろそうとする土ど俵ひょうに決して乗らないことが何より大切です」

　……仕事の時なら、電話の相手の感情に巻き込まれないようにある程度ガードできるけど、プライベートだと面と向かっている相手の機嫌にすごく影響されちゃってたな、俺……と汐夜はひっそり吐息を零こぼす。

「言葉の虐待者は自分の言葉によって相手を傷つけ怒らせみじめな気持ちにさせて、さらにその傷ついている反応が見たいんですね。また罵ば倒とうして見下して取るに足らない存在のように貶おとしめることで、自分が優位に立ったような錯さっ覚かくを得たいんです。それにまんまと乗せられて、相手の期待する反応を見せたら思うツボです。反応してやらないこと、冷静さを失わないことが大切です。最初に『あっ、なんか不愉快』と感じた時点で心の中に相手との精神的な距離を作りましょう。イジメは反応する限り続きますから、イジメ甲が斐いがないと思わせないといけません。相手の攻撃を飄ひょう々ひょうとかわして、打撃なんか受けていないという態度を見せてイジメを断念させるのです。言われっぱなしタイプの方々は、誰にでもどんな時でも礼れい節せつを持って当たろうとしてしまいますが、自分を侮ぶ辱じょくする相手にまで礼節なんて不要です。いつもにこにこしている姿勢は素晴らしいですが、笑顔の内側に『俺は基本平和を愛するが、不当なイジメは絶対許さないからな』という毅然とした決意を秘めておきましょう」

　にこにこしていてもその決意がオーラのように放射されていると、ある程度敵の攻撃を未然に防御する盾たてのような効果があるんです、と海藤は続ける。

「ただ表面上礼節を捨てられない相手、例えば上司などにミスを指摘されて、ネチネチ余計なことまで叱られる、というケースの場合、ミスは素直に認めて次からしないように対策を練るべきですが、余計な人格否定的な暴言については即座に心のシャッターを下ろして『なんかうるせえ蚊かが飛んでらあ』くらいに聞き流すべきで、まともに受け止めて傷つく必要はありません。一応表情はちゃんと反省している顔を演じないと『なんだ、その顔は！』と新たな火種になっても面倒なので、殊しゅ勝しょうな態度を見せつつ、台風の目の中にいるイメージで、周りがどんなに暴言の嵐でも自分の心は無風状態にして、今やるべきことにだけ気持ちを向けられたら上出来です」

　……そうは言っても、あのハゲものすごくうるさい蚊なんだよな…と朝陽がまたぼやく。

「毒を吐く人間は、相手の言い分や感情を無視して有う無むを言わさず高圧的に自分の主張を通そうとします。意見が違えば自分が正しくて、相手が折れるべきだという尊大な態度で服ふく従じゅうさせようとします。これは一見自分に自信があるから強く出るのかと思いがちですが、実は逆なんですね。相手ときちんと話し合ってコミュニケートする技量がなく、他者との関係を勝ち負けでしか考えられないので、自分が優位に立てないと負けたように感じるために攻撃的になるんです。自分に自信があって人間的に成熟している人は安易に他人を攻撃したりしません。日々小さなことにでも感謝や幸せを感じながら生きている人なら、ちょっとしたことでいちいち激怒して激情のまま悪意を垂れ流すようなことはしないものです。つまり皆さんに毒を吐く人間は、自分の現状に欲求不満を抱かかえていて、怒りや鬱うっ屈くつを絶対逆襲してこなそうな相手にぶつけて憂うさを晴らすしかない、未成熟で品性下げ劣れつで不幸せな人なんです。皆さんが強こわ面もてのレスラーみたいだったら絶対攻撃してこないような小さい奴らなんです。自分が満足感を感じられずに生きているので、誰かを攻撃せずにはいられずに八つ当たり的に皆さんに悪意を向けてくるんですね。そんな未成熟で低レベルな人達の犠牲になることはありません。尊敬できない相手からなにを言われようがいちいちまともに受け止めて傷ついていたら損そんです。弱い犬ほどよく吠ほえるものです。悪意ある毒を吐かれたら内容をまともに吟ぎん味みするのではなく、即座に『あぁ、よっぽど不幸な人なんだ』と心の中で突き放すことが得とく策さくです」

　……亮さんって、強くて自分に揺るぎない自信があるから断定的な物言いをするのかと思ってたけど、実はそうしないと自分の立場が保たもてないと思うようなコミュニケーションスキルの低いタイプだったのかな…と汐夜は別の見方を指摘されて考え込む。

「毒を吐く人はそこらじゅうにいて、家族や配偶者・恋人や親友・ご近所さんなど近しい人の場合もあります。一いち見げんさんで二度と会わなくて済む人なら無視や大喧嘩して終わりにすることもできますが、お姑しゅうとめさんだったり、実の親兄弟だったり絶縁するわけにもいかない場合、暴言を吐かれたら、心の距離を取ると同時に物理的にも一旦距離を取ることが効果的です。むかっときたら、すぐに『ちょっとトイレに』とか『携帯が入ったみたい』とかその話題を続行せずにその場から一時避難して、相手の感情に巻き込まれる前に心に落ち着きを取り戻しましょう。カチーンと反応してしまうと脳もストレスを受けて正常に働かなくなってしまいます。深呼吸したり10数えたりして冷静さを取り戻してから相手の元へ戻り、できれば『そういえば、○○なんだけど』とまったく話題を変えたり、相手がまだ攻撃してくるようだったら、『あなたはそう思うんですね（＝俺は全然そうは思わないけどな）』とか『そういうことにしたいなら、どうぞ？　（＝全然違うけど、真面目に取り合うのも馬鹿らしいからな）』と括かっ弧この本音は隠したまま冷静に言えたらすこしは敵の攻撃に水を差す効果があるでしょう。相手に肩かた透すかしをさせたければ『…ふうん。それで？　だから？』というのもちょっと嫌味っぽく相手の攻撃がまったく効いていない感じを出せると思います。また相手とまともに関わりたいときは、『私はそんなふうに言われたらとても悲しいです。そんな言い方はしないでもらえませんか？』という感じで自分を主語にしたアイメッセージで提案してみると、同じ意味でも『なんであんたはそんな言い方しかできないんだよ！』と感情的に相手を責めずに自分の意思を伝えることができます。この手法が一番穏おん便びんで、相手をヒートアップさせずにまともな会話に持ち込める確率の高い方法です。提案しても相手が了承する可能性は半々ですが、ひとまず言われっぱなしのままでいる屈くつ辱じょく感かんは減らせるでしょう」

　亮さんに「そんな言い方されたら悲しい」とか一回も言ったことなかったな…本音を飲み込まずにうまく伝えられていたら、また違った関係になっていたのかな…と汐夜は溜息を零す。

「言われっぱなしタイプの皆さんは、相手の感情を自分の感情より優先させてしまう傾向があり、自分の感情を抑おさえてしまいがちです。相手の感情と自分の感情は同等の価値があるので、ちゃんと自分の感情も大事に尊そん重ちょうしてあげましょう。対人関係は基本的に自分の快不快の感情を信じるべきです。恋人や友人と思っている相手でも、この人といるとなんだか気持ちが沈む、など常に不快な気分にさせられる場合、実は相手は皆さんのことをくみしやすい相手と侮あなどって故意に傷つけようとしている可能性があります。なぜ恋人や友人がそんなことを、と性善説派の皆さんは信じがたいでしょうが、現代社会には幼少期に適切な愛情としつけを与えられずに育ち、自己愛だけ肥ひ大だいした精神年齢が五歳児程度で止まっている人が大勢いて、相手を見下すことでしか自分を守れない人や、愛情表現を支配欲の形でしか表すことができない人、ひそかにコンプレックスや嫉妬を抱いて友人面づらを見せておきながら足を引っ張ろうとする人もいるんです。自分が心を開いている相手から言葉の虐待を受けていると認めるのは辛つらいことですが、その関係を継続すべきかどうかは、相手といると喜びや楽しみを感じるか、高めあったり刺激しあったり癒いやしあえたり、双方にとって豊かな関係か、なによりその人といて快の感情を抱けるかという視点で考えてみて、それらがないようなら関係を見直すべきかもしれません。相手と一緒にいるとより孤独を感じるような関係なら、見切りをつけるほうがいいと思います」

　……なんか、さっきからまるで自分のことを言われてるみたいで身につまされてしまう……、と汐夜は俯く。

「これから毒を吐きますよ、と予告があるわけではないので、出会い頭がしらの事故のようにグサッと傷ついてしまうこともあると思います。でもすぐに『いや、落ち着いて、相手につられて怒ったら思うツボ。勝手に吠えるがいいさ、器うつわの小さい未熟者め』という気持ちで、冷静さを保ちましょう。『なにギャーギャー見苦しい表情で怒っちゃってんだろ、この人。皺しわ増えるだけだっつうの、プッ』くらい客観的に突き放せたら達人の域です。怒りに対して怒りで返せば憎しみや恨うらみの感情しか残りません。皆さんの心の中にも『自分はこうやってるんだから、当然相手もこうすべきだ』という思いがあると、そうしてくれなかった場合に怒りや不満が溜まります。『～すべきだ』ではなく『～してくれたらいいな』という淡い期待にしておけば実際そうならなくても『ま、しょうがないか。こういう人なんだ』と割り切ることができるでしょう。対人関係はいい意味での『いい加減さ』『ゆるさ』を持っているほうが楽になると思います」

　海藤は演台のミネラルウォーターを一口含み、ふたたび口を開いた。

「対策を頭でわかっていても、不意に毒を吐かれたら、どんなに心をガードしようとやはりダメージはあるでしょう。傷ついた経験は次回同じような事態になったらもっとうまく対処するための知恵に変えればいいのであって、それにこだわって根に持っていると皆さんの心も身体も蝕むしばんでしまいます。いつまでもくだらない人間にへこまされていないで、前向きになれるように自分を癒してあげてください。過ぎたことはもうごちゃごちゃ考えてもどうにもならないので、好きな音楽を聴いたり、美お味いしいものを食べたり、名作を読んだり観みたりしていい涙を流したり心地よく笑ったり、美しいものに触れたり、スポーツやカラオケなど身体を動かして発散したり、趣味に打ち込んだり、自然に身を置いたり、生産的にエネルギーを使って、不快な記憶を追い払いましょう。ただ、癒しビジネスだけでは一時的な気分転換にはなっても根本的な癒しは得られないんですね。やはり人は自分を誰かにわかってもらえた、受け入れてもらえた、というときに一番癒されるので、冒頭で『他人とはわかりあえない』と言いましたが、恐れずにこの人とは是ぜ非ひわかりあいたいという相手には、表現力を磨いて真意が届くように気持ちを伝えていただきたいと思います。気の合う相手はなににも勝まさる人生の宝物ですから」

　海藤は腕時計に視線をやり、また視線を上げた。

「現代日本社会は一億総イライラ時代というほど誰もがいつキレてもおかしくない、皆がカリカリした異常な不機嫌時代です。いつどこで皆さんに毒を吐く相手が現れても不思議のない状況ですが、そんな不機嫌な相手の感情に伝染させられてこちらまで不機嫌になってはいけません。相手に自分の感情を支配されるのではなく、自分の感情は自分が決定権を持ちましょう。皆さんがこれまで毒を吐かれても言い返せなかったのは、相手のレベルまで堕おちずに品格を保って言い返さなかっただけで、勇気のない負け犬ではなくそれだけ相手より成熟していたからです」

　……なんかうまい言い方で慰めてくれてるだけかもしれないけど、弱いから言い返せなかったって言われるより、すごくほっとするかも…と汐夜はじいんとしてしまう。

「もし皆さんの心が毒を吐く相手に不快な色に染められそうになったら、次の名言のどれかを思い出して冷静さを取り戻してください。

『私は自分の尊敬する者しか恐れない』

『もっともよい復ふく讐しゅうの方法は、自分まで同じような行為をしないことだ』

『一瞬だけ幸福になりたいのなら、復讐しなさい。永遠に幸福になりたいのなら、許しなさい』

『我々の憎しみがあまりに激しくなると、我々は憎くてたまらぬその相手よりも一段下に落ちる』

『愚おろかな人に嫌われることを喜びなさい。彼らに好かれることは侮辱でさえあるから』

『そんなの関係ねえ』

　出典は順にスタンダール、マルクス・アウレリウス、アンリ・ラコルデール、ラ・ロシュフコー、フィリックス・レクエア、小こ島じまよしおです。最後にイングリッド・バーグマンの名言を紹介して結びにしたいと思います。『幸福の鍵は健康と健けん忘ぼうね』。世の中には信じられないようなひどいことを平気で口にする輩やからも大勢いて、人里離れた一軒家に住んでいるのでもない限り全部を避けるわけにはいきませんが、すべて自分の受け止め方次第です。もし毒を吐かれても『思いやりも想像力もなく自分の感情をオブラートに包む知性も余裕もない精神年齢五歳児に構っていられない。貴重な人生の時間をそんな人間に煩わずらわされて浪費したくない』という強い気持ちを持ち、底意地の悪い人間に真まっ向こうから勝負して無駄なエネルギーを消費せず、負けるが勝ちというスタンスでさっさと忘れましょう。人生があと四十八時間しかないと仮定したら、不快な人間に怒ったり悩んだりして費ついやす時間は一分もありません。人生は楽しんだ者勝ちです。大事に有効に時間を使っていただきたいと思います。人に毒を吐いて傷つけるような輩が幸せになれるわけがありません。すべて自分のやったことは自分に返るものです。毒を吐く人の周りにはその程度の人間しか残りません。皆さんは是非爽さわやかで毅然とした態度を貫つらぬいて、悪意に負けずに穏やかな心で幸せを摑んでいただきたいと思います。頑張ってください。応援しています。ご静せい聴ちょうありがとうございました」

　また拍手がおこり、質しつ疑ぎ応おう答とうとカウンセリングルームの紹介のあとにセミナーが終了となる。

　参加者が三々五々帰っていく流れに乗って、汐夜も海藤に会釈して出口に向かおうとしたら、朝陽が「ちゃんと挨あい拶さつしていけば？」と腕を引っ張って引き止めた。

　え…と思う間に海藤が壇上から下りてきて、

「待まち田だくん、来てくれたんですね。びっくりしました、昨日もメールしてたのに全然言ってくれないから」

　ストーカー疑惑を抱かれているような気配は微み塵じんもない気さくな笑顔を向けられ、汐夜は慌てて頭を下げる。

「す、すみません、なんかちょっと、言いにくくて……。えっと、お疲れ様でした。あの、なんか身につまされることが多くて反省したりいろいろ考えちゃいましたけど…、でも励はげみになるような言葉がいっぱいありました」
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　汐夜がおずおずとはにかみながら言うと、隣から朝陽が、

「ほんとに俺も聞いてて元気出ました。それ名言か？　みたいなのもありましたけど、聴きに来てよかったです。職場に暴言上司がいて毎日しんどいんですけど、『うるせえ蚊だな、五歳児め』って唱となえて右から左して頑張ろって思いました」

　と初対面の海藤にはきはきと人ひと懐なつこく笑いかけながら言った。

「それはなによりです。…ええと、あなたは待田くんの…？」

　海藤が汐夜に目顔で「こちらは？」というように視線を向けると、朝陽が自分から自己紹介した。

「汐夜の友人の津野朝陽といいます。先日は汐夜がお世話になったそうで、すぐ俺を呼んでくれれば海藤さんにご迷惑かけずに済んだのに申し訳なかったんですけど、とにかく助けてくれてありがとうございました。汐夜からその人とメル友になってるって聞いて、どんな人かなぁと思って偵てい察さつするつもりで来たんです」

　さくっと余計なことを言われて汐夜が慌てて袖そでを引くのを無視して、

「でもすっかり講義のほうに夢中になっちゃって、今度は『ぎゃふんといわせるトドメの啖呵の切り方』のほうも聞いてみたくなっちゃいました」

　好戦的な光を瞳に浮かべる朝陽に海藤は微笑しながら言った。

「熱心に聴いてくださってありがとうございます。でもトドメのひと言をスマートに刺すには、いつ何なん時どきなにを言われても即反応できるように、常に反射神経と言語感覚を研とぎ澄すませておく必要があるので、ずっと戦闘モードでいなきゃいけないから疲れるんですよ。変に恨みを買っても馬鹿らしいし、『金持ち喧嘩せず』的に相手にしないのが一番だと思いますよ」

　にこやかに朝陽に答える海藤を見ながら、（……やっぱり、海藤さんは最初の印象やメールの雰囲気どおり穏やかな人みたいだな。喧嘩腰なタイトルのセミナーを担当してるみたいだけど、今日の内容も喧嘩や争いを勧すすめるようなものじゃなかったし……）

　と汐夜は心の中で思う。

　海藤は汐夜と朝陽を交互に見て言った。

「もし、このあと用がなければ、ちょっと早いですけど三人で食事でもどうですか？　俺は今のセミナーの報告書出したら今日はフリーなので」

「あ…えっと」

　どうする？　と汐夜が隣に視線を向けると、朝陽は「うん、行こうよ、せっかくだし。小腹もすいたし」と愛あい嬌きょうのある笑顔を見せる。

　じゃあちょっと二階の喫茶室で待っててもらえますか？　と言う海藤に頷いて、汐夜と朝陽はエレベーターで階下へ移動する。

「なんか感じいいじゃん、海藤さんて」

　好き嫌いがはっきりしていて裏表のない朝陽がそう感想を述のべたので、汐夜はなんとなく面おも映はゆいような気分で「…うん」と頷く。

　喫茶室で飲み物を注文してから、汐夜はすこし身を乗り出すようにして朝陽に小声で注意した。

「……でも朝陽、もう海藤さんの前で変なこと言い出すなよ、ナンパとか」

　さっきも偵察に来たとか余計なこと言っちゃうし…、と視線で軽く咎めると、朝陽は悪びれずに首を竦すくめる。

「だってほんとのことだもん。おまえ男運悪いみたいだから、俺が保護者としてちゃんとチェックしてやらなくちゃと思ってさ」

　汐夜はピクッと眉を顰ひそめ、

「だから違うし。それにいつ朝陽が俺の保護者になったんだよ、俺より五ヵ月遅く産まれて二センチも背が低いくせに」

　朝陽は大きな目をさらにわざとらしく剝いてみせた。

「あー、虫も殺さぬような顔して今しれっと毒吐きましたね。…『ええ、あなたより二センチチビですけど、それがなにか？』」

「いや、だっておまえが先に男運が悪いとか毒吐くから。…『俺はそんな言い方をされたら傷つくから、そんな風に言わないでくれませんか？』」

　早速セミナーで習った返答例を真ま似ねしてプッと笑いあっていると、海藤がやってきた。

「お待たせしてすみません。行きましょうか。ええと、なにか食べたいもののリクエストはありますか？　苦手なものとか」

　朝陽が立ち上がりながら、

「俺はなんでも大丈夫なんですけど、汐夜ががっつりした肉料理とかダメだから、和食とかのほうがいいんですけど」

　な？　と水を向けられ、汐夜が「あ、はい、すみません、ちょっと肉ダメで…」と恐きょう縮しゅくしつつ言うと、海藤は「そうなんだ。じゃあちょっと歩いたところに創作京料理の店があるので、そこにしましょうか」と汐夜たちを促うながした。

　海藤が連れていってくれた店は黒を基調とした落ち着きのある静かな店で、全席半個室になっているので他の客の気配はかすかしか感じられなかった。

　豆とう腐ふ懐かい石せきを頼んで待つ間、朝陽が向かいにいる海藤に単刀直入に言った。

「あの、すみません、ちょっと質問なんですけど、海藤さんておいくつなんですか？　あと今つきあってる人はいますか？」

「ちょ、朝陽、なに急に…！」

　汐夜は目を見開いて、慌てて隣に座る朝陽の口を閉じようと手を伸ばす。

　朝陽は片手で汐夜の手をよけながら、

「別に普通の質問じゃん。こんな背も高くてかっこいいからきっとモテるだろうなぁって羨うらやましくて、ちょっと聞いてみたかっただけ」

（おまえのために探りをいれてやってんじゃんか）と目で伝えてくる朝陽に、（余よ計けいなこと言うなってさっきから言ってるのに…！）と汐夜も目で返す。

　海藤は不ぶ躾しつけな朝陽に気を悪くした様子もなく、

「年は二十八で、今つきあってる人はいません。……ええと、ふたりはどういうお友達なんですか？　すごく仲良さそうですけど、同級生とか？　ちょっと性格とかキャラは違うみたいですが」

　サイズ的には粒つぶぞろいな感じだけど、と微笑ほほえまれ、汐夜は朝陽がまた余計なことを言うまえに急いで口を開いた。

「えっと、はい、小学校の同級生で、会社も同じなんです。昔近所に住んでて仲良くしてて、朝陽が四年生の時に引越しちゃったので中高大は別だったんですけど、たまたま同じ会社に就職してて『あー！』みたいな感じだったんです」

　へえ、それはすごい偶然ですね、オリオンみたいな大きいところだとそういうこともあるのかな、と海藤が言うと、朝陽が頷いて、

「そうなんです、会うのは十何年ぶりだったんですけど、すぐわかりました。汐夜のお母さんもすごい美人で、昔子供心に憧あこがれてたんですけど、超そっくりに育ってて『うわ、汐夜のお母さんがいる！』みたいな感じでびっくりしました。俺、理想が八千草薫なんですけど、たぶん年上好きの原点は汐夜のお母さんだった気がするんですよね」

「へえ、津野くんはなかなか通つう好ごのみなんですね。でもそんなに忘れられないくらい美人のお母さんにそっくりなんですか」

　海藤に視線を向けられ、汐夜は薄赤くなって首を振る。

「や、そんなことないです。朝陽がオーバーに言ってるだけで、そんな似てないです」

　もう恥ずかしいからやめろよ、と汐夜がテーブルの陰で朝陽の腿ももをきゅっと抓つねった時、料理が運ばれてきた。

　彩いろどり鮮あざやかな上品に盛り付けられた料理を目と舌で堪たん能のうしていると、また朝陽が海藤にあれこれ話しかける。

「海藤さんはああいうセミナーの講師をしているくらいだし、実生活でいつ何なん時どき誰に毒を吐かれてもすぐトドメのひと言がぱっと出てくるんですか？」

　トドメのひと言にこだわっている朝陽に海藤はおかしそうな表情を浮かべて、

「いや、そうでもないですよ。やっぱり自分のこととなると咄とっ嗟さに出てこなかったりします。こないだも、セミナーの新テーマを検けん討とうする会議の前に、俺が『これはいける！』と思ったテーマのレジュメを作ってたら、同僚から『そんなテーマ、金払ってまで聞きたい人がいるって本気で思ってんのかよ。ひとりやふたりが『おっ』って目を引くテーマでも集客力がなきゃ意味ねんだよ。海藤は自分のセンスがちょっとエッジきいてるとかなんか勘違いしてんじゃねえの』とか毒吐かれて、ムカッときちゃって、（なに決めつけてんだよ、需要はあると思うから選んだんだよ、面白いテーマじゃないか、いやでもそこまで断言されるなら一般ニーズとズレてるのか）とかぐるぐる考えちゃって、まんまと言われっぱなしになっちゃいました」

　冷静さを失わず相手の土俵に下りないように、なんて人に教えてるくせにダメですね、と笑う海藤に汐夜はほのかに親近感を覚えて、

「……へえ、海藤さんでもそんなことあるんですか……。でも、さっきもあんなにたくさんの人の前で堂々と話してて、すごいなって思いました。俺なんかもっと少人数でも人前で話すのは苦手で、すぐしどろもどろになっちゃうから……」

　海藤はよくわかるというように汐夜に頷いた。

「俺もほんとはいまだに毎回緊張しますよ。場数踏んでそれなりに慣れたので顔には出しませんけど。俺も就職してめっきり口うまくなりましたけど、子供の頃は一時期口ベタ時代があったんです、これでも」

　ほんとですか？　と汐夜と朝陽が揃そろって驚くと、海藤は笑いながら続けた。

「うちの父が商社マンで、子供の頃はイギリスと中ちゅう東とうで暮らしてたんです。現地の日本人学校に通ってたんですけど、メイドさんとか向こうの友達とはその国の言葉で話してたから、小学生のときに湾岸戦争が始まって日本に帰ってきたら、結構言葉のことでいじめられちゃったんです。ちょっと日本語のイントネーションがおかしかったり、その当時の流は行やり言葉がわからなかったり、他た愛わいもない理由なんですけど。帰国するまで住んでたのがＵＡＥのドバイだったので、当然のようにあだ名が『フセイン』とか『アラブ』に決定しちゃって、『おい、アラブー、発音おかしいぞー』とか言われまくって、あんまり話さない子になっちゃったんです」

「えー、バイリンガルとかトライリンガルなんて超かっこいいのに」

　朝陽の言葉に汐夜も頷く。

　海藤は苦笑して、

「子供の頃って、ちょっとでも人と違うところがあるとすぐイジメの対象になっちゃったりするじゃないですか。…大人になってもそういう排はい他た的てきな傾向はたいして変わらないですけど。中学のときは英語の発音がよすぎるってネチネチいじめられたし、今だったら屁へでもないことなんですけど、当時は世界が学校しかないみたいな感じだったから、帰国して数年は暗黒時代でした。でも高校生になったら急に背が伸びだしたせいか逆にちやほやされだしちゃって、俺自身はまったく変わってないのになんなんだ、って思いました。けど、その時の担任の先生が、『いいことも悪いことも全部自分を強く豊かにしてくれる人生のプレゼントで、どんな経験も無駄じゃない、海藤は謂れのない差別や受け入れてもらえない悲しみや辛さを知っているから、苦しんでいる人に寄り添える仕事についたらいいんじゃないか』ってアドバイスしてくれて、今に至るって感じなんです」

「なるほど…」

　汐夜は頷きながら、

（快活で穏やかに見える海藤さんに子供の頃そんな暗黒時代があったなんて今は微塵も感じさせないけど、やっぱりそういう経験をして胸の痛みを知っているから、きっと俺とか、ほかの弱ってる人達にスッと優しくできるんだろうな……）

　と心の中で思う。

　食事が終わり、食後のお茶が置かれると、

「すみません、俺ちょっとトイレ行ってきます。…あ、これは別にムッとして深呼吸とか10数えるためじゃなくてほんとにトイレですよ？」

　と朝陽が茶ちゃ目めっ気けのある表情で言いながらトイレに立った。

　海藤は朝陽の後ろ姿を微笑ましげに目で追ってから、汐夜に視線を戻す。

「可愛いお友達ですね。なんか憎めないタイプって感じで」

「あ、はい、ほんとに。落ち込んでる時でも元気なやつで、大好きです」

　さっきまでほとんどひとりでしゃべっていた朝陽がいなくなって、海藤とふたりになったことを急に意識してしまい、汐夜は内心動揺しながらうわずった声で答える。

　海藤は一瞬間まを空あけて、

「大好き、なんだ…。うん、気が合う友達は宝ですからね。……ええと、料理はお口に合いましたか？」

「はい、とても。すみません、俺の好き嫌いにあわせていただいちゃって。えっと、いつも社員食堂とかばっかりで、こういうところはあんまりこないので嬉しかったです」

　ならよかった、と穏おん和わに笑って、海藤はすこし言葉を選ぶように、

「……あれからひと月くらい経たちますけど、どうですか…？　彼のことは」

「え…」

　すこしは気持ちが落ち着いてきましたか？　と訊かれて、汐夜はどう答えようか視線を揺らす。

　まだ失恋してひと月しか経っていないので、何事もなかったかのようにすぱっと忘れたりはできなかったが、未練がましい気持ちは不思議と湧わいてこず、もうすこし時間が経てばおいおい薄らいでいきそうだという気がしていた。

「……えっと、まだ本屋さんにはあんまり行きたくないし、新聞広告とか電車の中吊りとかで、彼の名前とか本のタイトルとかが目に入ってきちゃうとハッてなっちゃうんですけど、でももうそれは時が経つのを待つしかないかなって……」

　うん、そうですね、と頷く相手に汐夜は視線を上げて、ぺこりと頭を下げる。

「でも、おかげさまで海藤さんがマメに面白いメールをくれるから、ほんとに救われてます。…あ、昨日オススメしてもらった笑える映画、今日帰りにレンタルして朝陽とうちで観ようって話してたんです」

　朝陽もすごく職場でストレス溜めてて、いつも発散したがってて、ちょくちょくうちに来て愚ぐ痴ち言い合ってるんですけど、今日は一緒に笑ってスカッとさせてもらいますね、と汐夜が微笑むと、海藤はなにかを考えるように顎あごの先を弄いじりながらすこし黙り、

「……あの、じゃあ、もしよかったら定期的に『プチ癒し会』みたいなのを開きませんか？　三人で」

「え？」

　唐突な提案に汐夜が軽く首を傾かしげると、海藤はにこっと笑って言葉を継ついだ。

「実は俺も日々悩み多き人々の気持ちにシンクロしながら話を聴いているので、結構ストレス溜めてるんです。初めて会った日も、ちょっと鬱うつのクライアントさんが続いて沈んだ気持ちを発はっ散さんしたくてバッティングセンターに寄ったんですけど、待田くんもお客様相談室の仕事はほんとに大変だろうし、津野くんも上司に苦労してるみたいだし、三人ともめちゃくちゃ癒されたい症候群に陥おちいってると思うんです。同病相あい哀あわれむ集つどいというか、癒しのための会合を持って、今日は『号ごう泣きゅうデー』とか『爆笑デー』とかお題を決めていろいろプチイベントしませんか？」

　涙には浄じょう化か作用があるし、笑顔セラピーっていうのも医学的根拠がある立派な癒しだし、と熱心に誘ってくる海藤に汐夜は、

「……はぁ、なるほど……」

　と相あい槌づちを打ちつつ、（海藤さんってお題に沿そってなんかやるの好きなのかな。それにやっぱり海藤さんも仕事柄ストレス溜めてるんだ…）と思っていると、朝陽が戻ってきた。

「なんの話？　イベントとか聞こえたけど」

　汐夜の隣に座り、海藤と汐夜の顔を交互に眺める朝陽に海藤が今の提案をもう一度説明する。

　朝陽は目をぱちくりさせて、

「え、いいんですか？　俺も入っちゃって。それってふたりでやったほうがいいんじゃ」

　だって海藤さんは汐夜を介抱ナ……と続けようとした朝陽の口を汐夜はぱしっと手で塞ふさぎ、

「おまえが一番癒されたがってるんじゃないか、常日頃から。せっかく海藤さんが三人でって言ってくれたんだし、遠慮することないから」

　これ以上海藤さんに変に思われるようなことを言うな、と汐夜が目力を込めて告げていると、海藤は「ほんとに仲がよくて羨うらやましいな」と笑う。

「元はといえば、ふたりがよく休日に愚痴を言い合ってたそうだから、それに俺も混ぜてもらえたら嬉しいなって感じなんですけど」

　津野くんとも是ぜ非ひ新しい友人になりたいです、あっけらかんとしてて楽しいし、と海藤が付け足すと、朝陽は、

「うん、俺もプロのカウンセラーの友達がいたら嬉しいかも。汐夜も結構聞き上手で慰め上手だからプチカウンセラーみたいでありがたいんですけど」

　汐夜はまた朝陽がなにか余計なことを言い出さないうちに、急いで場をとりまとめる。

「じゃあそういうことで、俺が連絡係になりますから、ふたりの都合のいい日を俺に連絡してください。場所は狭いですけどうちでよければ。お題は海藤さんに決めてもらうってことでいいですか？」

　段取りを組みつつ、

（……なんかまたちょっと変かもしれない展開になってる気もするけど、海藤さんとメールだけじゃなくて、もっと会って話したり、親しく友人づきあいができたらきっと楽しいだろうし、別におかしくないよね……）

　と汐夜はなぜか自分に言い訳しながら、どこか胸が浮き立つような気持ちを覚えていた。
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　あれから一、二週間に一度のペースで汐ゆう夜やの部屋に集合し、男子三人の『プチ癒いやし会』を開催している。

　事前に海かい藤どうからお題が出るので、お題に沿った作品やグッズを持ち寄って鑑賞して感想を述のべあったり、愚ぐ痴ちだけじゃなく徒つれ然づれなるままによしなし事をあれこれしゃべって、みんなで順番に食事を作って食べたら解散というまったりした集つどいである。

　好きな曲とか好きな香りとか好きな本や映画など、三人とも趣味がそれぞれ違うので、なにが出てくるかわからないワクワク感や、自分の知らない世界を知る楽しみがあった。

　時々は外で集合して、海藤の職場のあるビル内のメンズエステの岩がん盤ばん浴よくでデトックスする『発はっ汗かんデー』、遊園地でスピード系のアトラクションを制せい覇はする『絶叫デー』など、海藤が誘ってくれなかったらきっと行かなかったであろう場所でやらなかったであろうことをするのは刺激的だった。

　朝あさ陽ひも元々人ひと懐なつこい性格なので、すっかり海藤に打うち解とけて「海藤さんてかっこいいのに面白くて好きだな」と意気投とう合ごうしている。

　次の『プチ癒し会』のお題は好きな肌触りのグッズ品評会って言われたから、なにを用意しようかな、などと昼休みに考えながら午後の仕事についた汐夜は、ほがらか気分が吹き飛ぶクレーム電話にブルーな気分に突き落とされた。

「ちょっといつまで待たせる気？　ふざけんじゃないわよ、音声ガイドなんか使わずさっさと出なさいよ」

　のっけからキンキン声でわめく若い女性は名前を訊ねる汐夜を無視して一方的にまくしたててくる。

「私、手タレやってるんだけど、わかる？　手のモデル。おたくの新製品のボディソープ使ったら、ものすごい湿しっ疹しんができちゃって、仕事キャンセルするハメになったんだけど、どう責任取ってくれるわけ？　当然治療費と慰い謝しゃ料りょうとギャラ全額払ってくれるわよね？」

　汐夜は相手の申し出の内容を入力しながら、金品要求型クレーマーに対するマニュアルを思い浮かべて口を開いた。

「そのようなことがございましたか。弊へい社しゃの製品が原因で症状が出たのでしたら、ご不快な思いをさせてしまったことについてお詫わび申し上げます。恐れ入りますが、お体のどの部分にどのような症状があらわれたのか詳くわしくお聞かせいただけますでしょうか？」

「首から下が全身蚊かに一いっ斉せいに食われたみたいにボコボコになっちゃってんのよ、痒かゆいし！」

「それは大変お辛つらいですね。恐れ入りますが、皮ひ膚ふ科かを受じゅ診しんされたのでしたら診断書をお送りいただけますでしょうか？　また商品の現げん品ぴんもお手数をおかけいたしますが着払いで弊社までお送りいただけますでしょうか？　こちらで原因究明のための検査をさせていただきます。湿しっ疹しんの原因が弊社の商品によるものだということが確定いたしましたら、また改めてお詫びさせていただきます」

　本当に症状が出ているのなら、それで一旦終わるはずだったが、自称手タレの女性はさらにわめいてくる。

「なに言ってんの？　診断書？　信じてないわけ、客の言うこと。あんたんとこの商品のせいなんだからつべこべ言わずに誠意を見せなさいよ。あたしの彼、小指ないんだからね」

　だからなに？　と言いたい気持ちを堪こらえて汐夜は静かに同じことを繰り返す。

「どのお客様にも同じようにご説明させていただいておりますが、診断書と現品の調査をさせていただかないことには、弊社ではなにも対応させていただくことができません。湿疹の原因はほかにも体調を崩されていたとかアレルギーの出る食べ物を召し上がられたとか、衣類によるものなど弊社の製品以外の原因も重なっているかもしれません。ですから大変お手数ですが、受診していただき……」

「うるさいわね、もういいわよ！　バカ！」

　捨て台詞ゼリフとともにブチッと通話を切られ、汐夜は溜息をつく。

　こんな電話ばかりではないし、自分の対応によって怒り狂っていたお客様が、

「ありがとう、そんなふうに言ってもらえるとは思わなかった。私も気が立ってて言いすぎちゃってごめんなさいね。勝手なこと言って許してね」

　など怒ど気きをおさめてもらえて穏おん便びんにクロージングできたときは、すこしはこの仕事も悪くないかなって思えるんだけど…と思いながら汐夜が今の事例を入力していると立て続けにまた電話が入った。

「お電話ありがとうございます、オリオンお客様相談室待まち田だでございます」

「おう、おまえか、俺の女を疑って泣かせたマチダっていう奴は。ふざけんじゃねえぞ、オメエ。マユコはほんとに全身が真っ赤に腫はれあがっちまってんだぞ！　消費者センターに訴うったえられてえのか、コラ！」

　さっきのキンキン声の女の彼らしい男から怒ど鳴なりつけられ、汐夜は一瞬息を飲む。

　だが、男の声は本物のヤクザにしてはどこか演技くさい響きが感じられ、時々いるエセヤクザみたいだな、と眉を顰ひそめて汐夜は口を開く。

「大変恐れ入りますが、お客様のお名前とご住所をお聞かせいただけますでしょうか」

「うるせえよ、個人情報だろ。オメエの携けい番ばんを先に言え。折り返し連絡して場所を言うから出てきて謝れ」

　また神様じゃないお客様がひとり追加…と淋さみしいカウントをしながら汐夜は言った。

「弊社では原則として訪問対応はいたしておりません。先ほどの女性の方にもお話しさせていただきましたが、実際に症状が出ていらっしゃるという診断書をご提示していただけないのでしたら、口こう頭とうでのお申し出だけでは申し訳ございませんが弊社では対応いたしかねます。全身の湿疹が事実であれば、すぐに受診していただき……」

「何度も同じこと言わすんじゃねえよ！　オメエじゃラチあかねえから、もっと上のヤツ出せよ！」

　…出た、『責任者を出せ』『社長を出せ』が…と思いながら汐夜は冷静に言った。

「上司に代わりましても、お返事には変わりはございません。この件は私が責任を持って対応させていただきます。消費者センターへ訴えるとおっしゃられましたが、まず一度弊社で現品の調査をさせていただけないでしょうか？　その結果にご納得いただけないようでしたら、そのうえで…」

「おい、そんなとろくせえことしてる暇ねんだよ！　マユコが仕事できなかった分を補ほ償しょうしろっつってんだろ？　マユコが手タレの仕事をもらうためにどんだけ苦労してるかオメエわかるか？　水仕事はできねえし、日焼け予防と保ほ湿しつのためにいつも手袋して、静じょう脈みゃくが浮き出ねえように胸より上に手を上げっぱなしで、スチュワーデス物語の片かた平ひらなぎさみたいなかっこで毎日頑張ってんだぞ、わかるかコラ！　それをおめえんとこのボディソープのせいでひどいことになっちまったんだ。どう落とし前つけるかって聞いてんだよ！」

「……」

　喩たとえが古すぎてよくわからなかったが、昔そういうドラマがあったのか、と思いながら、汐夜は毅き然ぜんとした声で言った。

「お客様、何度も繰り返すようで申し訳ございませんが、診断書と現品を調査したうえで改めてお電話にてご説明させていただきます。これ以上はいくら『落とし前をつけろ』とおっしゃられましても、この場ではなんともお応こたえいたしかねます」

　粘ねばり強づよく繰り返すと、相手はしばし黙り、やがて低い声で言った。

「……マチダさんよ、線の細そうな声してずいぶん強気じゃねえかよ。素直に言うこと聞いて相応の誠意を出したほうが身の為だぞ？　『オリオン本社のお客様相談室のマチダをシメろ』って組の若わけえもん差し向けたっていいんだぜ？」

「……」

　もし本当にその筋すじの人だったら…と一瞬ヒヤリとしたが、いや、本物のヤクザは片平なぎさとか言わない気がする、こんな脅おどしに負けるもんか、と汐夜はきっぱりと言った。

「お客様、音声ガイドでもご案内しておりますが、この通話はすべて録音されております。これは恐きょう喝かつと脅迫行為に当たり、このさきは弊社の顧こ問もん弁護士とお話しいただくことになりますが、よろしいでしょうか？」

　チッと舌打ちの音がして、

「本気で刺されてえのかクソガキが！　覚えてろよ、バカヤロー！　月夜ばかりじゃねんだぞ！」

　エセヤクザらしい新鮮味のない捨て台詞で電話が切れ、汐夜はどっと疲労感を覚えてこめかみを押さえながらふぅっと息を吐く。

　隣の席の同僚にも怒鳴り声が聞こえたらしく、

「待田さん、大丈夫ですか？」

　と心配げに声をかけられ、汐夜は小さく笑みを作って頷いた。

　エセヤクザとはいえ、やはり男の胴どう間ま声ごえで『刺すぞ』などと脅されると恐怖感をまったく感じないわけにはいかず、掌てのひらが汗で湿しめっていた。

「ちょっと手洗ってくるね」

　と隣に声をかけて汐夜は立ち上がり、洗面所へ歩きながらもう一度ゆっくり息を吐く。

　不快な気分を洗い流すように丁寧に手を洗い、ついでに顔も洗って一息ついてから、汐夜はポケットから携帯を取り出して、待ちうけ画面を眺めた。

　先日『けなげデー』という、なにか自分が「けなげだ…」と感かん銘めいを受けたものを見せ合うという謎のお題が出た日、海藤が感銘を受けたというけなげなものが小惑星探査機はやぶさで、最さい期ごの軌き跡せきまでを追ったドキュメンタリーを見ながら汐夜と朝陽は思わず「ほんとになんてけなげなんだ…」「偉いね、よく頑張ったね、はやぶさ…」と涙ぐんでしまった。

　海藤も「泣けるよね、はやぶさもけなげなんだけど、携たずさわった研究者さんたちも不ふ屈くつの精神で諦あきらめずに頑張ってて、これ見ると、なんかやなことあっても『いや、俺はまだはやぶさより頑張りが足りない』とか思って勇気もらえるんだ」

　と汐夜と朝陽に大たい気き圏けん突入の時の流星のように燃え尽きて輝くはやぶさの最期の雄ゆう姿しを送信してくれた。

　トイレの壁にもたれて、崇すう高こうで孤独な旅を終えたはやぶさの美しい命の灯ともしびを見つめながら海藤の声を思い出していたら、なんだかさっきのクレーム電話でささくれだった気持ちが落ち着いてきた。

　仕事中だったが、なんとなく御礼を伝えたくなって、汐夜はすこし迷ってから海藤にメールを送った。

『お仕事お疲れ様です。今、ちょっとエセヤクザみたいなクレーマーから電話があって、嫌な気持ちになってたんですけど、はやぶさを見て元気出ました。くだらないメールしてすみません。』

　送信してから、ほんとにくだらないメールをしてしまった…と汐夜は慌てる。

　こんなことは元恋人にはとてもできなかったし、してもスルーされるだけだろうからしようとも思わなかったのに、海藤だったら他た愛わいのないことでメールしてもきっと不機嫌になったりはしないような気がしてつい気安く送ってしまった。

　もう一度お詫びのメールを送るのもしつこいよな、と動揺しながらトイレから出ようとすると、メールの着信音が鳴った。

　相手は海藤で、

『大丈夫？　エセヤクザって、なんか脅されたりとかしたの？』

　夜になってから手が空あいている時にでも返事をくれるかも、と思っていたのに素早い返信に汐夜は驚く。

　文面からは迷惑がっている様子ではないように思えて、汐夜はほっとしてもう一度文章を打ち込む。

『すみません、お仕事中に。『シメてやる』とか『刺すぞ』みたいなこと言われたんですけど、単なる口先だけの脅しだと思うので、大丈夫です。時々あるんです。甘ったれたメールしてすみません』

　余計な心配をさせちゃって悪いことしちゃった、と反省しながら返信すると、

『メールは全然構わないけど、ほんとに平気？　ただの脅しじゃなかったら危ないから、ちゃんと上にも報告して対策講じるんだよ。本物のヤクザだったらクレームの示じ談だん金きんくらいで警察に介かい入にゅうされるようなお礼参りとかしないと思うけど、今は一般人のほうが変な逆さか恨うらみして無茶する奴もいるから。なんかあったらいつでも連絡くれていいからね』

（……海藤さん、そんなに心配してくれなくても……いや、すごくありがたいけど……）

　思った以上に心配されてしまい、汐夜はそっと携帯の文字に指を這はわせる。相手の人柄の通りのぬくもりを指先に感じて汐夜は知らずに笑みを浮かべ、

『わかりました。ありがとうございます。心強いです。余よ計けいな心配させてすみませんでした。仕事に戻ります』

　携帯をしまいながら、

（……きっと、クライアントさんとかにも同じように心配したり励はげましたりしてるだろうし、海藤さんには普通のことなんだろうけど、でも、変なメールしちゃったのにこんなふうに親身になってもらえると、やっぱり嬉しいな……）

　と汐夜は穏やかな気分で持ち場に戻る。

　その日の帰り、会社を出て駅に向かって歩き出したとき、前方から走って近づいてくる足音に気づいて視線を上げると、海藤がいた。

「……海藤さん？」

　驚いて目を瞠みはる汐夜に海藤は息を切らしながら笑いかけた。

「よかった、間に合って。送るよ」

「え？」

「あのあとはもうエセヤクザから電話なかった？　顔見られてるわけじゃないし、名札つけてるわけでもないから大丈夫とは思ったんだけど、待田くんが変な奴に後つけられたりして刃物振り回されてるところとかいろいろ想像しちゃって、なんか心配になって来ちゃった。すれ違いにならなくてよかった」

　なにかこのへんに用でもあるのかと思ったら、まさか自分を送るために来てくれたのかと汐夜はさらに目を見開いて、

「あ…わざわざ…？　す、すみません、俺がさっき脅されたとか変なメールしちゃったから……」

　焦あせって詫びる汐夜に海藤は「ううん」と首を振る。

　ごめんね、なんかむしろ俺のがストーカーみたいかな、と照れたような笑みを浮かべる海藤に汐夜は胸がじんわりあたたかくなるのを感じる。

「……いえ、わざわざありがとうございます。…でも、ほんとに余計な心配かけちゃってすみません。俺海藤さんのクライアントでもないのに、申し訳ありませんでした」

　汐夜が頭を下げてから目を上げると、海藤は一瞬笑みを消してなにか言いたげな顔をした。

　すぐに海藤はもう一度笑みを浮かべ、

「うん、クライアントじゃないけど、…友達なんだから、心配したって変じゃないよね？　ねえ、しばらく行き帰りは人通りの多いところを選んで、できれば津つ野のくんとかに頼んで一緒に帰ったりとか気をつけたほうがいいと思う。オーバーかもしれないけど…。常識の通じない変な奴もいるし、もしもってことがあるから」

　わかりました、気をつけます、と汐夜は素直に頷く。

　いままでも「ぶっ殺されてえのか」などと恫どう喝かつされてヒヤリとする思いをしたことは何度もあるものの、実際なにかあったことはないから油断していたが、一応気をつけるに越したことはないし、こんなふうに心配してもらえてありがたいと思った。

　駅まで並んで歩きながら、汐夜は隣を見上げて言った。

「…あの、海藤さん、ほんとにすみませんでした。つい甘ったれて、なんか無む性しょうに海藤さんにメールしたくなっちゃって……」

「謝らなくていいよ、ついメールしたくなったときの相手に思い出してくれてありがとうって感じだし」

「……」

　これは職業柄か、三つ子の魂たましい百までも的に外国育ちだから口が上う手まいのか、性格が優しいからか、全部かもしれないけど、普段言葉にトゲのある人とばかり接しているから、余計に身に沁しみてこんなに嬉しく感じちゃうのかな…と汐夜は思う。

「……お客様相談室に電話してくる人たちが、みんな海藤さんみたいだったら、すごくいいのにな……」

　思わずありえない仮定を呟きながら汐夜が微笑むと、海藤がおどけたように言った。

「『今日はオリオン製品の絶賛デーなので、苦情じゃなくてお気に入りの製品をベタ誉ぼめしますね。俺はクリアホワイトのラベンダーミント味が大好きで食後のハミガキのたびに癒されてます』とか？」

　汐夜は笑って「それ嬉しいかも、そんな電話ばっかりだったらめちゃめちゃ仕事行くのが楽しくなります」と思わず声が弾はずむ。

「そうだ、あのシリーズ、今度ローズミントとカモミールミントが新発売になるんです。小さい試し供きょう品ひんがあるので今度うちに来てもらったとき差し上げますから、是ぜ非ひ使ってみてください」

「ありがと。営業もうまいね」

　と海藤が笑う。

　大通りの歩道を歩きながら、海藤は声のトーンを真面目なものに変えた。

「あのさ、ＣＳ推すい進しん部って営業とか開発とか企画とかパーッと目立つ花形部署じゃない印象持たれがちかもしれないけど、表舞台じゃないだけで、顧こ客きゃくの企業イメージを左右する不ふ可か欠けつで大事な仕事だと思う。いろんな人がいて大変だろうけど、誇ほこりを持って頑張って」

　頑張ってなんて俺が言わなくたってもうすでに充分頑張ってるって知ってるけど、と付け足され、汐夜はまた胸がほっこりあたたまるのを感じる。

　この人はなんでいつもいつもこんなに言ってもらえたら元気が出るようなことをさらっと言ってくれるんだろう…と汐夜が胸のぬくもりを大事に嚙かみ締しめているうちに駅に着き、海藤が時計を見ながら言った。

「ごめん、ほんとは家まで送りたいんだけど、もう一回職場に戻らないといけないんだ」

　汐夜はハッとして、

「すみません、これだけのためにわざわざ仕事抜けてきてくださったんですか？　申し訳ありませんでした、ほんとに俺が余計なメールしたせいで…。あの、全然ひとりで帰れますから、急いで戻ってください。ほんとにありがとうございました、すみませんでした」

　平謝りする汐夜に海藤は手を振る。

「いや、そんな急ぎじゃないし、カウンセリング中のクライアントさんを待たせて中ちゅう座ざしてきたわけじゃないからね？」

　さすがにそこまでして来てくれたとは思っていないが、悪いことをしてしまった…と恐縮しきりの汐夜に海藤は言った。

「俺が勝手に心配して余計なことしただけだから。ひとまず今日のところは怪しいエセヤクザは見かけなかったし、俺の取り越し苦労だったかもしれないけど、気をつけて帰って。……じゃあまた今度」

　反対側のホームに渡った海藤が、目が合うと手を振ってくれた。先にやってきた電車に吸い込まれて海藤の姿が視界から消えた瞬間、汐夜の胸に急にじわっと淋しさが押し寄せる。







[image: ]







　……なんで淋しいなんて思うんだろ。またすぐ会えるのに。メールだってできるし。海藤さんはちゃんと返事だってくれるし。

　海藤さんがすごく親切で優しいから、調子に乗ってるのかな、俺……。きっとクライアントさんとか誰にでも親切なんだろうし、俺が特別に優しくしてもらってるわけじゃないんだから、浮かれたりするほうがおかしいってわかってるけど……。

　でも、まだもうちょっとだけ一緒にいたかった。あとすこしだけ海藤さんと話をして、ぬくもりのある声を聴いたり、優しい笑い顔を見ていたかった。

　なんでこんな甘ったれたことばっかり考えちゃうんだろう、と理由を探してみたら、どうしてもひとつしか答えが出せずに汐夜は狼狽うろたえる。

　……俺、もしかして、海藤さんのことを、好きになっちゃったのかもしれない……。

　そう考えて、汐夜は唇を嚙んで視線を線路に落とした。

　……はっきり確かめたわけじゃないけど、海藤さんは普通にストレートだし…、もしも同類なら、きっと海藤さんの性格的に俺がカムアウトした時点とか、いままでのつきあいの中で打ち明けてくれるような気がするし、そんな都合のいい可能性あるわけない。それにさっきも言ってたけど、海藤さんは俺のことを純粋に『友達』と思ってくれてるんだし、こんな気持ちを知られたら、いくら偏へん見けんのない寛大な人でも内心では引くかもしれない。

　優しい人だから、露ろ骨こつに嫌悪感を示したりはしないでくれるだろうけど、関係がぎこちなくなったり、壊れてしまうのは嫌だった。

　汐夜は吐息を零し、いま気づいたばかりの恋心を相手に決して知られないように秘めなくては、と心に決める。

　こんな気持ちが叶うわけないし、いままでどおり『友達』として無ぶ難なんに振る舞って、長く友人づきあいしてもらえるなら、それだけで充分、と汐夜は思う。

　元々偶然小さな関わりを持っただけに過ぎなくて、それで終わりになるはずが、こんなふうに親しくなれただけですごくラッキーなことなんだから…と汐夜は冷たい風を伴ともなって通り過ぎる急行電車を目で追いながらそう自分に言い聞かせた。
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「本日のお題は『好きな肌触りのグッズ品評会』です。ではおのおのがた、持参の品をテーブルの上にお出しください」

　時代がかった口調で言った海藤に、朝陽が「なんなんすか、その言い方」とぷっと噴く。

　海藤がにこやかに、

「いま俺の中で『忠ちゅう臣しん蔵ぐら』とか時代劇ブームが到とう来らいしてて、昔の映画とか結構ハマって見てるんだ」

「へえー、なんかうちの親父チックな趣味だなぁ」

「いや、それが意外に最近若い女の子でも、お母さん世代が若い頃夢中になってた栗くり塚づか旭あさひとか市いち川かわ雷らい蔵ぞうとか昔の時代劇スターにハマる子が増えてるらしいよ、ナウなヤングの間では」

「ほんとにー？　つうか、『ナウなヤング』って死語すぎて逆に超新鮮」

　ツボに入ったらしくゲラゲラ笑う朝陽に「まさか『ナウなヤング』がそこまでウケるとは思わなかった。ヒデキ感激…っていうのも知ってる？」と死語的ギャグを連発しながら海藤も笑う。

　和気藹あい々あいのふたりの向かいで、汐夜は（普通に普通に平常心で）と自分に言い聞かせるのに精一杯で笑うどころではない。

　あの日以降海藤からメールがくるたびに汐夜はドキドキと舞い上がる気持ちを堪こらえながら平静を装よそおって返信していたが、今日は恋心を自覚してから初めての会合で、面と向かうと言葉や態度に気持ちが滲にじみ出でてしまいそうで落ち着かなかった。

　朝陽もいるし、ふたりきりじゃないからきっと大丈夫、と思いながらも、汐夜は挙きょ動どう不ふ審しんにならないようにさりげなく海藤を視界からずらして朝陽のほうばかり見てしまう。

　朝陽は自分のリュックを引き寄せて、

「今日のお題グッズなんですけど、好きな肌触りっていうか、感触が好きなものを持ってきました」

　とムゲンシリーズのプチプチやエダマメや板チョコ型や缶ビールのプルトップ型のおもちゃを取り出す。

「へえ、こんなにいろいろ出てるなんて知らなかった。ムゲンプチプチは知ってたけど」

　と汐夜が言うと「ほかにもムゲンペリペリとかもあるんだよ」と朝陽に板チョコを手渡され、汐夜はパキッと折ってみる。

「わ、いい感じ。ちょっと本物っぽいかも。面白いね、これ」

　三人で全種類手に取ってみて、それぞれ気に入ったものでしばらく手すさびしていると、海藤がエダマメを弄いじりながら苦笑した。

「…んー、結構癒されるけど、我に返ると男三人で額ひたいつき合わせてプチプチやってる図ってどうよって感じだね」

「あはは、ほんとにショボい＆キモい構図ですね、一人でやるのも物哀しいけど」

　と朝陽も笑う。

　俺のもまたショボい構図になりそうなんだけど、と言いながら海藤がピンクのゴム製の手の平サイズの丸いブタを取り出す。

「職場のビンゴ大会でもらったんだけど、これ中に水が入ってて、どんなにぶにゅって変形させても元に戻るし、壁とかにぶつけてもビタッて割れずにくっつく根性のあるブタなんだ」

　このぶにゅぶにゅした手触りが結構よくない？　と笑いかけられ、汐夜はドキドキしながら受け取る。

「…あ、柔らかい…。気持ちいいかも、これ」

　愛あい嬌きょうのあるゴムのブタをもみもみ揉もんでいると、朝陽が「俺にも触らせて」と手を伸ばしてくる。

「ほんとだ。なんかブサ可愛いから投げつけちゃうのは忍びない感じ」

「へえ、この中で一番怒ると物破は壊かいしそうなタイプに見えるけど、優しいこと言うね、津野くん」

　からかうように笑う海藤に朝陽は口を尖らせる。

「海藤さんはなんか俺を誤解してる。俺は前からめちゃくちゃ平和的で心優しい人間ですけど」

　なぁ？　と同意を求められて汐夜は苦笑して頷く。

　おまえの好きな肌触りのものは？　と朝陽に聞かれて、汐夜は「…なんか子供じみてて恥ずかしいんですけど…、別にライナスの毛布みたいにいつも触れてないと嫌だとか、これがないと眠れないとかいうわけじゃないですからね」と言い訳しながら畳たたんだ白いバスタオルをテーブルに置く。

「えっと、同僚の結婚式の引き出物のカタログに載ってて、ちょうどタオルが欲しかったから適当に選んだら、フランス製だかベルギー製だか忘れちゃったんですけど、すごいふわふわで、結構癒し系の肌触りなんです」

　どれどれ、と海藤が両手に取り、柔じゅう軟なん剤ざいのＣＭのように頰に当てる。

「おっ、これはほんとに感動的なふわふわ感だ。いい匂いだし」

　タオルに顔半分を埋うずめてすうはぁと匂いを嗅かぐ海藤に汐夜が（…俺のタオルをあんなに嗅いでる…）と薄赤くなってドギマギしていると、朝陽が、

「海藤さん、嗅ぎすぎでちょっとキモいよ」

　と苦笑しながらタオルを奪うばい取とる。

「うん、この香りはうちの『ソフラララ』の『心和なごむラグジュアリーアロマ』だな。うわ、ほんとにすごいふわふわ。これ身体で試したいって感じ。ねえ汐夜、今度泊まりに来たときに、風呂あがりにこれ使わせて？」

　うんいいよ、と頷くと、海藤が言った。

「……へえ、泊まったりもしてるんだ、ふたりは」

「あ、はい、たまにですけど。朝陽がうちで食べすぎて動けなくなったときとか…」

　海藤の声になにか含みがあったような気がして汐夜が内心首を傾かしげながら答えると、

「じゃあ今度は海藤さんも一緒に泊まりの癒し会やりましょうか」

　と朝陽がさくっと提案したので汐夜はぎょっと引ひき攣つる。

　バカ朝陽、いまでさえ挙動不審になりそうなのに、一泊なんてそんな長時間一緒にいたらボロが出ちゃうかもしれないじゃないか…！　と焦って汐夜はぶんぶん首を振る。

「い、いや、うち狭いし、客用布団一組しかないし、おまえはコンパクトだからいいけど、海藤さんには雑ざ魚こ寝ねなんて申し訳ないから泊まりはダメ。無理。却下」

　きっぱり言った汐夜に朝陽はつまらなそうに首を竦め、また話題を変えて海藤に言った。

「海藤さん、俺ね、もう一個お気に入りの肌触りのものがあるんですけど、汐夜のほっぺたちょっと触ってみて？　ほら、なんかすべっともち肌で気持ちいいから」

　え、と驚く汐夜の左側から朝陽の手が伸びてきて、海藤の手も右側から近づいてきたので（海藤さんに顔なんか撫でられたら絶対赤面しちゃって怪しまれる…！）と思った瞬間、海藤の手が朝陽の手首を摑つかんだ。

「津野くん、俺も割とすべすべだと思うんだけど、触ってくれない？」

　ほらどう？　と海藤は朝陽の手を摑んで自分の頰に触れさせる。朝陽はちょっと目を瞠みはってからすりすりと海藤の頰を撫なで、

「うーん、まあ海藤さんもいいけど、汐夜のほっぺたも…」

　とまた汐夜のほうに伸ばした朝陽の手を再度摑んで、海藤は言った。

「ねえ、俺おなかすいちゃった。今日は俺が食事当番だけど、津野くんも手伝ってくれない？」

　手を摑んだまま立ち上がる海藤につられて立ち上がりながら「いいですけど」と朝陽が答える。

　並んで台所に立つふたりを眺め、汐夜ははぁ、と小さく息を吐く。

　海藤に触れられるかも、とバカみたいに緊張してしまったが、触られずに済んでほっとする気持ちと、なんだかすこし残念なような微妙な気持ちもあった。

　……でも、俺の顔を触ってみてって言われたのに、なんで海藤さん、触りもしないで逆に朝陽に『自分の顔を触って』って言ったんだろ…別に深い意味なんかないかもしれないけど…もしかして、俺の顔なんか触りたくなかったのかな……。

　思わず暗い考えが浮かんで勝手に落ち込みそうになった時、並んで食事を作りながら死語ギャグを言い合ってぎゃはぎゃは笑うふたりの声が耳に入る。その仲良さそうな後ろ姿に、汐夜は羨せん望ぼうと疎そ外がい感かんと淋しさの混じったもやもやした気分になる。

　ただ海藤と仲がいいだけで朝陽にまでかすかに嫉妬のような感情を覚えてしまい、そんな自分を恥じて汐夜はふたりからそっと目を逸そらした。
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「ごめーん汐ゆう夜や、早く着きすぎちゃった」

　次の休日、第二回『爆笑デー』が開催予定で、食事当番に当たっていた朝あさ陽ひが買いだしの袋を提さげて早めの時間に汐夜の家を訪おとずれた。

　前回、普通に楽しそうに話す海かい藤どうと朝陽の姿に妙にしょんぼりした気持ちになってしまい、朝陽でこんな気持ちになるなら、本当に海藤さんが選んだ誰かとの２ショットを見せられたときにはどれだけ胸が痛むんだろう…と悲しいシミュレーションをしてしまった。

　でも、いつかは絶対そういう日がくるんだから、却かえって朝陽で擬ぎ似じ体験できてよかったかも…と思いながら汐夜は朝陽から買い物袋を受け取る。

「いらっしゃい、うちはいつ来られても大丈夫だから気にしないで。割といつも綺麗にしてるし」

「俺に対する挑戦か？　どうせ俺は急に来られたら困る部屋に住んでるけどさ、ホコリじゃ死なないんだからな」

「喘ぜん息そくと疥かい癬せんにはなるかもよ？」

　軽口を叩きあいながら、お湯を沸わかしてお茶の用意をする。

「ねえ汐夜、今日笑える作品なに用意した？　こないだの『爆笑デー』で海藤さんが持ってきた『オホホ本ほん舗ぽ』のインパクトに負けないものをと思って、俺は親父から綾あやの小こう路じきみまろのＤＶＤ借りてきたんだけど」

「……え。きみまろ？」

　思わずぴくっと反応してしまった汐夜に朝陽はあれ？　という顔をして、

「汐夜、きみまろキライだった？」

　あっけらかんとしている割に意外に機き微びに聡さとい朝陽に汐夜は急いで首を振る。

「ううん、キライじゃないよ、面白いよね」

　慌てて言った汐夜に朝陽は、

「…ほんとに？　なんかいま一瞬変な顔したよ」

　と顔を覗き込んでくる。

　汐夜はもう一度首を振って、

「ごめん、ほんとに平気だから。…えっと、実は亮りょうさんに振られたときにたまたまきみまろがかかってて、ちょっと思い出してドキッとしちゃっただけ。今日朝陽と海藤さんと一緒に見たら、きっといい印象に上書きされるから全然大丈夫」

　そう言うと、朝陽は、

「いいよ、そんなら今日はこれはやめとこ。もうちょっと経たってからでも別にきみまろは腐くさるもんじゃないし。また海藤さんがパンチのきいた奴持ってきてくれるだろうし、無理することないよ」

　さりげなく気き遣づかってくれる親友に汐夜は心和なごむものを感じる。

「ありがと。でも、ほんとに無理とかしてないから。今はもう、亮さんのことは全然引きずってないし、吹っ切れてるから。朝陽と、…海藤さんのおかげで」

　自然に言ったつもりだったが、朝陽がチラと視線を向けてきたので汐夜は（なんか変だったかな…）とひそかに動揺する。

「ふうん、ならいいけど。……じゃあもういつでも次の恋にスタンバイＯＫって感じ？」

　汐夜はまたドキッとして、内心の狼ろう狽ばいを隠してふるふると首を振る。

「……や、そんな、次の恋なんて、そう簡単に都合よく転がってくるわけないし……いまは朝陽とか海藤さんとか大事な友達がいてくれればいいし……」

　努つとめて平静を装よそおってそう言うと、朝陽は「大事な友達ねえ…」と呟いて、しばらく考えるように間を空あけてから言った。

「……あのさ、汐夜。ちょっと相談なんだけど、もし俺が、海藤さんのこと好きになっちゃったって言ったらどうする？」

「……え？」

　汐夜は一瞬なにを言われたのかわからず、口をぽかんと半開きにして朝陽を見返す。

　…朝陽が、海藤さんを好き、って言った……？

　そう脳内で繰り返した瞬間、前回仲良さそうだったふたりの姿がまざまざと蘇よみがえり、汐夜はドクンと自分のこめかみが大きく脈打つのを自覚した。

　朝陽だったら「なんてな」とにぱっと笑ってこの手の冗談を言っても不思議はなかったが、今自分をじっと見つめる親友の瞳はいつになく真剣だった。

「ど、どうって……えっと……それ、冗談……？」

「ううん、本気」

「……」

　汐夜は動揺のあまり口をはくはくさせて、しどろもどろになりながら、

「……え、だ、だって、でも、あの、海藤さんは、全然八や千ち草ぐさ薫かおるに似てないし…それに、えっと、朝陽は、ゲイじゃないのに……海藤さんだって……」

「うん、でも汐夜だって自覚したの大学の時だって言ってたじゃん。遅く気づく人だっているんだろ？　俺も最近自分がそうなのかもって気づいたんだ。たぶん恋愛的に好きなんだと思う、海藤さんのこと」

「……」

　じっと大きな目を向けてくる朝陽から汐夜は混乱して視線を逸らす。

　噓だと思いたかったが、朝陽は前から海藤のことを面白くて好きだとか口にも出していたことを思い出す。

　友人として懐なついてるのだとばかり思っていたのに、まさか同じ相手を好きになってしまったなんて…、こないだの擬似体験が擬似じゃなくてほんとになっちゃう可能性が…？　と呆然としながら汐夜は声を絞しぼり出だした。

「……そ、そうなんだ……」

「うん、たぶん」

　潔いさぎよく頷かれ、自分が性向を自覚したときと雲うん泥でいの差の迷いのなさに汐夜は内心驚きながらも、朝陽の白黒はっきりした性質ならじたばた足あ搔がいたりせずあっさり認められるのかも、と納得もいく。

　それに海藤さんも、俺より朝陽とのほうが会話が弾はずんでいるような気がするし、前回朝陽にだけ顔を触らせたりしていたし、以前セミナーのあとに食事をしたときにも、朝陽を「可愛くて憎めない」と言ってたし……。

　動揺する汐夜の心も知らぬげに朝陽は続けた。

「俺、海藤さんにダメ元で告白してみようかと思ってるんだけど、おまえ応援してくれる？」

「……え」

　乾いてしまった唇をなんとか舌で湿しめらせて口を開こうとしたが、言葉が出てこなかった。

　朝陽は大事な親友で、朝陽が本気で好きになった相手と幸せになってほしいと思う気持ちは噓じゃなかった。でも、その相手が海藤だと言われたら、どうしたらいいのかわからなくなる。

　……でも、自分は告白する勇気もなくて秘め通すつもりだったくせに、たとえ砕くだけてもいいから伝える勇気を持った朝陽にダメなんて言う権利は俺にはない、心から応援することはさすがにできないし、ふたりがもしうまくいってしまったら泣くほど悲しいけど、邪魔するようなことはできない、と千ち々ぢに乱れる気持ちを堪こらえて汐夜は言った。

「……えっと、あの、…うん、頑張って」

　隠そうとしても、どうしても声がかすかに震えてしまった。

　せめて表情は怪しまれないように作らないと、となんとか笑みを浮かべようと努力する汐夜の額ひたいを朝陽は前髪の上から人差し指でピシッと弾はじいた。

「コラ、違うだろ。なに言っちゃってんの。ここは俺なんか応援しちゃダメだろが。他人の感情ばっかし優先すんなってセミナーで習ったのに学習能力ないな、おまえ」

「……。え？」

　ガラッと表情を変えて、いつものやんちゃ顔で呆れたように叱しかってくる朝陽を汐夜は呆あっ気けにとられて凝ぎょう視しする。

「あ、朝陽…？　な、なにいまの……？」

　意味が摑つかめず、辛かろうじてそれだけやっとの思いで口にすると、朝陽はあっさり言った。

「だから、おまえ結構前から海藤さんに好意持ってるっぽいのに超鈍にぶくてすっかり友達と思い込んでるみたいだったから、俺的にやきもきしてたわけよ。三人で会うのも、いつ俺抜けたらいいのかな、とかタイミング計はかってたんだけどさ、さっき元彼のことはもう吹っ切れたって言うからやっと海藤さんへの気持ちを自覚したのかなと思ったのに、なんかすっとぼけてるから、ちょっと噓ついてハッパかけてみようと思ったの、ごめん」

「……な、…う、噓……？」

　うん、俺は八千草薫ひとすじだもん、としれっと頷く朝陽を言葉もなく見つめ、汐夜は驚きょう愕がくと安あん堵どと怒りがむくむくと胸の中で増ぞう殖しょくしてきてわなわな震える。

「お、おまえっ…！　やっていいことと悪いことがあるだろうっ…！　おまえが俺を騙だますなんて夢にも思わないし、すごいドシリアスな顔で言うし…俺、ほんとにほんとかと思って、めちゃくちゃビックリして、朝陽とおんなじ人好きになっちゃってどうしようとか、もう本気で泣きそうになっちゃったじゃないかよっ……！」

　興奮してわめいているうちに涙がぼろっと溢あふれてしまう。

　もう首を絞しめるかバッティングセンターの的まとにして千本ノックくらいしないとおさまらない、とぶるぶる震える汐夜に朝陽は言った。

「ごめんてば。謝ってるだろ。そんな泣くほど嫌だったんなら、親友にだって簡単に譲ゆずるなんて思っちゃダメじゃん。恋愛ではフェアプレーとか卑ひ怯きょうな手段とかそんなこと構ってらんねんだぞ？　俺のはただのクサい芝居だったから『なんてな』で済むけど、リアルで海藤さんのこと狙ねらってる人はほかにも絶対いると思うよ。だから汐夜もトロトロしてないで根性出せよって喝かつ入れたかったの。騙したんじゃなくて、俺の思いやりよ、これは」

「……」

　友達甲が斐いがあるのかないのか悩ましすぎることをしでかす朝陽を恨うらみがましい目つきで見み咎とがめていたとき、インターホンが鳴った。

　朝陽がパッと立ち上がって玄関口に行き、ドアを開けると海藤が「こんにちは」と笑顔で入ってくる。

　部屋にへたり込んだまま慌てて涙を拭ぬぐう汐夜を見て海藤は笑みを消し、朝陽になにかあったのかという表情を向けた。

　朝陽は海藤と入れ違うように靴を履はき、

「ちょっと俺がイジメて泣かせちゃったんです。海藤さん、なんで泣いちゃったのかよく聴いて、慰なぐさめてやって？」

　じゃあ俺は今日は不参加なんで、と海藤に言ってから、朝陽は汐夜に笑みを見せた。

「汐夜、もし人生があと四十八時間しかないって仮定したら、お茶目な親友を怒るより、もっとほかにやらなきゃいけない大事なことがいっぱいあるだろ？」

　頑張んな、俺も八千草薫にファンレターでも書くからさ、と朝陽はひらひらと手を振って出て行った。

　海藤は閉じられたドアから視線を戻して汐夜の向かいに座りながら言った。

「……ええと、どうしたの？　珍しくケンカしたわけじゃないよね？」

　汐夜は今の朝陽の不意打ちのせいで高ぶった気持ちがなかなかおさまらず、濡れた瞳で海藤を見上げてなんとか場を説明しようと唇を開いた。

「…いえ、ケンカしたんじゃなくて、あの、今朝陽に好きな人がいるって言われて、すごいビックリしちゃって……」

「えっ…」

　でも噓だったんですけど、と続けようとしたら、海藤が真顔でぽつっと言った。

「……そっか。やっぱり津野くんに好きな人がいたら、泣いちゃうほどビックリしちゃうんだ…」

「……え」

　どこか気落ちしたような声こわ音ねに驚いて汐夜が視線を上げると、

「……ええと、津野くんまだそんなに遠くまで行ってないだろうから、呼んでくるからちゃんと仲直りしたら？」

　立ち上がりかけた相手に汐夜は慌てて中腰になって引きとめる。

「いえ、だから、ケンカとかじゃなくて、ビックリしたのは、朝陽の好きな人が海藤さんだって言われたから……」

「え。それは真っ赤な大噓でしょう。そんな冗談信じちゃったの？」

　あっさり言われて汐夜はぐうの音ねも出ず、赤面して俯うつむく。

　……だって、俺は海藤さんのことが好きだから、ちょっと冷静に考えたらおかしいかもって思えたかもしれないけど、全然冷静になんかなれなくて、前回のこととかなんか辻つじ褄つまが合うような気がしちゃって、まんまと真に受けちゃったんです…と心の中で言い訳していると、海藤が言った。

「……聞いていいかな。津野くんが俺のこと好きだって言ったら、なにが一番ショックで涙が出ちゃったの？　親友が自分よりほかの誰かを好きだって言ったことが嫌だったとか、親友だと思ってた相手を実は好きだったって気づいたとか？　それとも……」

　海藤はそこで言葉を切り、こちらを見つめてきた。

　……どうしよう、本心を口にしても、いいのかな……。引かれるのが怖いから、ほんとは黙っているつもりだったけど、でも朝陽の言うとおり人生があと四十八時間しかなかったら…、もしそれ以上人生の時間が保証されてるとしても、ほかの勇気のある誰かが先に海藤さんに打ち明けて結ばれるかもしれないし…、言わないで後で海藤さんと誰かとの成じょう就じゅを聞かされて落ち込むより、今当たって玉ぎょく砕さいしたほうがまだマシかも、とぐるぐる考えた末に汐夜はようやく心を決めて唇を解いた。

「あの、海藤さん……俺、海藤さんのことが……」

　好きなんです、と緊張で吐息交じりの囁きになってしまう。

　本当にわかりあいたい相手を見極めたら、相手にちゃんと気持ちが伝わるように言葉を尽くせ、と教わったことを思い出して、汐夜は勇気を振ふり絞しぼりながら続けた。

「あの、こんなこと急に聞かされて驚かれたらすみません…。打ち明けて友人づきあいまでできなくなっちゃったらすごく残念なんですけど…でも俺、海藤さんといるといつもすごくほっこりできて、楽しくて、もっとずっと一緒にいたいって、思うんです……」

　どうしても目を合わせて告げる勇気は出ず、伏し目でなんとか言葉を紡つむいでいた汐夜の視界がふと暗くなった。

　目を上げたら、いつのまにかそばに来ていた相手にぎゅっと抱き寄せられて汐夜は息をのむ。

「……よかった。ありがとう。すごく嬉しい。ごめんね、誘導して君に言わせちゃって。俺最初からかなり露ろ骨こつにストーカーチックだったから、俺のが引かれてるかもってずっと心配してて、津野くんにも負けてるかもって全然自信持てなくて、ほんとごめん」

「……え」

　今相手が言った言葉と抱きしめられている状況に理解力がついていけずに汐夜はかちんと凝ぎょう固こする。

　固まる汐夜の身体を離し、海藤はにこっと笑いかけながら言った。

「俺も初対面から君のことが好きでした。どうやって『親切な友達』の立ち位置から進んだらいいか、自分のこととなると全然閃ひらめかなくて、もう長期遠大計画でいくしかないかなって覚悟してたんだ」

「……」

　いつも耳に心地いい言葉を選んで話してくれる相手だったが、さすがに今繰り出されている言葉はあまりにも自分にとって都合がよすぎてにわかに信じられず、つい今しがた朝陽に見事に騙されたことも思い出されて汐夜は眉を寄せる。

「……あの、海藤さん、それってもしかして実は『なんてな』っていうオチがあったりとかしませんか？」

「は？」

　ぽかんとする海藤に汐夜は疑いの眼まな差ざしを向けたまま言った。

「だって、そんなの…海藤さんはゲイだとかいままで全然言ってなかったし…それに俺、海藤さんには初対面で吐いてるとこ見られてるし、ほかの人に振られて鼻水垂たらして泣いたりしたし……」

　言いい募つのっているうちに、やっぱりおかしい、今日はさっきから驚かされてばっかりで神経がぼろぼろなのに、また嬉しがらされた挙あげ句くに突き落とされたら立ち直れない…と身構える汐夜に海藤は困り顔で首筋をかく。

「いや、だから、そういうオチはなくて、本気で最初から君に一ひと目め惚ぼれしちゃったんだけど。俺は基本いつも人には親切で紳士でありたいと思ってるけど、君には純粋な親切心だけじゃなくて、最初からほぼ九割好意に基もとづく親切だったんだけど」

「え……」

「人の脳って０・１秒で恋に落ちることができるらしいんだけど、俺もあの日、君がバッティングセンターの隣のブースで『うりゃあッ！』ってわめいてるのを見た瞬間、その説ほんとだって確信したんだ」

「う、噓……」

　激しく目を瞬しばたたく汐夜に「いやほんとに」と海藤は真顔で言った。

　あの日も、酔って俺のこと「天使さん」なんて言って髪に頰すり寄せられて、めちゃくちゃそのままお持ち帰りしたかったくらいだし、と続けられて、汐夜は目を見開いたまま徐じょ々じょに頰に血を上らせる。

　朝陽にそれは介かい抱ほうナンパじゃないかと指摘されて、絶対穿うがちすぎだと思っていたのに、まさか本当だったとは…と恥ずかしさと照れくささにいたたまれなくなる。

「君の失恋相手が男って聞いたとき、悪いけど超ラッキーって内心ガッツポーズだったし、相手が悪い奴っぽかったから、俺にしときなよってすごく口く説どきたかったんだけど、君は真面目そうな子で、『天使さん』なんて信頼してくれてるのに下心で助けたなんてわかったら引かれると思ったから、タイミング的に俺もゲイだとか言いだせなかったんだ。地道に外堀から埋うめていこうと思ったら君の中ですっかり『親切ないい人』の位置におさまっちゃうし、セミナーに来てくれてちょっとは脈ありかなと思ったら、やたらべたべた仲のいい『大好きだ』なんてさらっと聞かされちゃうライバル連れてくるし、あの日はちょっと動揺しちゃって、本来しゃべる予定の内容じゃなくて『君は元彼とはどうしてもわかりあえない相手だったからさっさと忘れるんだよ』みたいな私情入りまくりの講義になっちゃったんだ」

「……」

　……たしかに、すごく自分に言われているみたいな内容だという気がしたけど、まさかそんなこと全然匂わせてくれなかったし、海藤さんはいつも俺にも朝陽にも優しかったから、きっと皆に親切なタイプなのかと思って、そんなふうに思ってくれてたなんて、わからなかった……。

「で、でも、前回の癒し会で、海藤さんこそ、朝陽にやたらべたべたしてたじゃないですか…朝陽にだけ顔触らせたり……」

　どうしても焼きもちっぽい言い方になってしまい、赤くなる汐夜に海藤はちょっと目を瞠みはって笑いながら言った。

「あれは、単に津野くんが君に触るのを阻そ止ししたかっただけだよ。ふたりが仲良さそうなの見せつけられるたびにいつもこっそり妬やいてたし。あの日は君が津野くんは泊まらせてもいいけど俺は絶対ダメとか言うし、やっぱり俺は津野くんに負けてるとか思って、津野くんのことはただの親友のはずだけど、もしかして…とかすごく心配しちゃったし、もう俺ほんとに心理カウンセラーか？　って自分でも思うくらい君のことになると全然客観的に判断できなくて、余計なことばっかり考えちゃってたんだ」

「……」

　…そんな、俺が朝陽の大噓を見抜けずに信じちゃったのは素人しろうとだからしょうがないとしても、海藤さんは心理学のプロなのに、俺と朝陽のどこをどう見れば怪しいなんて誤解するんだろう…。そんな正しい判断もできないくらい、海藤さんも俺を好きでいてくれたって思ってもいいのかな……。

「……えっと、朝陽と俺はほんとにただの親友で、疑われるようなことはなんにもないし、…こないだ海藤さんを泊められないって言ったのは、そんなに一緒にいたら、好きだっていう気持ちが隠せないでバレちゃったら困ると思ったから……」

　赤い顔でなんとか誤解を解こうとすると、海藤がほっと笑った。

「そっか、ならよかった。俺もほんとに顔触ってほしかったのは君だからね？」

　海藤はそう言って汐夜の手を取ると、自分の頰に触れさせる。

　メールの文字に触れたときのぬくもりより確かなあたたかさを指先に感じて、汐夜の胸は熱くなる。

「……えっと、もしいま言ってくれた言葉が全部本当だとしたらものすごく嬉しいんですけど、でも『うりゃあ！』っていう俺に一目惚れしてくれたって言われると、あれはあんまり素すの俺じゃないからちょっと困るんですけど……」

　相手の頰に触れたまま、照れくさくてぼそぼそ言うと、海藤はプッと笑って、

「『うりゃあ！』って言ってても言ってなくても、どんな君も好きだよ。０・１秒で恋に落ちても一目惚れって中身を知ると醒さめることもあるけど、君のことは知るたびにどんどん気に入っちゃってしょうがなかった。鼻水垂らして泣いてる顔だって、見ないふりしてこっそりチラッと横目で覗いて可愛いって思っちゃってたくらいだし、実は」

「……」

　甘い言葉と解釈すべきかマニアな趣味だと首を傾かしげるべきかやや迷うところだったが、汐夜は自分の胸に湧わく快の感情を信じることにした。

「……でも、たぶん海藤さんの前で鼻水垂らして泣くことはもうないと思います。…だって俺、海藤さんといると、いつも気分よくなっちゃって、笑っちゃうし……」

　はにかみながらそう告げると、海藤が嬉しそうに笑って、そのまま顔を寄せてくる。

　チュッと軽くキスされたら、離れていく唇に「まだ離れないで」と言いたくなってしまった。

　相手の唇を目で追う自分のはしたなさに赤くなって慌てて目を伏せると、海藤にぎゅっと抱きしめられる。

「…どうしよう、今すごく葛かっ藤とう中ちゅうなんだけど、ここまで慎重すぎるほど慎重にきたんだから最後まで紳士を貫つらぬいて手順を踏むべきか、初対面からひそかにお持ち帰り希望だった相手と恋人になれた喜びに身を任せてもいいか、すごく迷ってて、本人に聞いていいかな？　紳士系と本能系ならどっちがタイプ？」

「……」

　俺に聞くの、と汐夜は羞しゅう恥ちと困惑で顔を火ほ照てらせる。

　元恋人との行為は相手の意向がすべてで、自分の意思など聞かれたことがなかったからどう答えていいものか戸惑う。

　常識的に考えたら、もうちょっと時間をかけて、と答えるべきなんじゃないかと思うが、本心では、きっと相手なら自分を傷つけるようなことはしないという確信があったから、本能系でも別に構わないと思ってしまう。

　もし海藤さんがあの日、天使みたいに慰なぐさめてくれただけじゃなくて、ほんとにお持ち帰りされちゃってたとしても、きっとそんなに嫌じゃなかったような気がするし……と汐夜は抱きしめる相手の匂いを感じながら思う。

　コクリと唾つばを飲み込み、汐夜は自分の答えを待っている相手に小さな声で伝えた。

「……えっと、その、もし、あと人生が四十八時間だったら後悔しないほう…でお願いします……」

　婉えん曲きょくに言おうが自分から誘っていることに変わりはないかも…と頰の赤みを増す汐夜に海藤はほっと笑って、

「よかった、じゃあ合意だね。…ごめん、実はまた誘導して言わせちゃった。君の口からＯＫって聞きたくて」

「……」

　さっきから相手のいいように望む言葉を言わされている…と恥ずかしかったが、唇に吐息が触れて深く口づけられたら、どっちが先に口に出して誘ったかなんてどうでもいいことに思えた。

「んっ……」

　優しく絡からんでくる舌に心臓が破裂しそうにドキドキした。

　思わずすがりつくように相手の背に手を回すと、唇を甘く食はんだまま床に横たえられる。

「ん、んっ……ふ……」

　唇を結び合わせながら舌を出し入れされて、キスだけでこんなに感じてしまっていいのか、と震えがくるほど気持ちよくなってしまう。

　うっとりと目を閉じてキスに応こたえていたら、身体を這はう手に服をはだけられた。

「あっ…」

　羞恥に身を竦めそうになるたびに、安心させるように優しいキスを与えられていつのまにか全部脱がされてしまう。

「……ああやっぱり性格が可愛い子は身体も可愛くて綺麗……」

「……」

　相手も服を脱ぎながら、本気っぽい口調で照れくさすぎる感想を口にされ、甘い睦むつ言ごとに免めん疫えきのない汐夜はかぁっと頰を羞恥に染める。相手こそ綺麗に筋肉の張った身体で、汐夜はどうしようもない照れくささに視線を逸そらしながら言った。

「…あの、海藤さん…えっと、こんなときまで誉ほめ上手じゃなくてもいいっていうか、あの、できれば、そういうのは控ひかえめにお願いしたいんですけど……」

「なんで？　噓なんかついてないのに。ここの色が好きとか、この形が綺麗とか言いたくても、言っちゃダメなの…？」

　あちこち確かめるように触れられ、汐夜は羞恥と快感にビクビク跳ねながら首を振る。

「ダ、ダメです、言っちゃ……恥ずかしいから……あっ……」

「…そんなことそんな声で言われると、もっと恥ずかしいことしたくなっちゃう」

「え……」

　不穏な言葉と同時に、形を誉められたものを濡れた舌で舐なめ上あげられて汐夜は悲鳴を上げる。

「やっ、海藤さんっ、やめ…あぁっ…！」

　大きく割られた脚の間に顔を伏せられ、温かい口内に躊躇ためらいもなく含まれ、汐夜は焦あせってもがく。

「や、や…ちょ…待っ…て、あっ、ぁんっ」

　恥ずかしすぎて逃げたい気持ちと、気持ちよすぎてこのまま愛撫に溺おぼれたい気持ちがせめぎあう。腿ももを抱え込まれ、舌を巻きつかせるように強く吸われたらすぐに硬く勃たち上あがり、先走りが滲にじんでしまう。

「んっんっ、や、ダメ、…あ、あっ」

　相手の唇が立てる水音がいたたまれなくて首を振って涙目で訴えても、海藤は淫いん猥わいな口こう戯ぎを止やめてくれるどころか、より深く飲み込んで舌の動きを激しくする。根元を手で扱しごきながら先端の穴にぐりりと舌先をねじこまれて、恥ずかしくてたまらないのに気持ちよさに喘あえぎ声をおさえることもできなくなる。

　優しくて明るくて陽性のイメージの相手からこんなにねっとり淫いん靡びな愛撫を施ほどこされるとは思ってもおらず、汐夜は半泣きになりながら性器を執しつ拗ように啜すすり上あげる海藤の髪に指を伸ばす。

「海藤さっ…も、…離して、で、出ちゃうからっ……！」

　必死の懇こん願がんもむなしく、袋の左右を擦こすり合あわせるように揉みながらじゅぷじゅぷと音を立てて頭を振り立てられ、汐夜は強すぎる快感に身を震わせて叫んだ。

「やっ、もうダメ…！　イく、出ちゃうっ、あ、あぁぁ…っ！」

　堪えきれずにあっけなく絶頂に追い上げられ、汐夜は相手の口の中に吐と精せいした。

「す、すみません…口に……」

　はぁはぁと解き放った快感に浸ひたりかけ、ハッと相手の口を汚してしまったことを肩で喘あえぎながら詫わびると、海藤は汐夜の吐き出した白はく濁だくを掌てのひらに出してそのまま窄すぼまりを濡らしてくる。

「…どうしよう、大事に大事に抱く予定だったのに、いちいち反応が可愛すぎて無理。余裕ないけど、ごめんね？」

「え…あっ…！」

　達したばかりの性器をまた喉のど深くまで銜くわえられ、後ろの穴に添わせた指で襞ひだを撫でるように弄いじられて汐夜は引ひき攣つった声を上げる。

「やっ、そんな…待っ、おねがい、ゆっくり…あっ指…っ…！」

　前を銜えたまま、つぷりと蕾つぼみに指を潜もぐり込こまされ、羞恥と快感にぞくりと肌が粟立つ。

「か、海藤さ…やっ、ダメ、…そ、そんな両方されたら、おかしくなっちゃう……！」

　長い指で奥を探られながら、また張りつめてしまった性器を吸い上げられる。思わず腰を引いて逃げかけると懲こらしめるように軽く歯を立てて嚙かまれ、相手の喉に突き込むように揺らすと誉めるように舐めしゃぶられた。

「…や、や、すごい、きもちい…ど、どうしよ…」

「…大丈夫だから、いっぱい感じて…？」

「あ、あ、でも…んんーッ…！」

　奥を解ほぐす指で気持ちいい部分をぐりぐり抉えぐられ、反そり返かえる性器を濡れた唇でじゅぽじゅぽ大胆に銜えられて、汐夜は快感に咽むせび泣く。

「か、海藤さっ…もうやっ…またイっちゃ…」

「…イキ顔綺麗だから何回も見たいけど、疲れちゃうと可哀相だからちょっと我慢して…？」

　根元をきゅっと握られ、先端にキスしてから今度は海藤の唇は胸の尖とがりに移動する。

「あっ、んやっ…はっ……」

　元恋人は前ぜん戯ぎに時間をかけるタイプではなかったので、こんなに欲しがる以上に過か剰じょうな快楽を与えられて、汐夜は信じられないくらい感じさせられてしまう。

　強引でがっついた遠慮のない愛撫なのに、心底可愛がりたがっているらしいことが伝わるから、なにをされてもすべてが快感に変換される。

「…ねえ乳首好き？　お尻と、前と、どこが一番感じるか教えて…？」

「…っ…」

　探究心が旺おう盛せいなのかただのエロオヤジなのか判断に迷うようなことを囁かれ、

（そんなこと言えない…ていうかわかんない、だって海藤さんに触られるとどこもかしこも気持ちいいから…）

　と汐夜は全身を真っ赤に染めて首を振ることしかできない。

　足の指まで舐められていない場所はないくらい濃のう厚こうに可愛がられて声も枯かれるほど喘がされ、とろとろに蕩とろかされた身体を裏返されて、腰を高く抱え上げられた。

　相手の濡れた性器で入口をぬるぬると擦こすられたら、期待感に奥がじゅんと疼うずいてそこが物欲しげにひくつくのが自分でもわかった。

「…ここに、俺の、入れるからね？　力抜いてて…？」

　こくんと頷いて、汐夜が息を吐き出すのと同時にぐっと大きなものを中に埋め込まれる。

「ひ…ぁ、すご…入っちゃ…あ、あ、あぁっ…！」

　ゆっくりと海藤が狭い道を拡ひろげながら深いところまで入ってくる。

　根元まで深々貫つらぬかれ、繫がった部分から奥まで海藤が辿たどった道が痺しびれるように熱くなる。

「…あったかい…気持ちいい…」

　圧迫感に息も絶え絶えだったが、素直な気持ちを口に出す海藤に汐夜は胸を震わせた。

　…いろいろ恥ずかしいこともいっぱい言われて照れくさいけど、こんなふうに言ってもらうのは、やっぱり嬉しいかも…。

　海藤はしばらく動かずにちゅっちゅっと震える汐夜の背中や首筋にキスを落とし、汐夜の身体の強こわ張ばりが解とけるのを待ってから腰を揺すりはじめた。

「あっ、あんっ、んぁっ、あっ…！」

　硬い大きな性器で擦こすられるたびにどうにかなりそうに気持ちよくて声が止められない。

　汐夜の声に煽あおられるように相手の動きが早くなり、気持ちよすぎて肉のぶつかる音を恥じらう余裕もなく自みずからも腰を振ってしまう。

「はぁっ、海藤さっ、すごっ…いい…っ…」

　激しく抜き差ししたと思うと、がっちり腰を抱えて中までいっぱいにしたまま搔かき回まわすように動かされ、汐夜は感じすぎて我慢できずにビクビクッと震えながら白濁を吐き出す。
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「あぁっ…！　は……」

　脱力する汐夜の片脚を持って海藤は繫がったまま仰あお向むかせた。ぐりっと中がよじれる強烈な快感に悲鳴を上げた汐夜の唇を貪むさぼるように塞ふさぐとまた律動をはじめる。

「んっうんっ…や、やっ……！」

　極めたばかりでまだ降りてこられないのに続けざまに過ぎた快楽を注そそぎ込こまれ、汐夜は身み悶もだえながら海藤の背中に爪つめを立てる。

「…でも、やじゃないよね、…だって中、きゅんきゅんしてるし…こっちもまた…ね？」

「ち、ちが…だって、あっ、触るからっ…！」

　いやらしい身体と思われたくなくて、濡れそぼった性器を弄る手を必死で止めようとすると、両脚を胸につくほど押し広げられ、ぐっとより奥まで突きたてられて汐夜は涙を滲ませながら仰のけ反ぞった。

「や、あぁ、んーっ…深…っ…！」

「…っ……そんな締めたら、すぐイっちゃうから……まだもうちょっと、中にいさせて…？」

「…あ…だ、だって、わざと締めてるわけじゃ…や、やぁっ……」

　ぬちゃぬちゃと卑ひ猥わいな音を立てて感じる場所ばかり抉るように擦られて、汐夜は泣きながらもうどうにでもして、という気分になる。

　いままで汐夜にとってこの行為は相手が果てるのを待つだけのもので、こんなふうに夢中で求められるのも、こんなに溶けそうに気持ちよく満たされるのも初めてだった。

「ん、ん、海藤さ…きもちいい……」

　さっき爪を立てて引っかいてしまった場所を詫びるようにそっと撫で、そのまま大きな背中にぎゅっとしがみついて首筋にキスすると、

「…ああもうだめだ、可愛い、ごめん、止まんない…」

　謝りながらがつがつ穿うがってくる相手の汗がぽたりと垂れるかすかな刺激さえも泣きたくなるくらい感じた。

　汐夜は口を開くと舌を嚙みそうなほど激しく揺すられながら必死に言葉を紡ぐ。

「あ、あ、海藤さん…海藤さんと、こうなれて、うれしい……海藤さんが、すごく、好き……」

　涙で濡れた瞳で見上げると、海藤が息を飲んで呻うめいた。身体の中で息づく熱がぶるりと震え、両脚を肩に担かつぎ上あげられてさらに奥まで密着を深められ、海藤が律動の速度を上げていく。

「…もう、まだ中にいたいのに、それだけでイっちゃいそうなこと、言わないで……」

　俺のがもっと好きだから、と張り合うみたいに荒い息でぐちゃぐちゃに搔かき乱みだされ、宙を蹴けりながら汐夜は限界を迎える。

「あっあっ、も、ダメ、イっちゃう、イっちゃ…、あ、ああぁっ……！」

「…っ！」

　相手の腹に擦られて張りつめたものを弾はじけさせた瞬間、身体の奥にもドクッと熱が広がる。

　塗り込めるように腰を動かされながら唇を塞ふさがれ、だんだん舌の絡まりが濃くなっていくキスに汐夜は三回目突入を危き惧ぐして内心怯おびえる。

　さすがにもうダメと思いながらも、もしお願いされたらきっと断れずに頷いてしまうだろうということもわかっていた。










「……ごめん、もしかしてキライになった……？」

　結局居間の床からベッドへ移動して、予感どおりお願いを断りきれなかったあと、海藤の腕に抱え込まれたまま窺うように訊かれる。

「……いえ、そんなことは…。すごいな、とは思いましたけど」

　心配げな顔にちょっと笑って、汐夜は掠かすれた声で答える。

　普段のイメージからもっと爽さわやかで淡白な行為をする人なのかと思っていたが、これはこれで愛情表現過多なだけだと思えたから、別に嫌ではなかった。

　海藤はほっとしたように笑って、ちゅっと汐夜の唇を啄ついばむ。

「…だって、すごく嬉しかったんだ。もうこのままいい友達で終わったりして…って、いや、もちろん終わらせる気はなかったけど、いつも三人だし突とっ破ぱ口こうがなかなかなくて…、最初に自分でいい友達的な位置からはじめちゃったのがマズかったかな、とかいろいろ思ってたから」

　ねえ、もし初対面で口説いてたら、どう反応してたと思う？　と聞かれて汐夜は「んー」とちょっと間を空あける。

　あの日、海藤が酔った自分を助けてくれて、失恋してへこんだところを優しい言葉で励はげましてくれたのは下心があったからだと言われても、きっと一目惚れなんかしてなくても助けてくれたに違いない、ともう人柄を知っているから、最初に抱いた好印象になんら変わりはなかった。

　あの時、「きっとこれからすごく波長の合う誰かに必ず出会えるから」と嬉しい予言をして叶えてくれた相手を見つめ返し、汐夜は言った。

「…もし、あの日に告白されてたら、きっと落ちてたような気がします……」

　正直に告げると、海藤は目を瞠みはってからがくりと肩を落としながらぼやいた。

「…噓、何ヵ月無駄にしたんだろ、俺…」

　汐夜はくすりと笑って、

「人生に無駄なことはなにもないって海藤さんが言ったんじゃないですか。…もし、あの日失恋してなかったら、海藤さんに会えてないし、朝陽と俺がストレス溜めてなかったら、海藤さんのセミナーに行こうとか思わなかったかもしれないし、そしたらただのメル友のままなかなか進展しなかったかもしれないし、変なクレーマーの電話がなかったら、海藤さんが駆けつけてくれなくて、俺はまたなかなか海藤さんのことを好きって気づかなかったかもしれないし、朝陽が大噓ついて俺を騙だまさなかったら、告白する勇気も出なかったし、だから嫌だなって思ったことも、きっと全部無駄じゃないですよね…？」

　そう言うと、海藤は優しい笑みを浮かべて汐夜の額ひたいに口づける。

「うん、ほんとにそうだね」

　でもやっぱりもったいなかったけど、と残念そうに付け足す海藤にまた笑いを誘われる。

　どうやってもわかりあえない人も大勢いる世界で、こんなふうに他た愛わいもない会話を交わすだけでほっこり元気な気分になれる相手と出会えたのは本当に奇跡なんだろうな、と汐夜は思う。

　ちょっと奇妙なきっかけではじまった大事なこの幸福が、どうか四十八時間だけで終わらずに、もっとずっと長く続きますように、と汐夜は恋人の顔を見ながら心の中で願った。
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　ここは台風の目の中だ。

　そして目に見えない頑がん強きょうで分ぶ厚あつい透明の壁で防護されていると想像しろ。

　俺の半径三十センチ圏外がどんだけ罵ば詈り雑ぞう言ごんの暴風域だろうと、外界の雑ざつ音おんは一いっ切さい俺の耳には届かない。

　さらに俺の目の前で制限時間内に何個嫌味が言えるかに挑戦しているとしか思えない、頭頂部の頭皮が透けて見える男は上司じゃなくて巨大な蚊かだ。

　不快な羽は音おとを撒まき散ちらすただの害虫だから、いちいち反応せずスルーしろ、と津つ野の朝あさ陽ひは自分に言い聞かせ、二人きりの会議室で京きょう野の課長の叱しっ責せきに耐える。

「……まったくどうしようもない能無ししかしないミスだよ、こんなのは。『すみません、以後気をつけます』じゃ済まないことだってあるんだ。神しん妙みょうそうに口先だけ謝れば許されると思ってるんだろうが、そんな手口は私にはきかんぞ。世の中顔と愛あい嬌きょうだけで渡っていけるほど甘いものじゃないんだ。まったく人事部は優秀な人材を揃そろえているはずなのに、なぜ君みたいのがいるのかわからんよ」

　と憎々しげに吐き捨てられ、

（……別に俺が希望したわけじゃなくて勝手に配属されたんですけど。あんたもその会議に出ただろうに寝てたのかよ。俺だってあんたみたいなクソ上司がいるってわかってたら死んでもオリオンに就職なんかしなかったよ。別に顔で世渡りしようなんて思ったことないし、人事部にほんとに優秀な人材が揃ってるなら、なんであんたがいるのかだってめちゃくちゃ謎じゃねえかよ）

　と思わず心の中で言い返しかけ、

（……待て待て、まともに反応するなってば。こいつは巨大な蚊で、怒る価値もないカス野郎なんだから右から左に聞き流せ）

　と朝陽は自みずからに言い聞かせる。

　一体なにが気に食わないのか理由も定かではないが、朝陽はオリオン人事部人材開発課長の京野から目の敵かたきにされている。

　三年目の朝陽は特に業務で大きなミスをしたこともなく、こまめに動くので同僚やほかの上司の受けはいいほうなのだが、京野にはまったく落ち度がなくても相手の腹の虫の居い所どころ次第で不当なパワハラを受けている。

　今日も新卒内定者合宿研修の報告書に一ヵ所他た愛わいもない変換ミスがあったというだけの些さ細さいな理由で、百億円の横おう領りょう証拠でも見つけたかのような勢いで攻撃されている。

（……こんなの、「ちょっとここ違うよ」「すみませんでした、すぐ直します」で済む話じゃねえかよ。取り返しのつかない大失敗でもしでかしたみたいにグチグチいちゃもんつけやがって、何回謝らせれば気が済むんだよ。俺の揚あげ足あし取ろうと常に狙ねらってるこいつの前で凡ぼんミスした俺も抜かったけど、こんなくだらないことに費ついやされる時間がマジでもったいねえ……）

　朝陽は内心のうんざり感を押し隠しながらそっと小さく吐息を零こぼす。

　もし京野が誰にでもまんべんなく毒を吐くタイプだったら（そういうクソ上司なんだ）とまだ諦あきらめもつくのだが、京野のターゲットは完璧に朝陽ひとりに絞しぼられており、他の者の前では普通に話のわかるいい上司ぶっているのが余よ計けいに腹立たしい。

　最初は関係の改善を図はかるべきかと歩み寄ろうとしてみたが、なにを言っても悪意に取られるだけなので、もうどんな職場にも合わない奴はいるし、会社には仕事をしに来ているのであって上司と仲良くするためじゃない、と割り切って淡たん々たんと業務に専せん心しんしようとしているのに、京野はまるで前世からの仇きゅう敵てきかという執しゅう念ねん深さで度たび々たび絡からんでくるのである。

「まったくこんな打ち間違いを平気でするとは、なんのために大学まで出たんだ。親おや御ごさんもクソの役にも立たない無駄な学費を払わされてご苦労なことだ。いっそもう一度幼稚園からやり直したらどうだ？　君の童顔とその身長なら充分幼稚園児で通るだろうからな、ハハハ」

「……。」

　鼻でせせら嗤わらわれ、思わず朝陽は右手の拳こぶしをぎゅっと握にぎる。

（……いや、待て待て。日本は法ほう治ち国家で暴行も殺人も犯罪だから。殺意を否ひ認にんする気は微み塵じんもないけど、今時ほんとに『幼稚園からやり直せ』なんてベタな嫌味言う奴のために臭くさい飯食いたくないし、実行は脳内でシミュレートするだけに留とどめとけよ、俺）

　と言い聞かせ、朝陽は頭頂部を申し訳程度に隠している京野のわずかな髪をむんずと摑つかんで力任せに引きちぎり、涙目になる相手の鼻の穴につっこんで「課長、長い鼻毛がはみ出してますけど」と冷たく言い放つ空想でせめてもの腹いせをしていると、コンコンとノックの音がした。

「失礼します、京野課長、第四営業部の市いち川かわ部長が至急お電話がほしいとのことですが」

　同じ課の同僚の五さ月女おとめがドアを開けて京野に軽く一礼しながら言った。

　五月女は既婚者だが人事部一の美人で、以前朝陽が印刷室で京野に心ない言葉を浴びせられているのを聞いて以来、京野が朝陽を呼び出すのを察知するとなにかと用を作って邪魔しに来てくれる女神のような人である。

（ありがとう、救世主……！）と朝陽が目で伝えると、五月女は事務的な表情を作ったままかすかに頷く。

　京野が「お。そうか。今行く」と完璧にしらばっくれた顔で会議室を出て行くのを横目で見やり、五月女は朝陽を振り返った。

「ごめん、遅くなって。大丈夫だった？」

「うん、ありがと。超助かった」

　朝陽が片手で拝おがむ仕草をすると、五月女は「ううん」と首を振り、

「ったく、あのハゲ、マジでいい加減にしてほしい。クソ忙しいのに暇見つけちゃあ津野くんを呼び出して、まともな説教なら正々堂々と皆の前でやれっつうのよ。理不尽な因いん縁ねんつけてる自覚があるからこんな人ひと気けのないとこ連れ込んで隠れていたぶるのよ。最低」

　フロアでやってくれればもっとすぐ止めに入れるのに、と自分のことのように忌いま々いましげに怒ってくれる同僚の存在に、朝陽の沈んだ気持ちがすこし浮上する。

「まあ、皆に能無しだのなんだの言われてるとこ見られるよりはマンツーマンのがまだマシかも。両方やだけど。でも五月女さんがしょっちゅうナイスタイミングで助けに来てくれるから、あやうくぶん殴りそうになる寸前でなんとか未遂で済んでるよ」

　ほんとありがと、ともう一度礼を言うと、

「ダメよ、あんなの殴ったら手が腐くさるしハゲがうつるわ。……でも、もしハゲに脱げとかしゃぶれとか突っ込ませろとか変なこと言われたら、絶対ぶん殴って逃げなさいよ？」

　声を潜ひそめてありえない忠告をされ、朝陽は「はぁ？」とぽっかり大口を開ける。

「言われるわけないじゃん、そんなこと。女子でもないし、超嫌われてるのに」

　俺はパワハラ・モラハラ・ボスハラ三ざん昧まいは受けてるけど、セクハラはされてません、と自慢にもならない主張をすると、五月女は真顔で心配そうに言った。

「だって津野くん凛り々り可か愛わいいじゃない。きっと自分にはない若さと美しさとほがらかさに嫉妬してイジメてるのよ。ほかにもっと仕事できないどんくさい部下だっているのに、超使える津野くんを執しつ拗ように狙うのって、きっと歪ゆがんだ愛情の裏返しだわ。充分セクハラに発展する可能性もあるわよ」

「……。」

　気色悪すぎる断言に朝陽は顔を顰しかめ、軽く五月女の背中を押して並んで廊下へ出る。

　いつまでもフロアに戻らないと、また京野に「遅い」と余計な攻撃材料を与えてしまいかねないので、朝陽は歩きながらほぼ身長が横並ぶスレンダーな五月女に言った。

「ないから、そんな可能性。あのねちっこさが愛なわけないし、愛でもお断りだし、ただ単に気に食わなくて憎まれてるだけだから、死ぬほど吐きそうな不気味な心配しないでくれる？」

　それに「凛々可愛い」ってなんだよ、ただ「凛々しい」だけにしてくれれば嬉しいのに、どうせ五月女さんがちょっと高めのヒール履はいたらすぐ見下ろされちゃうサイズだけどさ、と朝陽は心の中で軽くむくれる。

　五月女は自説を曲げず、

「ただ気に食わないだけとは思えない執念深さじゃない。津野くんにはなくてもあっちにはなんか愛憎渦うず巻まく逆さか恨うらみの理由があるのよ。昔勝手に恋してて先に女と結婚しちゃった初恋の男に似てるとか。気をつけてよ。絶対あんな美しくないハゲに犯やられちゃダメよ」

「……だから、」

　五月女のありえない妄想忠告に反論する前にフロアに着いてしまい、ふたりは私語を切り上げて席に戻る。

　京野に妨ぼう害がいされて滞とどこおった分の仕事をサービス残業で片付けてから会社を出ると、「朝陽」と背後から柔らかな声と同時にポンと肩を叩かれた。

「あ、汐ゆう夜や。お疲れ」

　全身からアルファ波やマイナスイオンやフィトンチッドのような癒いやし物質を出していそうな親友の待まち田だ汐夜にニコッと笑えみかけられ、朝陽の顔にも自然と笑みが浮かぶ。

「……ねえ朝陽、もしかして今日、またやられちゃった？　なんか後ろから見たら足取りがトボトボ疲れてるみたいだったけど」

（……わかる？）と目で問うと、汐夜は同情するように朝陽の頭を撫なでた。

「ご苦労様。よかったらこれからうち来る？　ご飯食べながらいっぱい愚ぐ痴ち聞いてあげるから、久々にふたりで『クヨクヨデー』しよっか。俺も今日深ふか見み教授のご高こう説せつを受けちゃったし」

　毒どく気けというものが欠片かけらも配合されていない優しい微笑で提案され、朝陽は大きく頷きかけて、ふと眉を寄せた。

「……あのさ汐夜、海かい藤どうさんが急に来たりしない？　もし海藤さんが来るんだったらやめとく」

　朝陽の返答に汐夜はきょとんとして、

「え、来ないと思うけど。平日だし、約束とかしてないし。……なんで？」

　朝陽は「だってさ」と首を竦すくめる。

「この頃海藤さん、三人揃うとすぐ『バカップルデー』始めるじゃん。別に俺がいなくても普段からふたりでバカップルごっこしてるのかもしれないけど、目の前でやられるとウザすぎてストレス倍増するから遠慮しとく」

　朝陽がきっぱり言うと、汐夜はぱっと頰に血をのぼらせて「し、してないよ、そんなこと…！」と声を上うわ擦ずらせて首を振る。

　その狼狽うろたえぶりに朝陽は疑惑の視線を向け、

「いいってば、別に隠さなくても。ふたりだけならどうぞご自由に『ゆーたんに膝ひざ枕まくらしてもらってわたるんの頭よしよしして欲しいよぅ。そんで耳かきしてもらって最後にふうって息かけて欲しいよぅ』とか延えん々えんやってればって思ってるし」

　としらけた声を出す。

　海藤は汐夜を恋人に得て以来喜びで若じゃっ干かんおかしくなっており、汐夜を溺でき愛あいするさまをわざと朝陽に見せつけて愉たのしんでいる節ふしがある。

　バカップルの正しい定義とは、他人の目の前で幸せいっぱいにラブをふりまく姿を傍ぼう若じゃく無ぶ人じんに見せつけてドン引きさせることである、というわけのわからない説を唱となえ、海藤は朝陽の前でベタないちゃつき行為を恥ずかしがる汐夜に強要し、朝陽をイラッとさせる『バカップルデー』なるものを開きたがり、すでに数回被害に遭あっている。

　汐夜が以前つきあっていた元彼は文才はあっても人としてダメンズだったので、今度こそ愛情過か多たな海藤に大事にしてもらって幸せになれよ、と本心から願っているが、別にそれをわざわざ見せつけてくれなくてもいい、と朝陽は思う。

　汐夜は赤い顔で口ごもり、

「いや、だからあれは、朝陽がいると海藤さん、ちょっとからかいたくなっちゃうみたいで、ただふざけてるだけだから。朝陽がいない時には『ゆーたん』とか呼ばれてないし、『わたるん』て呼んでとかも言われないし、ほんとに普段は全然バカップルみたいなことしてないから。普通に真面目な話とかしてるし」

　ほんとかよ、とつい表情に出てしまったらしく、汐夜は「ほんとだってば」と勢いこんで言う。

「こないだも朝陽のこと相談してみたんだよ？　なんか課長対策にいいアドバイスもらえないかって」

　へえ、俺のことなんか話題にしてくれてるんだ、と思いながら続きを目で促うながすと、

「えっと、朝陽みたいに一方的に相手に因縁つけられるのが常じょう態たいになっちゃってる場合、一回『プチギレ』してみるのも効果があるかもって言ってたよ」

「え。キレちゃっていいの？　一応上司だよ？」

　あまりにひどい暴言には机をひっくり返して暴れてやりたいと思うこともあるが、あんな奴でも上司は上司なので必死に我慢してるんだけど、と朝陽が怪け訝げんな顔をすると、

「うん、組織にいる以上普通は上司に逆らえないものだろうけど、朝陽の受けてるパワハラは、部下の成長を思ってのまともな叱しっ責せきとかじゃないし、黙っててもエスカレートするだけみたいだから、朝陽が鬱うつとかになっちゃう前に目に余る人じん身しん攻こう撃げきには反撃してもいいかなって。けど、そんなクビ覚悟の一世一代のマジギレじゃなくて、ちょっとだけキレるのがポイントなんだって。敵が仕事以外の人間性を否定するようなことを言い出したら、話の途中でも机や壁をダン！　って叩いたり、持ってる書類とかをバサッと机に叩きつけたりして態度で怒りを演出してから、冷静な口調で『仕事に関するご指摘は承うけたまわりました。ですが、私はあなたに面めん罵ばされるために給料をもらっているわけではありません。仕事と無関係なことでこれ以上侮ぶ辱じょくするなら業務に戻らせていただきます』とか毅き然ぜんと言って、敵を置き去りにしてさっさと部屋出てっちゃうとかしてみるのもいいかもって」

　言ってることはこっちに分ぶがあるし、敵は反撃はされないものと油断して言いたい放題だから、クールに啖たん呵か切ってみたら、ちょっとは意い表ひょうをつかれて態度が改善されるかもって言ってたよ、と続けられ、朝陽は「なるほど……」と呟く。

　今までは、クソ上司でもビジネスの場では相手の肩書きを無条件に立てなければならないと刷すり込こまれていて、逆らわずに堪こらえて難なんを避けるしかないと思いこんでいたが、プチギレるという選せん択たく肢しもあったとは盲点だった。

　朝陽は自動改札を通りながら汐夜を振り返り、

「なんか目からウロコなんだけど。もう俺が異動になるまでじっと我慢するしかないと思ってたけど、クールな啖呵で反撃ってのもアリなんだ」

　汐夜は定期入れをポケットにしまって頷く。

「あとほかにも、叱られてる最中にガラスの灰皿とかパイプ椅子とか武器になりそうなものを凝ぎょう視ししたりする演技をするだけで、いばる人ってほんとは小心者だから、『ヤバい、こいつは調子に乗ってイジメてると急にマジギレして暴力振るうタイプか？』とかなにしでかすかわかんない危険人物じゃないかと勝手に怯ひるんで、ちょっと自じ粛しゅくしてくれるかもって海藤さんが言ってた」

「へえ。なんか奴にはそういうのも効ききそう」

　京野が『仕事と関係ないことで侮辱するのはやめてください』という正当なプチギレを聞き入れてくれるような人間だったら最初からパワハラなんてしてないと思うが、今のまま侮辱されっぱなしでいるよりは海藤方式でいろいろ試してみようかな、という気になる。

「よし、うまくクールな啖呵とか演技とかできるかわかんないけど、今度やられたら頑がん張ばってプチギレしてみるよ。……なんかここ最近海藤さんのこと、ただの変な奴にしか思えなかったんだけど、まともなアドバイスもできるんだってちょっと見直した」

　朝陽がホームに並ぶ汐夜にからかうように告げると、汐夜はまた薄く顔を赤らめながら唇を尖とがらせた。

「……海藤さんは別に変な人じゃないよ。……たまにちょっと変な時もあるけど。……朝陽はね、そういう明るいツッコミならさらっと出てくるけど、毒舌の相手にグサッと刺さるようなキツい皮肉とか嫌味は咄とっ嗟さに切り返せないタイプだよね」

「……たしかに」

　朝陽のそういう腹黒くないとこ、俺は好きだけど、朝陽がクールに啖呵を切るにはちょっと鍛たん錬れんが必要かもね、と汐夜がからかわれた仕返しをするようにややツンとした口調で言った時、電車がホームに入ってきて、ふたりは帰宅ラッシュの電車に乗り込んだ。

　その日はもう京野や深見のイジメ話を蒸し返して暗い気分になりたくなかったので、クヨクヨデーは取りやめて、汐夜の手料理を食べながら海藤の新作ポエムをひやかしたりして楽しい話だけをして別れた。

　帰り道、（クールな啖呵を切る鍛錬か……）と思いつつ歩いているうち、ふと以前汐夜と参加したセミナーで似たようなタイトルの講座があったことを思い出す。

　携帯を取り出して検索すると、『口こう撃げき的てきな相手の息の根を止めるトドメの啖呵の切り方』という見覚えのある講座名を見つけ、

（……別に息の根まで止めなくてもいいんだけど。もうちょいソフトな啖呵でいいんだけど、前に聞いた講座も割と役に立ったし、これも聞いとけばちょっとは参考になるかもしれないし、また海藤さんの営業成績に貢こう献けんしてやろっかな）

　と朝陽はその講座の日時を確かめて参加を決め、汐夜も誘おうか一瞬考えて、啖呵講座で隣で講師にうっとりされるのも鬱うっ陶とうしいと思い直す。

　そしてそれからしばらく経たった日曜日、パワハラ上司に対抗するために一人で参加した啖呵講座で、ある出会いが朝陽を待っていた。
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「もう、なんでいつも俺に内緒でこっそり申し込んでるのかな。ビックリするじゃないか」

　講座の開始時間の少し前に室内に入ってきた海かい藤どうが朝あさ陽ひに気づき、手招きするので席を立つと、隅に連れて行かれて身を屈かがめて小声で笑いながら耳打ちされた。

　朝陽は悪戯いたずらが見つかった子供みたいな笑みを浮かべ、

「よろしく講師先生。今度クソ上司に海藤さんのアドバイスに従したがってプチギレてみようと思ってて、啖たん呵か講座も参考になるかと思って来ちゃいました」

「なんだ、前もって言ってくれれば受講料なしで入れるように手配したのに」

「そんなのいいって、ちゃんと自腹で海藤さんの講座の集客率アップに貢こう献けんしてあげます。講座の人気具合とかも人事考こう課かのボーナス査さ定ていに反映されますよね？」

　他社とはいえ人事部員なのでそう言うと、「そんなことまでご配慮ありがとう」と海藤は苦笑して、「…ええと、汐ゆう夜やは？」と背後に目をやる。

「ごめん海藤さん。今日は俺一人なんです。汐夜には別に啖呵の切り方は必要ないと思って誘わなかったんです」

　そうなんだ、いや全然いいよ、津つ野のくんだけでも今日の講座で少しはストレス緩かん和わできるといいね、とにこやかに言って、海藤は朝陽を席のほうに戻した。

　会場は前と同じビル内にあったが、前回のホールではなく、今回は定員四十名のワークショップということで大きな会議室のような部屋の前方に講義用の椅子が並べられ、後方は鏡かがみ張ばりの広いスペースになっていた。

　きっとみんな俺みたいに日々憎たらしい奴に虐しいたげられてる不ふ憫びんな人たちなんだろうな、と参加者たちに同志愛を抱いだいていると、海藤がハンドマイクの電源を入れ、

「それではそろそろお時間ですので始めたいと思います。本日は『口こう撃げき的てきな相手の息の根を止めるトドメの啖呵の切り方』講座にようこそお越しくださいました。講師の海藤亘わたると申します。楽しく実みのある講義になるよう頑がん張ばりますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　みんなと一緒に拍手をしながら、

（さすがに仕事中だと、汐夜がいかに可愛いか綴つづった変なポエムを弛ゆるみきった顔で朗ろう読どくしている時とは全然別人みたいだ）

　と朝陽はひそかに感心する。

「講座名がやや過激なので誤解を招くかもしれませんが、本講座は『ケツの穴から手ェ突っ込んで奥歯ガタガタ言わせたろか！』的な捨て台詞ゼリフを伝授するための講座ではありません。おそらく受講者の皆さんは啖呵を切りたいような状況でもどうやって切ったらいいのかわからない、性格的に攻撃的ではないタイプの方がほとんどではないでしょうか。敵をぎゃふんと言わせるには、相手にとって『そこは言われたくない』という痛い部分を速攻で突かなくてはならず、元々攻撃的ではない皆さんにはかなりハードルが高いと思われます。ですので、本講座は相手との関係にトドメを刺す激げき烈れつな啖呵ではなく、『相手が向けてくる悪意』の息の根を止めるためにどうすべきかを伝授する講座だとご理解いただきたいと思います。皆さんはこれまでクソ意地悪い相手から被害を蒙こうむった時、『人に対してこんなひどいことを言う人間はまともじゃない、自分はもっと精神的に大人だから、反撃して消しょう耗もうするより勝手に言わせとけ』というスタンスを取られていたと思います。そのままさっさと忘れられればそれがベストなんですが、実際に痛烈な言葉で踏みつけられたら、いくら『悪い犬に嚙かまれたと思って忘れよう』と思っても、現に嚙まれた傷がじくじく痛んでいるのにそうたやすく忘れられるものではないでしょう」

　そうそう、なんでもない顔してるけど、結構傷ついてるんだ俺、と朝陽は心の中で頷く。

「普通なら、トラウマになるような毒のある言葉は、たとえ心の内で思ったとしても口には出さないのが大人のルールです。ですが、巷ちまたには自分は異様に傷つきやすくて被害者意識が強いくせに、他人のことは容よう赦しゃなくこてんぱんに叩きのめすようなルール無用の輩やからが溢れています。金かね子こみすゞの『こだまでしょうか』の詩のように『遊ぼうっていうと遊ぼうという』なら平和ですが、『遊ぼう』と言っても『ばか』と返す人間もいて、いくらこちらが優しく誠実に接しても、相手にその優しさを受け入れる資質がなければ届かないのです。人は自分が傷ついている時他人を傷つけようとするものだと言いますが、いくら傷を抱いているからといって他者を攻撃していい理由にはなりませんし、相手に直接傷を負おわせた本人でもない我々が甘んじて傷つけられねばならない道理はありません。今度心無い人間に不当な喧けん嘩かを売られたら、買ってやろうじゃありませんか。ただしスマートに。暴力沙ざ汰たや左さ遷せんや解かい雇こや絶ぜつ縁えんや訴そ訟しょうに発展するような破は壊かい的な啖呵ではなく、相手に『もうこの人にこんなバカな挑発をするのはよそう』と思わせるクールな応戦ができるようになっていただきたいというのが本講座の趣しゅ旨しです」

　うん、奥歯ガタガタ言わせたろか系の啖呵も言ってみたいけど、もっとパワハラの阻そ止しに実用性のあるクールな啖呵が言えるようになりたい、と朝陽は心の中で相あい槌づちを打つ。

「誰であろうと皆さんを侮ぶ辱じょくする権利はありません。ですが皆さんは大人ルール丸無視で手ひどく踏ふみ躙にじられても『でも反撃したら気まずい空気になるし』とか『立場的に言い返したらマズいし』とか自分だけ大人ルールを厳げん守しゅしていませんか？　言い方さえ選べば喧嘩にならずに自己主張することは可能ですし、愚ぐ劣れつな相手に低姿勢に出たままでは軽かろんじられるだけです。皆さんが相手の言葉によって屈くつ辱じょくを感じ、卑ひ屈くつで憂ゆう鬱うつな気持ちにさせられた時に、これを放置することは相手のみならず自分までも自分を虐ぎゃく待たいしているのと同じです。皆さんを残ざん酷こくな言葉で貶おとしめる相手には、『私はおまえに蔑ないがしろにされる謂いわれはない』とはっきり教えてやらねばなりません。たとえ反撃した言葉のチョイスが間違っていて後悔することがあっても、言いたかったのに言わなかったことを悔くやむほうが後のち々のちまで尾を引くものです。ではここで、黙って堪こらえる癖くせが習ならい性せいになってしまっている皆さんに、まずは我慢せずに思いを口に出す演習をしていただきたいと思います」

　海藤はマイクを持ったまま参加者のほうへ歩いてきて、「では皆さん、お隣の方とペアになってください。あなたはこちらの方と。そちらはその隣の方と」と全員二人組みになるように指示していく。

　朝陽は右隣の人とペアになるよう指示され、（演習ってなにやらされるんだろ）と思いながら、ひとまず隣にいた人にぺこっと会え釈しゃくした。

　小さく会釈を返してくれた相手は朝陽とそう変わらないような若い男性で、座っていてもすらりと背が高そうな、柔にゅう和わな面おも立だちの美形で、

（……なんか、この人きっと職場とかで『王子』とか『貴き公こう子し』とか呼ばれてそう。すごく優しそうで喧嘩なんかしそうもないタイプに見えるけど、こんな穏おだやかそうな人でも誰かにむかついて啖呵切りたいとか思うんだ……）

　と朝陽は意外な気持ちで隣を窺うかがう。

「では皆さん、お手数ですが、ちょっと後ろのスペースに移動していただけますでしょうか。鏡の前の丸椅子にペアの方と向かい合ってお掛けください」

　海藤の指示に従い、参加者は後方の鏡張りの壁際をコの字を描くように二列に並べられた丸椅子にペアで座っていく。

「はい、ではまず鏡と対面する側にお掛けの方々はご起き立りつください」

　と言われ、朝陽を含め内側の列に座っていた参加者たちが立ち上がる。

「ではご起立の皆さんは、これから今までで一番許しがたい毒を吐かれた時のことを思い出して、あの時相手にこう言ってやりたかったとか、もしこう言えてたらこんなに悲しくて悔しい思いに苦しむことなかったのに、という押し殺してしまった心の叫びを、ペアの相手がその許しがたい相手だというつもりになって、言葉を選ばず思いっきりぶつけてみてください」

　海藤の言葉に参加者の中から「えー、なんの関わりもない人に向かってそんな」と戸惑いの声があがる。

　海藤は得たり、というように頷き、

「ええ、ですからなんの縁えんもゆかりもない、この場限りの他人だからこそ却かえって練習相手にもってこいなんです。後で交代で叫んでもらいますからおあいこですし、ぬいぐるみとかマネキンとか無機物相手の演習ではリアル感がなく気持ちの入り具合が違ってしまうんです。もし初対面の相手の顔を見ながらではやりにくければ、鏡に映った相手の後ろ姿に向かって叫んでくださってもいいです。とにかく一回胸に燻くすぶっている鬱うっ憤ぷんを抑おさえずに吐き出す体験をしてみましょう。言い終わった方から着席してください。もじもじしてるとどんどん皆言い終わって目立っちゃいますからね。聞き役の方は、自分に向かって発している言葉ではないので気楽に聞き流してください。では腹を括くくって始めましょう。ここでなにを言っても恨うらまれたり喧嘩になることはないし、誰も咎とがめたりしませんので」

　皆さんに今必要なのは我慢強さよりいざという時自分を規制してしまう大人ルールを破れる勇気です、さあどうぞ、と促うながされ、しばし困惑気味の空気が流れたが、どこからか「…じゃあ、僭せん越えつながら…」と先陣を切る声がした。

　取引先の嫌味な担当者への憤ふん懣まんを吐き出す参加者に、海藤が「いいですよ、その調子です」と励はげますと、ほかの参加者たちもおずおずとつられはじめ、次第にテンションが上がってきて、同僚や友人や家族や近所の人など、今まで言えずに溜ためていた怒りを大声でぶちまけだす。

　集団ヒステリーの様よう相そうを呈ていしはじめる教室の空気に当てられて、朝陽もペアの相手に、

「あの、じゃあすいませんけど、俺もちょっと失礼して」

　と前置きすると、目の前のエレガントな王子顔とは似ても似つかない憎にっくき課長の顔を思い浮かべ、息を吸い込み声を張り上げた。

「京きょう野のーッ！　てめえっ、本来なら社内のパワハラ・セクハラを撲ぼく滅めつする立場のくせしてなに自みずからハラスメントしてんだよ！　俺のこと嫌いなら嫌いで構わねえから無視すりゃいいじゃねえか！　ほっといてくれればお互い平和なのに、俺にばっか狙ねらい定めてしょうもないいちゃもんつけて絡からんできやがって、マジで歪ゆがんだ愛なんだったら男らしく素直に告こくれ！　速そっ攻こう却きゃっ下かしてやらあ！　幼稚園児並みの身長と童どう顔がんで悪わるうございましたね！　俺がチビであんたになんの迷惑かけました!?　てめえこそ赤ちゃん並みのボキャブラリーと髪しかねえじゃねえかよ、この陰いん険けんハゲ！」
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　口が裂けても本人に面と向かっては言えない禁句を心おきなく叫び、あまりの解放感と充実感に会かい心しんの笑みを浮かべてふと我に返ると、しんと静まり返った教室でペアの相手に軽く啞あ然ぜんとした顔で見上げられており、周囲の参加者たちからも失しっ笑しょうを含んだ視線を浴びていることに気づく。

「……あ」

　心ここ地ちよく喚わめいているうちにいつのまにかビリになっていたらしく、ひとりで立っていた朝陽はバッと口を押さえて赤面し、慌てて着席する。

　海藤が笑いを堪こらえながら、

「まさにブチギレのお手本のような素晴らしい啖呵でしたね。では今度は席を交替して、今聞き役になっていた方々にやっていただきましょう」

　向かいの王子がゆっくりした動きで立ち上がり、朝陽を見下ろしてちょっと困ったような表情を浮かべた。

　優しげで穏おん和わな風ふう貌ぼうどおり、啖呵を切ったりするのは苦手らしく、周囲で怒ど号ごうが聞こえ始めても王子は躊躇ためらい顔でなかなか口を開こうとはせず、朝陽は思わず、

（頑張れ、早くなんか言って座らないと俺みたいにソロで啖呵切る羽は目めになっちゃってかなり恥ずかしいよ？）

　と心の中で激げき励れいする。

　王子は両隣の人が言い終わって座ったのを見てやや焦あせりを覚えたようで、気合を入れるようにふっと息を吐き、視線を後方に移して鏡の中に誰かを見るように表情を翳かげらせて、静かに口を開いた。

「…何な故ぜ義に兄いさんにそんなに疎うとまれるのか理由がわからなくて、とてもやるせない気持ちです」

　そう言って口を噤つぐんでしまった王子に教室内を歩き回って助じょ言げんしていた海藤が、

「うん、いいですよ。でももうちょっと、ほんとは面と向かって言ってやりたいけど言えない、でも言えたらスッキリするはずの言葉が胸に残ってませんか？　ペアの彼ほどのテンションじゃなくてもいいので、せっかくですからもうちょっとガツンとぶっちゃけてみませんか？」

　と促す。

　朝陽も『うん、言っちゃいなよ、ここだけの話だし、俺もさっき思い切りぶっちゃけたら気分よかったよ？』という気持ちを込めて頷くと、王子は小さく笑みを浮かべ、もう一度視線を上げると鏡に対たい峙じするようにすっと目を細めた。

「……義兄さんは僕を常に見下したくて店を任せたんでしょうか。義兄さんと話すといつも自分が虫けら以下になったような気にさせられて、二度と顔を見ないで済むならどんなにかと思います。姉の夫で店のオーナーだから避さけるわけにもいかないけど、なんの恨うらみがあるのか聞きたいくらい僕にだけいつも辛しん辣らつで、もし叶うならあなたとは出会いたくも関わりたくもなかったです」

　王子は最後まで声を荒らげることはなかったが、朝陽は小さく息をついて向かいに座った相手を見つめ、思わずハグしたい衝動に駆られる。

（……なんか、細かい部分は違うけど、置かれてる境遇がかなり似てる気がする。たぶんこの人も基本的に誰かを率そっ先せんして嫌ったりするタイプじゃないのに、敵が不当に攻撃してくるから傷ついて腹立ててる感じだし、なんかめっちゃ気持ちわかるんだけど）

　と朝陽がひそかに相手への共感と親近感を募つのらせていると、海藤が言った。

「お疲れ様でした。自分の気持ちを抑えずにぶちまける爽そう快かい感かんを体感していただけたでしょうか。皆さんがそれだけ腹を立てていても、相手に黙っていたらこれっぽっちも通じません。皆さんが激怒で眠れぬ夜を過ごしていても、悔しいことに相手は屁への河かっ童ぱでカーカー寝ているでしょう。何事も心で思っているだけではわかってもらえないと肝きもに銘めいじてください。ですが、今は逆ぎゃく療りょう法ほうでわざと派手に爆発してもらいましたが、我慢のしすぎは危険だということもご理解いただけたかと思います。相手の毒によって生まれたネガティブな感情を無理矢理抑え込むと、その感情は消しょう滅めつするわけではなく行き場がないまま自分の内で増ぞう殖しょくしていつか本当に爆発しかねません。ＭＡＸまで溜めると今のようなマジギレ啖呵になりやすく、あれをそのまま本人に言ったら血を見る諍いさかいは避けられません。ですからもっと早い段階で手を打つ必要があるのです」

　ちなみに皆さんのマジギレ顔をこっそり撮影したので、消しょう音おんで映しますからモニターをご覧らんください、と海藤がコンソールでなにやら操そう作さをすると、鏡に映った参加者全員の咆ほう哮こう画像がひとり数秒ずつアップで流され、「げっ」「いつのまに」「やだ、すごい顔」などという呟きがあちこちで起こった。

「いかがですか？　自分の怒ってる時の顔を見る機会はそうないと思います。敵が皆さんに毒を吐く時も最悪に陰いん湿しつな表情だと思いますが、皆さんもキレると目は釣つり上あがって眉み間けんに皺しわが寄って唾つばを飛ばして、フォトジェニックとは言いい難がたい表情になってしまいますよね。敵本人にこの顔で応戦するならまだマシなんですが、怒りを我慢したままでいると、なにかの拍ひょう子しに全然別の人に溜め込んだ怒りをぶつけてしまいかねません。それではまさに敵と同じ行為になってしまいます。別人に八つ当たりする前に、マイナス感情が芽め生ばえたらその時点で解消することを心がけてください。お奨すすめなのは、『そんな言葉は聞きたくないから、もうこの話はしたくない』と自分から不愉快な会話を断たち切きることです。敵は会話の主導権を握って不ふ毛もうな議論をふっかけ、相手の意見は悉ことごとく否定してパワーゲームに勝とうとしますから、一いっ本ぽん背ぜ負おいのような啖呵を見舞ってやろうと必死に知恵を絞しぼるより、『もうこの話につきあう気はない』と表明するほうが労ろうなくして立場を逆転させられます。喧嘩は相手がいなければ成立しないので、遮さえぎられた相手が『まだ話は済んでない！』と威い嚇かくしても怯ひるまずに『そんな大声を出さなくても聞こえます。冷静に話せるようになったら話しましょう』とあしらって、『あんたとは議論する価値もない』と態度で示してやりましょう。相手を一発で言い負かそうとするよりも、敵を黙ってのさばらせる気はないという心構えで悪意を跳ね返す努力をこつこつ重ねることが大切です」

　わかった、その心構えでやってみる、と朝陽は心の中で頷く。

「ただ、相手が顧こ客きゃくや人事権を持つ人間など直接反撃すべきではない場合は、社内やプライベートに励まし癒いやしあえる味方を作っておき、この人にわかってもらえればいいや、と考えるようにしましょう。また嫌味かどうか敵にわかりにくい嫌味、例えば『課長のご指導ご鞭べん撻たつのおかげで人並み以上に根性と忍耐力を鍛きたえていただき、課長なくして今の自分はありません』とかニッコリ笑って誉ほめ殺ごろすとか、角かどが立たない嫌味をチクリと返せるようにボキャブラリーとセンスを磨みがきましょう」

　と海藤が言うと、参加者から「スマートな切り返しの実じつ例れいをもっと教えてほしいんですけど」という声が上がる。

　海藤はちょっと苦笑して、

「『こう言われた時はこの啖呵』と丸暗記してもらえばいつでも使える定型を伝でん授じゅできればいいんですが、個々のケースで返す言葉が違うので、これは経験を積みながらご自分で編み出していただくしかないんです。日頃から小説や映画に出てくる胸のすくような小こ気き味みいい啖呵をストックしておくと、いざという時アレンジして使えると思います。ちなみに簡単な切り返しの例として、『何それ、バカじゃないの？』なんて言われたら、『…あなたが？』とひとこと言えると『バカじゃないよ』とか小声で言い返すより一撃の効果があると思います。もう少し常識の残っている相手に毒を吐かれたら『今のキツい』と言うだけでも（あ、言い過ぎて怒らせたかも）と悟さとらせることができます。『私は悲しい』とか『傷ついた』とか自分が今どう感じているかを伝える言葉は抑よく止し力りょくになるのですが、『そんなひどいこと言うなんてどういう神経？』とまともに反応して非難し責める言葉は火に油です。『そんな言葉で傷つけられるのは辛つらいからこの話はもう嫌』という方向に持っていくのがベターだと思います。もっと具体的にこんな状況ではどんな啖呵を言ったらいいかということをお知りになりたい場合は、セミナー終了後に聞きに来ていただければ簡単に個別にアドバイスしますので、ご希望の方はどうぞ」

　京野に『課長、今のキツいです』と言っても『そうだろう、そのつもりで言ってるからな』とでも言いそうだけど、もっといろいろ咄嗟に出てくるように地道に語ご彙いをストックすべきかも、と朝陽は今後映画やドラマを観みたら啖呵ノートをつけようと決意する。

「とにかく一番大事なのは、皆さんを不当に傷つける相手に心理的に屈くっしないことです。偉そうに断定的に罵ののしられると、相手が強大で自分が卑ひ小しょうなのかという錯さっ覚かくに陥おちいりますが、『人を貶おとしめる時点で一流には程遠い小物だ』と見切って、相手の立場や見せ掛けの強気な態度に気持ちで引かないことです。黙って耐えていたらいつか敵が性しょう根ねを入れ替えて『いろいろひどいことを言って悪かった』と謝ってくるなんてことはまずないですから、皆さんも『それは嫌。やめて』と早目にきちんと意思表示して身を守りましょう。大事にすべきなのは不快な相手の機嫌ではなく自分の心です。皆さんが臆おくせずに正当な自己表現をすることが、相手との関係を徐じょ々じょに変えていくことに繫つながるはずです」

　では最後にエール代わりに名めい言げんを、と海藤は言った。

「『エメラルドが美しいと言われないからといって、その美びを失うことがあろうか』

『閉まったドアを見ていると、自分のために開いている別のドアがあることに気づかないことが多い』

『過ぎてから不幸を悔くやむのは更に不幸を招まねく近道だ』

『勝った負けたと騒さわぐじゃないぜ』

　出典はマルクス・アウレリウス、ヘレン・ケラー、シェイクスピア、水すい前ぜん寺じ清きよ子こです。人間関係は勝ち負けではないですし、自分の人生を精一杯より良く生きようと邁まい進しんしている人は他人の動向を気にしてどっちが上だの下だの小さいことにこだわって貶めるようなくだらないことをする暇はないはずです。そんな小物がどんなひどい言葉で罵ば倒とうしようが皆さんの輝きまで損そこなうことはできません。わかってくれない相手のことで思い煩わずらうより、わかってくれる人に目を向けたほうがずっと心の健康を保たもてます。過去に何も言い返せずに悔しい思いをしたとしても、それはその時点で皆さんが取り得るベストの行動だったのだと考えてください。エメラルドの価値もわからない愚おろか者ものの暴ぼう言げんに胸を痛める必要はないので、これからは敢かん然ぜんと言うべき時は言い、ご自分の尊そん厳げんを守ってますます輝いてください。ご清せい聴ちょうありがとうございました」

　締しめの挨あい拶さつをする海藤に拍手をしながら、

（やっぱり毎回セミナーの直後は海藤さんがかっこよく見える……不思議だ……）

　と軽く失礼なことを考えつつ朝陽が海藤のそばへ挨拶しに行こうとすると、啖呵の個別指導を受けたい受講者たちが集まってきた。

　そんじゃあ俺は後日友人待遇で個人指導してもらおっかな、と朝陽は人だかりから離れ、こっちを見た海藤に口パクで（お疲れです、また汐夜んとこで）と伝え、手を振って教室を後にした。

　やっぱマフィア物とか観ればかっこいい啖呵切ってるかな、などと考えつつエレベーターホールに向かうと、途中にある休きゅう憩けいスペースの自販機の前にさっきペアを組んだ相手が立っているのが見えた。

　朝陽はそのまま行き過ぎようかどうしようか一瞬迷い、一応ひとこと言っとこう、と足を向けて「あの」と背後から声をかけた。

　振り向いた王子様顔を見上げて朝陽はぺこっと頭を下げ、

「さっきは失礼しました。なんか俺あなたの顔ガン見したまま思いっきり『ハゲ』とか叫んじゃって、鏡のほう見て叫べばよかったって後から気づいたんですけど…、もしお気に障さわったらすみませんでした」

　どの辺からソロで叫んでいたのか不明だが、確実に『陰険ハゲ』は丸聞こえだったし、あのとき王子相当ぽかんとしてたし、と朝陽が含がん羞しゅうの表情で詫わびると、相手はふわっと優しげな笑みを浮かべ、

「いえ、全然気に障ったりとかそんなことありませんので。そういう演習でしたし。…もし僕が本当にハゲてたらちょっと気にしたかもしれませんけど」

　すごい迫力だったから、とくすりと思い出し笑いとともに付け足され、朝陽はうっすら赤くなる。

　相手は基本的に静かなトーンで話すタイプらしく、からかい口調もソフトで、啖呵の演習の時こそ沈ちん鬱うつそうだったが、元来は今のようにほんわかとあたりの柔らかい、穏やかな人柄のようだった。

　ひとこと詫びるだけのつもりだったが、相手が思ったより話しやすい雰囲気だったので、朝陽はもうひとこと伝えたくなった。

「あの、さっきのあなたの啖呵を聞いてて、なんか他ひ人と事ごととは思えないっていうか、詳しい事情はよくわかりませんけど結構立場が似てる気がして、『めっちゃわかる、俺もそう言いたい、まさにその通り！』ってすごい共感しまくりながら聞いちゃいました」

　朝陽がそう言うと、王子は軽く目を瞠みはり、

「ほんとですか？　実は僕も、ちょっと共通してる部分があるような気がしてました」

　朝陽も目を瞠って「やっぱり？」と声を弾はずませる。

「ですよね？　簡単には逃げたり離れたりできない相手から、生理的に合わないんだかなんだかよくわかんないけど目の敵かたきにされてるってとことかめっちゃかぶりますよね？」

　王子が「かぶります」とこっくりと頷き、朝陽は畳たたみ掛かけるように、

「そんでそんなクソ野郎のことで悩むなんて時間の無駄ってちゃんとわかってるのに、ボロクソ言われると『なんでだよ、ムッカー！』とかして、軽く凹へこまされたりもして、あんな奴に凹まされる自分もちょっと情けなかったりして」

「そうですそうです、ああいう人もいるんだっていう人生修しゅ行ぎょうだと思ってるのに、キツいこと言われると結構引きずってエネルギー吸い取られる感じで」

「わかる！　そんでやっぱ悔しいから、一応上司だしほんとに反撃できるか自信ないけど、思わず啖呵講座なんか聞きに来ちゃったりして」

「一いち字じ一いっ句く右に同じです」

　色白の頰を薄く上じょう気きさせて深く同意してくれる王子に、

「噓すごい！　俺達まさに『一いっ心しん同どう体たい少女隊』じゃないですか！」

「…は？」

　思わず我を忘れて海藤とブーム中の死し語ごフレーズを口走り、興奮した勢いで王子の右手を握にぎりしめて上下にゆさゆさ揺さぶったところで朝陽はハッと我に返って慌てて手を離す。

　普段からあまり人見知りはしないたちだが、初対面の人にこんなスキンシップをすることはまずないのに、共通点の多い同志につい身体が勝手に動いてしまった。

　す、すいません、馴なれ馴れしく、しかも死語を……とへどもどする朝陽を王子はおかしそうに見下ろし、

「いえ、お気になさらず。……あの、演習でちょっと緊張したので喉のど渇かわいてて、なにか飲みたいんですけど、もしよかったら座って落ち着いて話せるところに移動しませんか？」

　お時間があればですけど、と付け足されて朝陽は一瞬目をぱちくりさせ、「あ、はい、是ぜ非ひ」と急いでこくこく頷いた。

　誘ってもらえて素直に嬉しかったし、もし相手が言い出してくれなかったら自分から引き止めていたかもしれないくらい、もっと話をしていたい気になっていた。

　どこかわくわく弾む気持ちでエレベーターを降りると、

「ちょっとこの近くに寄ってみたいお店があるんですけど、そこでもいいですか？」

　と王子に微笑ほほえまれ、朝陽は快こころよく了承しながら、

（……この人とつきあってる人って、いつもこんな綺麗な顔で優しく話しかけられたりして、めっちゃ気分いいだろうなぁ）

　とふと思う。

　たしかこのへんだったような、と探しながら歩く王子に並んでついていくと、繁はん華か街がいから一本奥に入った通りにある喫茶店に連れて行かれた。

　アメリの住むアパルトマンを模もしたようなカラフルで可か愛わいい内ない装そうの店内は、日曜の午後ということもあり、若い女性客やカップルで賑にぎわっていた。

　男同士の二人組みは朝陽たち以外には見当たらず、

（こういうラブリーなお店が王子の趣味なのか？　意外だけど、まあ人の趣味はそれぞれだし）

　とおしゃれなフレンチポップスの流れる店内を眺ながめながら席につくと、朝陽の珍しがるような表情に気づいた王子が「あ」と呟き、

「すみません、もしかして彼女と一緒とかじゃないとこういうところは恥ずかしいですか？　実は僕、カフェの店長をしていて、よくカフェめぐりをしてメニューとか味とかリサーチしてるんです。僕は女性向けの店も慣れてるのでそんな抵抗ないんですけど、もし落ち着かないようだったらスタバとかにしましょうか？」

　と店の人に聞かれないように小声で囁かれ、朝陽は急いで首を振る。

「いや、いいです大丈夫です、心おきなくリサーチしてください。…あ、じゃあ俺も飲み物だけじゃなくてカフェごはんもいろいろ頼んで協力しますよ？　シェアすれば何品もチェックできるでしょ？」

　いいんですか？　と遠慮がちな問いかけに、朝陽は機嫌よく、

「はい、美お味いしいもの食べるの大好きだし」

　とにこにこメニューブックを開く。

　男性二人客があまり露ろ骨こつにたくさんオーダーすると偵てい察さつだとバレるので、普通に一品ずつキッシュプレートとニース風サンドのコーヒー付きセットを頼み、先に運んでもらったコーヒーをひとくち飲んで朝陽は言った。

「カフェの店長さんだったんですね。……いいなぁ、シュッとしてるからタブリエとか超似合いそう。俺なんか『幼稚園児並み』とか言われるサイズだから絶対似合わないし。きっとチビの魚屋さんとか酒屋さんチックになっちゃう」

　ぼやきながら、（でも王子はタブリエだけじゃなくなんでも似合いそうだけど。今も普通のカジュアルな格かっ好こうなのに、なんとなく『お忍びで庶しょ民みんのコスプレして街に紛まぎれ込こんだ王子』っぽい雰囲気だし）と思っていると、

「こんな背の高い園児いるわけないのに、ふざけたことを言う上司ですね。気にすることないですよ。あなたは目元がきりっとして、なんかこう、少年剣士みたいな感じでかっこいいです」

　え…、と朝陽はカップから視線を上げる。

　相手は優しい笑みを浮かべていたが、眼まな差ざしや口調からは、接客のプロが適当に調子を合わせてお世せ辞じを言っているようには思えなかった。コンプレックスの身長や童顔具合を『少年剣士』とか、『こんな背の高い』なんて今まで使われたためしのないポジティブな表現でフォローしてくれた相手に、単純ながらじわりと好感度が上がってしまう。

「……いや、もう二十五なんで全然『少年』じゃないんですけど」

　なんとなく照てれ臭くささを覚えてもごもご言うと、

「二十五歳ですか。僕は二十七です」

「へえ、二十七歳で店長さんてすごくないですか？　若いのに」

「飲食業界はもっと若い店長さんも大勢いますから。それにゼロから全部自分で立ち上げたわけじゃなくて、元々あったお店を丸ごと引ひき継ついだだけなので全然すごくないんです。…義あ兄にからもよく『雇やとわれ店長ごときが』とか言われますし」

「え。…『ごとき』ってそんな」

　聞けば王子の姉の夫は都内に美容室や飲食店を十数軒所有する青年実業家で、三年前カフェを営いとなんでいた義兄の伯お母ばが体調を崩くずして引退することになり、買い取った義兄が次の店長を是ぜ非ひ君にお願いしたいと王子に頼んできたのだそうだ。伯母の店を遺のこしたいだけの半分道どう楽らく的な目的なので売上ノルマは赤を出さない程度でいいから、と熱心に口く説どかれ、当時デザイン事務所に勤つとめていた王子は畑はたけ違ちがいの転職をかなり迷ったが、姻いん戚せきからの頼みでもあり、学生時代にカフェのバイト経験もあって接客が嫌いじゃなかったし、レトロな店の佇たたずまいが気に入ったこともあり、新しい道を選ぶことに決めて歩み出したところ、義兄は態度を一変させてなにかにつけて人もなげな言葉をぶつけてくるようになったという。

　朝陽は腕を組んで眉まゆを寄せ、

「……なんなんですかね、それ。お義兄さんの真意が全然わかんないんですけど。最初は是非にって頼んできて、仕事辞めて引き受けたら急にボロクソって意味わかんない。経営でしくじったとか理由があるならともかく」

　王子は「ええ」と頷き、

「立地も悪くないし経営自体はそこそこ順調なんです。結局義兄は最初から僕に対して虫が好かなかったんだと思います。僕に人を見る目がなかっただけなんですけど、姉やほかの人の前ではほんとに噓みたいないい人ぶりなので、まさか僕にだけジキルとハイドみたいになるなんて思わなくて。僕が嚙かみ付つくタイプじゃないので、操あやつりやすい義弟おとうとを雇われ店長に据すえておけば、安心して逆らわれずにストレス発はっ散さんのはけ口にできると思ったのかもしれませんね」

　姉は義兄の善ぜん人にん顔しか知らないので相談するわけにもいかないし、と物もの憂うく目を伏せる王子に朝陽はまた共感と同情を熱く滾たぎらせる。

「めちゃくちゃわかります、その気持ち。俺もほんとに課長の個人的なストレスを俺で発散されてるとしか思えないし、奴が外そと面づらだけは超いいから他部署の同僚から『京野課長ってヘアスタイルはちょっとアレだけど、結構いい人だよな』なんて言われると『ハァ!?　どこが!?　騙だまされてんじゃねえ！　死ぬほどクソ意地悪いのに！』って言いたくなりますもん。でもそんなこと言ってもしょうがないし、もう自分の仕事をきっちりするだけだと思ってるんですけど」

　朝陽の熱い同意に王子はまた笑みを浮かべ、すこし考えるようにゆっくり言葉を紡つむいだ。

「僕はサラリーマン経験は二年だけなんですけど、店がオフィス街にあるのでいろんなサラリーマンの方をお客様として拝見してきて、嫌な上司の元でご苦労されてる方もお見受けするんですが、やっぱりそんな中でも腐くさらず前向きに頑張ってる方はブレない底そこ力ぢからがつくというか、不ふ遇ぐうに耐えた分だけその後の成長が早い方が多いような気がします。きっとあなたもそうだと思いますよ。ちゃんと見ていてくれる誰かが必ずいますから」

「……」

　京野に引っかき傷だらけにされた胸を相手の言葉が絆ばん創そう膏こうのように優しく覆おおってくれたような気がした。

　きっと王子のお店に行く人は、美味しいカフェごはんやドリンクと一緒にこんな風に優しい言葉で癒してもらってるのかな、と羨うらやましさを覚え、

「あの、お店はどちらなんですか？　もしよかったら今度行ってみたいんですけど」

　朝陽が率そっ直ちょくに言うと、王子はにっこりして、

「お待ちしてます、お近くにお越こしの際は是非お立ち寄りください」

　ショップカードお渡ししますね、と鞄かばんからしゃれたロゴと地図の入ったカードと名刺を取り出され、朝陽も慌てて名刺を取り出す。

「なんかもう随ずい分ぶん話してるのに今頃名乗りあうなんておかしいですね」

「ほんとですね」

　と笑いあいながら名刺交換する。

「THANKS GIVING CAFE」という店名の下に書かれた名前をじっと見つめ、「八や重え樫がし保たもつさん」と朝陽は口の中で呟き、

「……なんか字じ面づらがちょっと『八や千ち草ぐさ薫かおる』に似てるかも」

　と、つい心に浮かんだ感想をぽろっと漏もらすと、相手は「え？」と一瞬怪け訝げんな顔をして、ふっと苦笑しながら言った。

「似てるかな、『八』と字数しか一緒じゃないですけど。そんな感想言われたのは初めてなんですけど、津野さんてちょくちょく面白いこと言いますね」

「え。そうですか？　……すいません、なんか俺、ちょっと今日はいろいろハイになってるみたいで……」

　ソロ啖呵やらかした時から動揺が続いてるみたいでちょっと変だったらすみません、と弁解すると、

「いや、変じゃないですよ、楽しいです。津野さんはオリオンにお勤つとめなんですね。僕、ハンドクリームはオリオンのジェルタイプのを愛用してるんですよ。すぐ馴な染じんでべたっとしないから、トレイとかお皿に指し紋もんがついたりしないので。食べ物を運ぶ手が荒れてると見た目で美味しさが半減しちゃいますから手荒れにはいつも気をつけてるんです」

「わ、そうなんですか。ご愛あい顧こありがとうございます」

　相手が自社製品を愛用してくれていると知ってやけに嬉しくなって朝陽はぺこっと頭を下げる。

　流れで相手の手に視線を向けると、爪つめが綺麗に切り揃えられた指の長い綺麗な手をしており、

（この顔とこの手で運ばれたら、それだけでコーヒー一杯にも付ふ加か価値つくだろうな。お義兄さんはなんだかんだ言ってそういうのを見越してこの人に声かけたのかも）

　などと思いながら、朝陽はもう一度ショップカードに目を落とした。

「えっと、定休日は日曜日なんですね。だから今日もセミナーに来れたんだ」

「そうなんです、場所柄週末はガクッと客足が減っちゃうので平日のランチ勝負で。普段は定休日も棚たな卸おろしとかメニューの試し作さくとかで店にいることが多いし、今は生活の中心が店のことだけなんですけど、カフェの仕事自体は好きなので、できる限り義兄になにか言われるタネを作らないように頑張らなきゃと思ってるんです」

　わかる、俺も、とまた握手を求めたくなりながら、朝陽は激しい首の縦たて振ふりで共感を伝える。

「うちの店はサラリーマンとＯＬさんが客きゃく層そうのメインで、ランチに飽あきがこないように毎日変えてるので、こうやって他店のメニューをリサーチして取り入れたり、レシピ本を研究したり、日々勉強なんです」

　へえ、会社の近くだったら通いたいくらいだけど、ちょっと距離があるんだよな、昼休みに地下鉄で行って帰るとゆっくり食べてたら休み時間内には戻れないかも、夜は九時までか、定時上がりの日にダッシュで行けば夜なら間に合うだろうけど、今結構忙しくて残業も休日出勤も多いし、いつならゆっくり行けるかな、などとあれこれ目もく算さんしていると、注文した料理が運ばれてきた。

　盛り付け方をこっそり写メする八重樫と半分ずつ分け合って食べ、一般人としての率直な感想を伝えたりして食べ終えた頃には、気心の知れた友達と仲良く過ごしたような気分になっていた。

　リサーチ協力の御お礼れいに、と払ってくれた八重樫に「ちゃんとワリカンでお願いします。俺もバッチリ食べたし」とお金を渡そうとすると、

「いや、つきあわせちゃったのこっちですし、ほんとに楽しい時間を過ごせたので。…今まで誰にも愚ぐ痴ちれなかった悩みを熱く共感してもらえて、すごく元気もらえました。お互い敵は手て強ごわいですけど、負けずに頑張りましょうね」

　じゃあ…、と続きそうな気配に、朝陽は思わず「あの、八重樫さん」と呼びかけていた。

「あの、じゃあ次は俺に払わせてくれませんか？　ご馳ち走そうになりっぱなしじゃ心苦しいし、今度またほかのカフェに偵察に行く時に、俺にも声かけてもらえたら嬉しいんですけど。俺一人暮らしでいつも侘わびしい食事してるので、時々こんなカフェごはん食べられたらラッキーだし、ラブリーなカフェでも全然ＯＫなんで。……それにせっかく啖呵講座で知り合ったご縁えんだし、俺が課長にプチギレできたかどうかとか、八重樫さんがお義兄さんにチクッとクールな嫌味言えたかとか、またいろいろ話せたら楽しいだろうなって、思ったので……」

　いつもはもっとはきはき物もの怖おじしないタイプなはずなのに、なんでこんなに緊張しまくりで必死に言いい募つのってるんだろう、俺…と朝陽は内心困惑しながら相手を見上げる。

　八重樫は朝陽の力りきんだ瞳をかすかに首を傾かしげて見つめ、にこっと笑った。

「そうですね。初対面で啖呵切りあうなんてなかなかないし、僕達は悩みが一心同体の、ええと…『少女時代』でしたっけ、とにかくこんなご縁は大事にしないといけませんよね」

　そんな風に笑って言ってくれた八重樫とメアドを交換し、朝陽は月に一度か二度、八重樫とカフェめぐりをする『カフェ友』になった。
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「なにやってんの、朝あさ陽ひ」

「なにって、見りゃわかるでしょうが。部屋の掃そう除じに決まってんじゃん」

　見てわかるからビックリしてるんだけど、と本当に驚いた顔で汐ゆう夜やが三分の一ほど床が見えるようになった部屋に入ってくる。

「だって朝陽、ホコリじゃ死なないから彼女でもできない限り掃除なんかしないって言ってたのに……あ！　もしかしてほんとに部屋に上げたいような好きな人ができたとか？」

「できてません。いいじゃん別に、俺が自主的に掃除したって。そういう気になったの、珍しく」

　朝陽は汐夜の的まと外はずれな推測をきっぱり否定して、夜コンビニで弁当と一緒につい買って溜たまってしまう少年誌を束たばねる。

　八や重え樫がしとカフェめぐりをする折に仕事内容を漏もれ聞きくところによると、衛えい生せい管かん理りの厳しい厨ちゅう房ぼうはもちろん、店内も天井の空調の吹き出し口から床の隅すみまで、誰も見ないようなペンダントライトを吊つるす鎖くさりまで毎日手を抜かずに掃除すると聞き、そんな完璧に店の美び観かんを維い持じしている八重樫がもし自分の部屋の惨さん状じょうを知ったらどう思うだろうか…と反省を促うながされた。

　相手を部屋に招くような予定はまったくないが、知られて恥ずかしいことはなるべく減らしておこうと思い立って掃除を始めたら、汐夜から遊びに行ってもいいかと電話がきたのだった。

　海かい藤どうとつきあうようになってから朝陽と会う機会が減ったことを友情に篤あつい親友は気にしているらしく、

「最近京きょう野の課長とはどう？　この頃あんまり話聞いてあげられなくて気になってたんだ」

　やっぱりプチギレはできなくてストレス溜めまくってるんじゃないかと思って、と汐夜が片付けを手伝ってくれながら言った。

　朝陽は「あー京野か」と気の抜けた声を出し、

「相変わらずネチネチ言ってくるけど、なんかもう『また言ってら』みたいな感じで割とどうでもいいかも。この頃俺、『こないだ食べたバジルチキンのポテトフォカッチャサンドがめちゃ美う味まかった』とか『柚ゆ子ずチャイがまた飲みたい』とかつらつら思い出してると、ハゲの声が全然耳に入ってこないっつう技を身につけたんだ」

「すごいじゃん朝陽、根性で聴ちょう覚かくを操あやつれるようになったんだ」

　俺も深ふか見み教授の電話中、美お味いしいもののこと考えるようにしてみようかな、とベッドに積まれた洗濯済みの服の山を畳たたんでくれていた汐夜が「あれ、でも」と首を傾かしげ、

「朝陽いつそんな小こ洒じゃ落れたもの食べてるの？　大たい抵てい昼は社食で、夜はコンビニ弁当か近所の『来らい々らい軒けん』が御ご用よう達たしなのに」

「……。」

　何なに気げないツッコミに一瞬詰つまったのを見み逃のがさず、汐夜は、

「ねえ、やっぱり誰かと食べに行ってるんだろ？　急に部屋の掃除とかしちゃって怪しいと思ったんだ。隠さないで教えてよ。まさかほんとに八や千ち草ぐさ薫かおる似にの妙みょう齢れい熟じゅく女じょと知り合ったとか？」

　と身を乗り出して追及してくる。

　朝陽は「いや違うから、全然。マジで」と持っていたマイクロファイバーハンディモップをチチチと振り、

「熟女じゃなくて二つ上の男の人だよ。俺、ちょっと前に海藤さんの啖たん呵か講座に行ったんだけど、そこでペア組んだ人が似たような悩み持ってて一気に友情が芽め生ばえちゃって、その後も時々一緒にご飯食べたりしてるんだ。その人カフェの店長さんで、仕事でいろいろ食べ歩きをするから、俺も『カフェ友』にしてもらったの」

「へえ、そういえば朝陽がはっちゃけた啖呵切った話は海藤さんから聞いたけど、その人だったんだ。…でもよかったね、そんなきっかけで親しくなるなんて、きっとすごく波は長ちょうが合ったんだろうね」

　なかなか大人になってから新しく友達作るのって難しいし、と言う汐夜に朝陽は頷く。

「うん、性格は違うけど、気は合ってると思う。俺と違って物静かで落ち着いててほんわかしてて、…ちょっとおまえとタイプが似てるかも。マイナスイオン出てそうな感じが」

　俺そんなの出してないけど、もっと詳くわしくどんな感じの人か教えてよ、と言われ、朝陽は八重樫の人となりをわかりやすく伝えようと、

「んー、動物に喩たとえると、キリンとかシマウマっぽい感じかな」

「……よくわかんない。顔が長いの？」

　的確な表現のつもりだったのに汐夜には通じなかったようで、

「違うって、顔は小顔。イメージの話だってば。見た目はイケメンだよ、俺初めて見た時王子様みたいって思ったもん」

　と朝陽は口を尖とがらせる。

　朝陽の中ではキリンやシマウマは動物界のトップに君くん臨りんしており、子供の頃に家族で動物園に行った際、姉はライオンなど大型肉にく食しょく獣じゅうのところに行きたがったが、朝陽はキリンやシマウマのすらりとした肢し体たいや、美しい網あみ目めや縞しま模も様よう、ゆったりした動きや睫まつげの長い優しげな黒い瞳が大好きで、姉に「チビでちょこまかしたあんたにないものばっかりだから好きなんじゃないの」と罵ののしられながら柵さくにしがみついて長いこと眺めたものだった。

「例えばおまえがチワワで、俺が柴しば犬いぬで海藤さんがゴリラだとすると、八重樫さんはキリン系なんだよ。優ゆう美びで穏おだやかな草そう食しょく獣じゅうって感じ。自分からむやみに吠ほえたてたりしないけど、もしおびやかされたらいざって時は後ろ脚あしでキックしてちゃんと撃げき退たいしそうな感じも秘めてるみたいな」

　…ゴリラ？　と不服そうな呟きを無視して朝陽は八重樫語りを続ける。

「八重樫さんて話し方がすごい優しいんだ。声も表情も優しくて、一緒にいるとすごく癒いやされる。あの人を嫌うなんてお義に兄いさんはよっぽど根性捻ねじ曲まがってるんだと思うな。背も高くて王子様顔なんだけど、高こう慢まんな王子じゃなくて、ちゃんと働く民たみ草ぐさの心がわかる柔にゅう和わな王子って感じで、いつもにこやかなんだけど、俺の話で声上げてあの人が笑ってくれると、なんかすごい『やったー』みたいな気になって、また笑ってもらいたくなるんだ」

　次に会う日がいつも待ち遠しい、と続けた朝陽に汐夜は「…ふうん」と呟く。

「……なんかやっぱり好きな人の話聞かされてるみたいな気になるんだけど」

　朝陽は熟女好きなんだからそんなわけないのにね、と続けた汐夜を凝ぎょう視しして、朝陽はハンディモップを振り回す。

「そ、そうだよ、なに言ってんの、そんなわけないじゃん。変なこと言わないでくれる。八重樫さんは熟女じゃないし、カフェ友だって言ったじゃん！」

　朝陽の剣けん幕まくに汐夜は目をぱちくりさせる。

「それはわかってるけど、ちょっとそういう気がしちゃったって言っただけだろ。そんなムキにならなくても」

「……そ、そうだよね。ごめん」

　自分でもやや過か剰じょうに反応してしまった自覚はあったので朝陽は小声で詫わびる。

　汐夜が突とっ拍ぴょう子しもないことを言うからつい狼狽うろたえてしまったが、八重樫さんのことは普通に『人として』好感を持っているだけだ。前からキリンとかシマウマとか、汐夜とか八千草薫とか、優しい癒し系キャラが好きだから、八重樫さんの人となりがツボなのは当然じゃないか。次に会える日が楽しみなのも、別に八重樫さんに会えるからだけじゃなくて、美味しいものが食べられるっていう正当な理由もあるし、変な勘かんぐりをして驚かさないでほしい。

　そんな風に理屈をつけて過剰に狼狽えた自分を納得させた翌週、朝陽は八重樫と吉きち祥じょう寺じのオーガニックカフェで落ち合った。

　玄げん米まいシュリンプカレーと黒くろ胡ご麻まスコーンセットをシェアして食べていると、

「そうだ、津つ野のさん、もしよかったら、今度の休みはうちの店で新メニューの試食にご協力いただけませんか？　いつもは従業員と三人だけで試食してるんですけど、よかったら一緒に試食して感想聞かせてほしいんですけど」

　と八重樫に言われ、朝陽はぱぁっと目を輝かせる。

　ちょうど人事発令前の忙しい時じ季きで、各部署から届く評価表と人事部のマル秘ファイルを照らし合わせて評価者の私し心しんによる採さい点てんミスがないか毎晩終電近くまでチェック作業に追われており、いつか定時上がりに寄りたい、と思いながらもまだ一度も実現できていなかった。

「わぁ俺でいいなら是ぜ非ひ。俺大たい概がいなんでも美味しくいただけちゃうから『もっとローリエとオレガノの香りがすると引き締まるかも』みたいな感想言えませんけど、それでもよければ。でも嬉しいな、ずっとお店に行きたかったのに残業続きでチャンスがなかったから」

　八重樫さんのタブリエとかギャルソンエプロン姿が見られたら嬉しいかも、きっと超かっこいいだろうし、と心のままに言いかけ、朝陽はハッと思い留まる。

　いや、別に普通の意見だろう、と思うが、先日も自分では普通の感覚で言ったつもりが汐夜に妙な疑いを持たれたので、もし八重樫本人にまであらぬ誤解をされたら困る、と心配になってしまう。

　もう汐夜が余よ計けいなこと言うから…という心の声が口から出ていたらしく、「『ゆうや』って？」と八重樫に不思議そうに聞かれ、朝陽はドキッと身じろぐ。

「あ…すみません。えっと、汐夜ってのは小学校からの友人で、たまに素すっ頓とん狂きょうなこと言うので、ちょっと思い出しちゃって。ちなみに汐夜の恋人もすごい素っ頓狂キャラなんですよ。まだふたりがつきあってない時に俺も入れて三人で『プチ癒し会』っていうのをちょいちょいやってたんです。三人共職場でストレス溜めてるので、気持ちが浮上するような明るいテーマについて語る会で、『爆笑デー』とか『けなげデー』とかいろいろやってたんですけど、それは実は汐夜を落とすための口実に発案された会だったので、いざふたりが成じょう就じゅしたら『バカップルデー』っていうのばっかし開催して俺の前でわざといちゃくらして見せつけようとするんです。汐夜と亘わたるだから『ゆーたん』と『わたるん』とか言っちゃって……」

　相手がにこにこ笑いながら聞いてくれるのでついそこまで言ってしまってから、朝陽はまたもハッとして口を噤つぐむ。

「汐夜と亘」と聞いて「わたる」は宝たから塚づかっぽい女性名かと深読みしてくれればいいが、普通に聞いて男女のカップルを想像するとは限らない。（しまった、俺は偏へん見けんないけど八重樫さんは驚くかも）と動揺しながら急に言葉を切った不自然さを取とり繕つくろうためにスコーンを頰ほお張ばると、

「楽しそうな会ですね、『プチ癒し会』って。僕も参加したかったな。でも『バカップルデー』はちょっとキツいですね。さしずめ津野さんと僕なら『あーたん』と『たもつん』みたいな感じですからね」

「……。えぇっ」

　朝陽は食べかけのスコーンをぶほっと噴ふき、ゲホゲホ噎むせこんでオレンジアイスティーをじゅーっと啜すする。

　……なんで？　いろいろなんで？　なんで俺こんなに焦あせってんの？　なんで八重樫さん「津野さんと僕なら」なんて変な喩たとえをしれっと言い出すの？　しかも「ゆーたんとわたるん」は「ケッ」って思うのに、「あーたんとたもつん」って結構可か愛わいくね？　ってうっかり思いそうになってる自分に一番なんでって聞きたいよ……！

　激しく動揺しながら最後の一いっ滴てきまで吸い上げて、ストローに飾りのミントの葉が詰まった時点で朝陽はようやく息を継つぎ、赤い顔でチラ、と八重樫を窺うかがう。

　完璧に挙動不審の朝陽に八重樫はニコッと動じた気配もなく笑み返してくれ、たぶん亘と汐夜が男カップルと気づいても殊こと更さら騒ぎ立てたりせずさらっと冗談混じりに流してくれたということは、お客さんとかにもいろんな人がいるから理解があるに違いない、と朝陽は納得する。

　呼吸が落ち着くと、朝陽はふと八重樫に『あーたん』とか『たもつん』みたいな呼び方をしたりされたりする相手がいるのか無む性しょうに知りたくなった。

　もう何度も会っていろんな話をしてきたが、恋人の話は一度も出たことがないような気がする。

　でもただのカフェ友程度にわざわざ言わないだけかもしれないし……と気になりだしたら止まらず、朝陽は極力さりげなさを装よそおって、

「ええと、八重樫さんには、『たもつん』って呼ぶような彼女とか、いるんでしたっけ？」

　全然さりげなくなく直球で質問してしまい、朝陽は内心あわあわしながら答えを待つ。

「いませんよ、そういう呼び方をする人は」

　……今のは、どっちに取ればいいんだろう。額がく面めん通り彼女はいないと思っていいのか、『たもつん』みたいなバカな呼び方はしないけど『保たもつさん』とか『保』とか呼ぶ人ならいるって風にも取れるし……。

　……まあ、いないわけないよな、こんなかっこよくて性格もいい人周りがほっとくわけないし、王子目当ての女性客とかに絶対モテまくりに決まってるし……となんとなくしょんぼりした気分になっていると、

「もし恋人がいたとしたら、今みたいに定休日に津野さんと出掛けてばかりだと怒られちゃうでしょうね。今は店のこと以外余よ裕ゆうがないので、誰かとおつきあいなんて考えられないです」

「え。ほんとに？」

　朝陽がパッと俯うつむけていた顔を上げると、八重樫は楽しげな笑みを浮かべて頷いた。

　そうなんだ、いないんだ、へえ、俺達こんなとこまで一いっ心しん同どう体たい少女隊じゃん、としつこく死語フレーズを使ってにんまりしていると、

「津野さんこそ『あーたん』って呼んだりしてお友達にバカップルデーし返せるようなお相手はいないんですか？」

「え、いませんよ、いたとしてもそんなこっぱずかしいことしません。それに俺、ちょっと趣味が特とく殊しゅっていうか、…あ、別にヤバい方向に特殊ってわけじゃなくて、かなり年上が好きなんです。年上の癒し系がツボで……」

　そう言いながら、ふと目の前の相手もまさに『年上の癒し系』ではないか、と気づいて朝陽の鼓こ動どうがバクッと跳ねる。

　いやいやいや、二歳上は『かなり年上』じゃないし…、でも八千草薫は年上だから好きなんじゃなくて癒し系だから好きなのであって、てことは別にすごい年上じゃなくてもいいのかも……じゃなくて、そもそも八重樫さんは男だし。もうなんなんだよ俺。汐夜が変なこと言ったから呪のろいみたいに俺までうっかりおかしなこと考えちゃったじゃないか。

　心の中で親友に言いがかりをつけながら、朝陽はひとりで赤くなったり青くなったりしている挙動不審さをなんとか誤ご魔ま化かそうと、

「えっと、俺の好みはともかくとして、八重樫さんのツボは、どんなタイプなんですか……？」

　適当に話題変換のために聞いたつもりが、口にした途端、ものすごく聞きたいことだったような気がして朝陽は食い入るように八重樫を見つめる。

「んー、そうですね、そんなに何人もとつきあったことがあるわけじゃないんですけど、いつも相手のほうから来てくれてたのであんまりどういう人が好みとか深く考えたことないなぁ」

　さらりと非モテ男を敵に回すようなことを言いながら、八重樫は片かた肘ひじで頰ほお杖づえをつき、朝陽を見てにこっと笑う。







[image: ]







「自分が割とテンション低いほうなので、見てて元気が出るような、素直で可愛くて思ったことが全部顔に出ちゃう腹はら芸げいのできないタイプとかツボかもしれません」

　……ふうん、結構単純な女が好みなんだな、と自分から聞いたくせに、明るくてお茶ちゃ目めな感じの女の子がタイプのようだと聞かされると、なんとなく面白くない気分になる。

　もっとものすごく理想が高いならともかく、どうやらその辺にいそうなタイプが好きらしく、その気になったらすぐにでも恋人ができてしまいそうで、せっかく彼女がいないところまで一心同体だったのに、八重樫さんに素直で単純な彼女ができちゃったら結構淋さびしいかも、カフェ友も彼女ができたら必要なくなるだろうし、と朝陽はスコーンの残りをもそもそ齧かじる。

　なんでこんなに相手のひとことで上がったり下がったりするのか自分でもよくわからず、朝陽は釈しゃく然ぜんとしない気分で小さく溜息を零こぼした。
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「わーやっと本物に会えたー、ほんとに美少年剣士だー。はじめまして、製せい菓かとホール担当の誠せい田た奈な々なです」

「『少年剣士』ってどんなだよと思ってたけど、これはほんとに赤あか胴どう鈴すず之の助すけのコスプレさせて二頭身のマスコットにして携帯ストラップにつけたい凛り々りしい可か愛わいさだな。ようこそ当店へ、シェフの時とき任とうです」

「あ、どうも、はじめまして、津つ野の朝あさ陽ひです」

　はじめて訪おとずれた「THANKS GIVING CAFE」の「CLOSED」のプレートの下がったドアを開け、「こんにちは」と頭を下げようとした瞬間、朝陽は店内にいたふたりの男女に両腕を引かれて四人がけの席に座らされ、左右から高音と低音のサラウンドを浴びた。

「ほんとに店長の言う通り、きりっとかっこいいのにちまっと可愛い！　けど時任さん、赤胴なんとかってなんですか？　古すぎて若者には全然わかんないですよ」

「なにを、俺はまだチェ・ジウもといシ・ジュウになったばかりなのにおっさん扱あつかいするな、小娘め」

「そのおやじギャグが紛まぎれもなくおっさんなんだってば」

　ワイルドな顔立ちの白いコックコートの時任と、白シャツに黒いベストと黒のスラックス、細腰に黒のショートエプロンを巻いた奈々がテンポよく掛け合いのようなやりとりをするのを八や重え樫がしが窘たしなめ口調で言った。

「ふたりとも、津野さんが引くから最初から素すで飛ばさないでください。…いらっしゃいませ、津野さん。休日なのにお呼び立てしてすみません。場所はすぐわかりましたか？」

　八重樫は奈々とほぼ同じいでたちだったが、ベストは着用せずシャツは黒で、全身黒で統一されたギャルソン姿がよく似合っていて朝陽はぽうっと見み惚とれかけ、ハッと我に返って、

「あ、はい、ショップカードの地図がわかりやすかったんで。今日は部外者なのにお招きありがとうございます。これ、よかったら休きゅう憩けい時間のお茶うけにでも皆さんでどうぞ」

　駅ナカで買った手て土産みやげの焼き菓子セットを差し出すと、

「すみません、そんなお気き遣づかいいいのに……」

　と言い掛けた八重樫の横から奈々が、

「あっ、私ここのお菓子大好きなんですよ。嬉しいです、ありがたくいただきまーす！」

　と喜んで受け取ってバックヤードへスキップするように運んでいく。

　八重樫が朝陽に恐きょう縮しゅく顔で、

「すみません、ちょっと奈々ちゃん身内には全然遠慮がなくて。さっきからぺらぺら腹はら芸げいしないにもほどがあるんですけど呆あきれないでやってください。後でよく言っときますから」

「…えっ。あ、いえ、むしろ遠慮なくもらっていただけたほうが。そのために持ってきたんで」

　朝陽は慌ててそう答えながら、『明るい』『元気』『可愛い』『率そっ直ちょく』『腹芸下べ手た』という八重樫の好みだというキーワードがぴったり当てはまる人がこんな近くにいた…しかも「ちゃん」づけで親しげだし……となぜか軽く衝撃を受ける。

　いや、いいことじゃないか。いつも近くに心和なごませてくれる相手がいるのは八重樫さんにとっていいことだ。セミナーでも職場やプライベートに心安らぐ味方を作っておけって言ってたし。俺も汐ゆう夜やや五さ月女おとめさんが味方になってくれてるから救われてるし、八重樫さんもお義に兄いさんとうまくいかなくても、お店の中に奈々さんみたいな人がいて毎日和わ気き藹あい々あいやれてたら救いになるはずだし。

　そんなことを黙りこくって考えていると、

「……津野さん？　やっぱりお疲れですか？　この頃ずっとお忙しかったんですよね。約束だからって無理して来てくれちゃったんじゃないですか？」

　八重樫に心配そうに顔を覗き込まれ、朝陽は慌てて首を振る。

「いや、全然そんなことないです。試食させてもらえるのが超楽しみで、気合入れて朝と昼抜いてきたんで、ちょっと腹減ってぼぅっとしちゃっただけです」

　本当は連日深夜までの残業で疲れが溜たまっていて、今日も昼まで寝こけた上にここまでの電車内でも爆ばく睡すいしてきたくらい眠いが、八重樫との約束は外せない、と気合だけでやってきたので元気に笑ってみせると、八重樫は「じゃあすぐお持ちしますね」と時任と一緒にカウンターの脇わきのキッチンへ行った。

　ひとり残されて店内を改めて眺めると、席数は二十五席くらいでこぢんまりしていたが、精せい緻ちな意い匠しょうの窓枠わくや飾り棚だなやペンダントライトなどは年代を感じさせるデザインで、全体にごてごてした装飾はなくシンプルながら、木製のテーブルと椅子がきちっと行ぎょう儀ぎよく並んだ様子はどこか貴族の屋敷の有能な使用人達の食堂兼けん居間のような雰囲気があった。

　ドアの内側に開店時は外に置かれるはずの黒板が仕し舞まってあり、「本日のランチ」がコーヒーサラダ付きで１０００円と書かれていて、こんなパッと見敷しき居いが高そうなかっこいいお店が安くて美お味いしくて美男美女の店員さんがいればリピーターもつくだろうな、と思っていると、三人がそれぞれトレイを持ってやってきた。

「お待たせしました。ひとり二品ずつ新メニューを考えたので六皿あるんですけど、無理に全部食べなくて結構ですから、ひとまずひととおり食べてみて感想聞かせてもらえますか？」

　いい匂いの漂ただよう皿を目の前にずらっと並べられて朝陽は「うおぉ」と興奮しながら、いただきます、と頭を下げて片かたっ端ぱしから試食をはじめる。

「うわ、うま！　これも！」と残す気配もなくバクバク制せい覇はしていく朝陽を取とり囲かこむように椅子を引き寄せて座った三人が口々に、「これは玉たま葱ねぎじゃなくて長ネギを使ったグラタンスープで…」「こっちはジャコとアボカドのリゾットで上にカリカリベーコンを…」などと解説するのをうんうん頷きながら食べていたらつい完食してしまった。

「いい食べっぷりだなぁ、鈴之助くん」

「すいません、俺ガタイは小さいんですけど胃はデカくて。あの、どれも超うまくて俺的には全部明日からお店に出してＯＫだと思います」

　まったく参考にならないど素人しろうとくさい感想を述のべた朝陽に、八重樫がにっこりして、

「そうですか、ありがとうございます。もう一度食べたいものがあったらおかわりをお持ちしますよ。僕達も今度は一緒にいただくので」

　とまた新たに運ばれた料理を四人で囲み、わいわいレシピの話やこんなお客さんがいた、などという話でおしゃべりに花が咲く。

「ねえ美少年剣士、まだ別べつ腹ばら空あいてたら私のケーキも食べてみて？」

「じゃあ俺のオリジナルサングリアも飲んでみて？」

　と奈々と時任がキッチンに取りに行き、八重樫が空あいた皿を片付けながら、

「津野さん、アルコール大丈夫でしたっけ？　すみません、なんかふたりとも津野さんの食べっぷりが気に入っちゃったみたいでやたら食べさせたがってますけど、無理しないでいいですからね？」

「や、おなかいっぱいなんですけど、美味しいからまだいけそうです。俺こそ遠慮なく食べちゃってすみません。……そういや八重樫さんもお料理できるんですね。はじめて知りました。偵てい察さつしてきたものを『こういうの作って』って指示するだけなのかと思ってたから、すごいなってビックリしました」

　得意料理が焼きそばと焼きうどんという自身を思わず省かえりみてしまう朝陽に八重樫は、

「元々嫌いじゃなかったんですけど、もしシェフが急に休んでも店を閉めなくてもいいように、一応同じ味が出せるように練習しました。時任さんや奈々ちゃんみたいに学校でちゃんと学んだわけじゃないんですけど、ふたりから教わって、なんとかできるようになったって程度なんですよ」

　いや、でもすごい、水かくところを見せない白鳥のような努力の人だ…と感心していたら、奈々と時任がケーキとピッチャー入りのサングリアを持って戻ってきた。

　グラスに注ついでくれた時任が見つめる中、口に含んで朝陽はまた「うおぉ」と声を上げ、

「これ今まで飲んだサングリアの中で一番美味しい」と本心から言うと、当然だが満足だという顔をする時任の隣で奈々が「えーいいなー、私も今まで食べたケーキの中で一番美味しいって言ってほしい～！」と羨うらやましがる。

　八重樫と時任が皿を片付けにキッチンへ行き、向かいに座った奈々にケーキを食すところを真剣な顔で凝ぎょう視しされ、朝陽は無言のプレッシャーにややたじろぎつつ口に運ぶ。

「あ、これもめちゃうまい。すごい好きな味」

　とマカロンとアイスとフルーツでデコレーションされたラ・フランスのパイをぱくぱく完食すると、奈々はむうと唸うなり、

「でも今までで一番じゃないんだ。くー、正直者め。じゃあ次こそリベンジさせてくださいね。ほんとにまた是ぜ非ひ来てください。美少年剣士を店長だけのお気に入り癒いやしキャラにしとくのはもったいないもの」

「……え？」

　なにかとてもいい響きの言葉を聞いた気がして思わず見返すと、

「超お気にですよ。だって店長よく津野さんネタで思い出し笑いとかしてるし、他店のレシピの話しながらなんだかんだ津野さんネタ聞かすから私達まですっかり友達気分で今日も全然初対面とは思えなかったですもん。…事情はご存知だと思いますけど、オーナーは店長にあたりがキツいから、オーナーが来た後ってさすがに店長も噓っぽい笑顔で暗さ漂ただよっちゃうんですけど、この頃そうでもないの。きっと津野さんも似たような状況でもへたれず頑がん張ばってるって励はげみになってるんだと思いますよ」

「……」

　噓、俺が八重樫さんの癒しになれてるって、ほんとかな。俺のほうは八重樫さんにいつも癒されてるけど、八重樫さんも俺と話してすこしは癒されてくれてるなら、すごい嬉しい。

　朝陽は奈々を感激の面おも持もちで見つめ、

（ありがとう、なんていい人なんだ。料理もケーキも上手で、明るくて可愛くて率直で、こんな嬉しい情報まで教えてくれて、恋こい敵がたきに塩を送ってくれるなんて敵ながらあっぱれの素晴らしいライバルだ）

　とそこまで考えて、朝陽はハタ、と思考を一時停止する。

　いや違うだろ、なにナチュラルに「恋敵」とか言っちゃってんの、俺。バカも休み休み考えろっつうの。八重樫さんの好みと奈々さんがかぶるからってほんとに好きなのかどうか確かめたわけじゃないし、ほんとに好きでもそれは八重樫さんの自由だし、奈々さんだって他に恋人がいるかもしれないじゃないか。勝手に「恋敵」とか思うなんて、どっからそんなアホな設定が出てくるんだ。こんなおかしなことぽろっと考えちゃうのは、絶対汐夜の勘かんぐりに洗脳されたとしか思えない。だって八重樫さんはただのカフェ友なのに。

　朝陽はエンドレスで続きそうな妙な思考回路を断たとうと、手て酌じゃくでサングリアをグラスに注いでがばっと呷あおる。

「お、結構イケる口なんですね。あ、じゃあ今度お店に出したいライチジュレ入り野いちごワインのソーダ割りも飲んでみてくれません？」

　すぐ作ってくるから、とキッチンへ駆け込む奈々の後ろ姿を見ながらピッチャーに手を伸ばして干してしまった朝陽は、皆がホールに戻ってきた時にはバタッとテーブルに突っ伏して、満腹と寝不足と酔よいで完全に意識を飛ばしていたのだった。
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　……コーヒーのいい匂いがする。

　耳元でいい声の誰かが「津つ野のさん、もう起きたほうが」と優しく囁ささやいてるけど、こんな声で起こそうとしても無理だって。心ここ地ちよすぎてまた寝ちゃうもん。この声からはきっとｆ分の一ゆらぎとかいうヒーリングの周波数が出ているに違いない。

　それにこれたぶんまだ夢だし、匂い付きの。だって俺の目覚ましはこんないい声じゃなくてジリジリジリってうるさく鳴るから……。

「ほら、今日も仕事でしょう？　津野さん、起きてください。もう始発動いてますから」

　シーツの上から肩を揺さぶられ、「まだ寝たい…」とごねながら渋々目を開けると至し近きん距離に八や重え樫がしの顔があった。

「……えっ？　あれ？　あの……え？」

　一瞬わけがわからなかった。昨日店にいた時点から今に至るまでの記憶がない。

　夜明けの薄明るい光が差し込む見知らぬ部屋はどうやら八重樫の部屋らしいが、どういう経けい緯いでここに寝ているのかわからず焦あせってガバッと跳ね起きると、パサッと滑すべり落おちたシーツの下から何も着ていないもろ肌が目に入り、朝あさ陽ひはぎょっと固まる。

　自分がなぜここにいるのか、なぜ裸なのか、事情がまったくわからなくて朝陽が内心パニックを起こしていると、八重樫は床に散らばった朝陽の服を拾い上げて「はい、これ」とベッドに置き、「僕向こうに行ってますから、着替えたら来てください」と寝室を出ていった。

　……いったい俺は昨夜ゆうべなにをやらかしたんだろうか……と顔面蒼そう白はくになりながら、一応腰にわだかまっているシーツをそっと剝はいで覗のぞいてみる。

　素すっ裸ぱだかの下半身は朝の生理現象で軽く元気だったが、それ以上身体のどこにもなにか特とく筆ひつすべき異変があったようには見受けられなかった。

　だから特筆すべき異変ってなんだよ、もう！　と朝から激しくセルフつっこみしながら急いで服を着て、手て櫛ぐしで髪を直してそろりとドアを開ける。コーヒーメーカーからマグカップにコーヒーを注ついでいた八重樫がにこっと笑って、

「あらためまして、おはようございます。出勤前に家に帰ってスーツに着替えないといけないでしょうから、早めに起こしちゃいました。コーヒー飲んだら駅まで送りますね。パンとかおなかに入りそうなら用意しますけど」

「あ、結構です、コーヒーだけで。まだ昨日のがもたれてるので」

　わけがわからないながら返事をすると、「じゃあ先に顔洗ったりしてください」と洗面所に案内してくれ、タオルと歯ブラシを用意してくれた。

「……あの、すみません、俺、昨夜のこと全然覚えてないんですけど、なにがどうなってこうなってるんでしょうか……？」

　キッチンテーブルでコーヒーをもらいながら恐る恐る訊たずねると、八重樫はにこやかに、

「やっぱりお疲れだったみたいで店で眠り込んじゃって、起こしても全然起きなかったので、お財さい布ふとか見せてもらって住所を調べてご自宅まで送ろうかとも思ったんですけど、うちのほうが近いし早いから、おぶって連れてきちゃいました」

「……えええ。す、すみません、大迷惑かけて……」

　いつもは酒に飲まれるような飲み方はしないように心がけているのでこんな失しっ態たいは初めてだった。

　恐縮しきりの朝陽に八重樫は「いいえ」と笑って、

「でもベッドに寝かしたら、途中で起きちゃって『暑いっす！』って服脱ぎ出して、パンツまで潔いさぎよく脱いじゃって寝ね惚ぼけてても漢おとこらしいなと思ってたら、今度は『寒いっす！』って抱きつかれて、服着せようにも離してくれなかったのでそのまま寝たんですけど」

「……マ、マジですか……？　蹴けり落おとしてくれてよかったのに……し、失礼しました、お見苦しいものを……」

　そんなバカなことをするのは俺じゃない、と思いたかったが、記憶がない以上目撃証言を信じるしかなく朝陽は穴があったら入りたい思いで赤面する。

　でもとりあえず俺が八重樫さんを襲ったり襲われたりという事態にはなっていないようだ、とほっとしかけ、だからなんでそんな可能性をすぐ俺は…！　ないから、そんなこと！　と朝陽が内心ボカボカ頭を殴なぐりたい気持ちになっていると、

「あといっぱい面白いことしゃべってましたよ」

「……ええ？　な、なにを……？」

　これ以上の恥はもうかきたくないと思ったが、なにかとんでもないことを口走っていたら…と怖くて上うわ目め遣づかいで答えを待つ。

「津野さん、八や千ち草ぐさ薫かおるのファンだったんですね。『俺は八千草薫が好きなんです！　ほんとです！　一いち途ずです！　目移りとかしてません！』って言い張ってました。しまいには『薫しゃん、好きれす！』って間違えて僕に告白してましたよ」

「……う、噓。……すいません……ひたすらすみません……どうか忘れてください……」

　くすくす笑う八重樫の声も耳に入らず、朝陽は（……もうダメかも。酔ってそんな大馬鹿を晒さらして迷惑かけて、たぶんこの人とのカフェ友人生は終わったな……）と遠い目になる。

　初めてお店に行って、せっかく「お気に入り癒いやしキャラ」なんて身に余る紹介をしてくれてたみたいなのに初対面の従業員さんたちの前で正体なくすなんてとんだ礼儀知らずな友達だって恥かかせちゃっただろうし、部屋に連れてきてもらった上に脱いだり騒いだり、そんな大迷惑かけまくったら、さすがに穏おん和わな八重樫さんでももう呆あきれて二度と店に呼んでくれないかも、カフェめぐりももう誘ってもらえずにこのままフェードアウトになるかもしれない……。

　そう思ったら、まだ酒が残っているのか、うるっと目が潤うるみそうになり、朝陽が慌てて俯うつむいた時、

「そうだ津野さん、再さ来らい週しゅうなんですけど、下しも北きた沢ざわに新しくできたアジアンカフェのスイーツが美お味いしいってネットで評判なので、ちょっと行ってみたいんですけど、ご都合はいかがですか？」

「……え？」

　なんのわだかまりもない様子でいつもどおりに予定を聞いてくれた相手を朝陽が目を瞠みはって見返すと、

「あ、再来週だと都合悪いですか？　なら別の日でも」

　と言い掛けた八重樫に朝陽はふるふる首を振る。

「違います、都合はいいです、いつでも。……そうじゃなくて、俺まだ誘ってもらえるんだって、ビックリしちゃって」

「え、どうしてですか？」

　逆に驚いたように聞き返され、「だって俺酔よってすごいご迷惑かけちゃったから呆れられたかと思って」と口ごもると、八重樫はこともなげに笑って、

「あんなの可か愛わいいものですよ。たまにもっとたちの悪いお客様もいますし、全然呆れたりしてませんからほんとに気にしないでください。……それに、前にお友達と『プチ癒し会』っていうのを開いていたって言ってたでしょう？　あのとき、僕にとっては津野さんとカフェめぐりをしながらいろいろお話するのがその『プチ癒し会』みたいなものだなあって思ったんです。だからできればずっと続けられたらいいなって思ってますよ？」

「……」

　ほんとですか、すごい嬉しいです、俺もです、といつもだったら元気よく言えたはずなのに、その時の朝陽は相手の笑顔に胸がつまって言葉が出てこなかった。

　相手の温かい言葉や優しい眼まな差ざしを見ると胸に自然に湧わいてくる気持ちをもうほかの言葉で言いい繕つくろうことはできなかった。

　汐夜に洗せん脳のうされたせいだなんて誤ご魔ま化かせないくらい、俺はこの人のことが好きなんだ、とやっと朝陽はその気持ちを自覚した。
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「……悩んでるんです」

「そうでしょうね、こちらへご相談に来られる方は皆さん様々なお悩みを抱かかえていらっしゃいます。……で、どうしたの、津つ野のくん、俺ご指名で予約まで入れてこんなとこ来ちゃって」

　カウンセリングルームで机を挟はさんで座るスーツ姿の海かい藤どうが急に語調を変えて言った。

「海藤さん、今日俺は一時間九千円払ってクライアントとして来たので、海藤さんも本職の心理カウンセラーとして相談に乗ってください。真剣に悩んでるんです。茶ちゃ化かしたりしないで聞いてくれませんか？」

「わかりました。なにについてお悩みなのかよろしければお聞かせいただけますか？」

　朝あさ陽ひはしばし躊躇ためらってから、ぽそっと言った。

「……最近すごく好きな人ができたんです」

「そうですか。恋は素晴らしいことですね」

「でも男の人なんです。今まで熟じゅく女じょ好きだったはずなのに」

「……なるほど。ままあることじゃないでしょうか。ちなみに私もそうですし」

「知ってます、『バカップルデー』で見せつけられてますから」

「どのあたりを問題だと感じていらっしゃるんでしょうか？　ご自分の性せい指し向こうの変化を受け入れがたいとか……？」

　うーん、と朝陽は視線を泳がせて考えを整理しようと試こころみる。

　八や重え樫がしを好きになってしまったこと自体は、一度認めてしまったら自然ななりゆきだったような気がしたし、実は気づいていなかっただけで前から好きだったのかもしれないと思えて、もう否定したり思いを打ち消そうとする気はないが、この後どうしたらいいのか困惑していて、同類の先せん達だつに話を聞いてもらいたかった。

　汐ゆう夜やには、以前恋心みたいだと指摘された時にムキになって否定してしまった手前、なんとなく打ち明けにくく、海藤には友人としてプライベートな相談をするとからかわれたりしそうで気恥ずかしいので、カウンセラーとクライアントという立場で聞いてもらおうと思ったのだった。

「……その、俺がその人のことを好きな気持ちはもう自分では認めてて、同性を好きになってしまったっていうことが受け入れがたいとかそういうことじゃないんです。その人は俺のこと友達としてこれからもずっとつきあってくれるみたいなこと言ってくれてて、迷惑かけても許してくれたり、嫌われてはいないみたいだから、このまま友達としてこの先もつきあっていければいいのかな、とも思うんですけど、その人の職場にその人の好みにぴったりの女性がいて、強力なライバルが彼のそばに毎日いるんです。だから焦あせる気持ちもあって、けど、いくら素直がとりえの俺でもノンケの人に告白したらドン引きされるかもって躊ちゅう躇ちょしてて、でもこのまま手を拱こまねいてて奈な々なさんと八や重え樫がしさんがくっついちゃったら、ダメ元でも潔いさぎよく告白しとけばよかったって後悔しそうな気がするし、でもノンケの人にきっぱり振られてカフェ友も終わりになるのももったいないなとか思って、俺汐夜にハッパかける時『人生があと四十八時間しかなかったら後悔しないようにしろ』って海藤さんのパクリで言ったんだけど、俺は後悔しないためにどうしたらいいんだろうって、俺らしくもなくグダグダ悩んでるんです。俺もっとスパッとした性格だと思ってたのに……」

「なるほど。よくわかりました」

　海藤はすこし考えるように間まを空あけてから言った。

「これはカウンセラーとしてじゃなくて友人としての提案なんだけど、今度津野くんがその人と一緒に出かける時、俺こっそり尾び行こうして、様子見せてもらってもいいかな」

「はぁ？　尾行？　なんで？」

　また素すっ頓とん狂きょうなことを言い出す海藤に朝陽が啞あ然ぜんとして聞き返すと、

「自慢じゃないけど俺は津野くんより年ねん季きの入ったゲイだし、人間観察のプロだから、ノンケかノンケじゃないかくらいちょっと見ればわかるし。もっと会話もできたらノンケでもバイ寄りとかホモフォビアとかもわかるんだけど、ひとまずふたりの様子を傍はたから観察して、『友達のままが無ぶ難なんかな』とか『意外とゲイっぽい』とかプロの目で判定してアドバイスしてあげるよ。こんなとこまで正規の料金払って相談しに来るくらい思い悩んでる友人のためにひと肌脱いであげるから、その後で今後の展望をまた相談しようよ」

「……」

　カウンセリングを受けに来て、まさかそんな思いもよらない提案をされるとは思っておらず、朝陽は返答に詰つまる。

　そんなことしていいのか、海藤にも八重樫にも悪いのではないかと思うところもあったが、このままうだうだひとりでループするのも性しょうに合わないし、どっちみち自分だけでは打だ開かい策さくが見み出いだせないんだから、ここは言いだしっぺのプロの目と手を借りてみるべきかも……と腹を括くくり、朝陽は来週八重樫と現地集合することになっている下しも北きた沢ざわの店の場所や時間を海藤に告げ、尾行計画に加か担たんすることにしたのだった。
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「……津つ野のさん、今日はなんかそわそわしてませんか？」

　どうかしました？　この後なにか用でもできて時間が気になるとか？　と相手の気配を察するのに長たけている八や重え樫がしに問われて朝あさ陽ひはビクッと身じろぎ、ぷるぷると首を振る。

「い、いえ、そんなことは。いつもどおりですよ？」

　……こらこら、落ち着け、海かい藤どうさんに普通にしてろって言われてるのに、俺演技できなさすぎだろう。来た早そう々そう八重樫さんに不審に思われてるじゃないか……と朝陽は内心の焦あせりを押し隠しながら水を飲む。

　アジアンカフェらしく東南アジアっぽい染色の暖の簾れんがあちこちにかかっているので店内にそれらしき人物がいるかきょろきょろできず、海藤がどこにいるか確認できていないが、八重樫の様子だけでなく自分が八重樫に対して向けている好意まで観察されると思うと緊張感と照れくささといたたまれなさで挙きょ動どう不ふ審しんになってしまう。

　不思議そうな顔で八重樫に見られているのを感じ、朝陽はいつもの俺らしくべちゃくちゃしゃべらなくては、と焦りながら、

「……あっ！　そういえば、課長のパワハラが急展開で決着がついたんです」

　と咄とっ嗟さに思い浮かんだ話題を口にすると、八重樫はやや目を瞠みはり、

「ほんとですか？　よかったじゃないですか。かっこいい啖たん呵か切ってやったんですか？」

「いえ、それがすごいトホホなオチだったんです……」

　朝陽はややうな垂だれながら今週起こったとんでもない出来事を報告した。

「うちのフロアのトイレの洗面所に小さい棚たながあって、そこに皆マイハブラシセットを名前書いて置きっぱなしにしてるんですね。それでたまたま俺が夕方トイレに行った時に課長が先に洗面所に立ってて、『ゲッ』って思って回れ右しようとしたんですけど、ふと課長がハブラシを口に入れてるのが見えたんです。食後でもないのに変だなって思ってたら、歯を磨みがいてるんじゃなくて、ハブラシをべろべろちゅーちゅーうっとり顔でしゃぶってたんです。なにやってんだよ、って鳥肌ものだったんですけど、悲ひ惨さんなことに、それ俺のハブラシだったんです……」

「えぇっ？」

　思い出しても身の毛のよだつ気色悪いシーンをまた回想してしまい、朝陽が顔を顰しかめると、八重樫も美しい顔を引ひき攣つらせて、

「……な、なんだったんですか、それ…なんの目的で…まさか……」

「俺も最初課長がたまたま自分のと間違えちゃったのかなと思おうかと思ったんですけど、色が違うし、舐なめ方が尋じん常じょうじゃなくて、『課長、それって…』って声かけたら、すごい『ひえ』と『ぐあ』が混じったみたいな声出して狼狽うろたえて、明らかに犯罪が見つかった現行犯みたいな顔で青ざめちゃって。もう俺もゾワッとしてすごい逃げたかったんですけど、ここはちゃんと言わなきゃと思って、『どういうことでしょうか。見たまんまなら、こういうのは困ります』って言ったら、弁解も否定もしないで気まずそうに黙ったままだったから、『このことは口こう外がいしませんから、二度としないでください。いつもの呼び出しも、もうやめていただけますよね？　やめていただけないなら、このことも含めて上に報告せざるをえません』って言ったら、『あ、あぁ、スマン』ってすっ飛んで出てっちゃったんですけど、とりあえず終わったみたいです」

「……た、大変な目に遭あっちゃいましたね……」

「はぁ、もうそのハブラシは速そっ攻こうで捨てて、ハブラシセットは毎日持ち帰るようにしました」

　まさか本当に五さ月女おとめの推測どおりの歪ゆがんだ愛なんだかフェチなのかよくわからないが、犯行現場でなにも弁解されず小声で謝られた以上、そういうことだったのかと思うしかなかった。

　気色悪い思いをしたのでこれからも用心はするつもりだが、相手も定年まで辞やめたくないだろうから、もう今後は迂う闊かつな真ま似ねはしないはずだと思いたい。

「……じゃあ今までのパワハラは、全部好きな子イジメが高こうじてたってことなんですね……」

　啞あ然ぜんとしたように呟かれて朝陽はギエッと身震いして、

「やめてくださいよ、そんな可か愛わいらしい言葉は当てはまんないです。あんなのに好かれてたって全然嬉しくないし。せめて堂々と言ってくるならまだしも、面と向かってはイジメまくって、隠れてハブラシ舐めてるなんて、男の風かざ上かみにも置けない情なさけなさじゃないですか」

　もしかしたら以前にもハブラシやマイ湯ゆ飲のみをひそかに舐められていて知らずにそのまま口をつけてたかもしれないと思うと、あんなのと間接ディープキスかよと本気で吐き気を催もよおしてしまう。

「なんにせよ、課長も目を覚ましてこれでほんとに何事もなくなるといいですね、でも今後も一応気をつけてくださいね」

　と心配そうに言われ、朝陽は素直に頷く。

「八重樫さんのほうはお義に兄いさんとはその後どうですか？」

　と問うと、八重樫はフッと含ふくみ笑わらいをして、

「実は僕もちょっと頑がん張ばったんですよ。先日義あ兄にが店に来てまた毒を吐かれたので、『義に兄いさん、僕はいずれここを卒業して自分の店を持つつもりです。ノウハウを知る機会を与えていただきありがとうございました。義兄さんのはけ口になってあげられるのもそう長いことではないので、僕がいるうちはどうぞ気の済むまで毒を吐いてください』って言ってやりました」

　僕に初めて言い返されて、すごい鳩はとマメ顔してましたよ、と「してやったり」という表情を浮かべる八重樫に朝陽もぱっと顔を綻ほころばせ、

「すごい、『いつまでもあんたの支配下にはいねえんだぜ？』って感じで、低てい姿し勢せいっぽく見せかけて上から目線の啖呵でかっこいいっす！　…でも八重樫さん、開業って、ほんとに……？」

「ええ、前からおぼろげに思ってたんですけど、最近はっきり決めました。まだ開業資金を貯ためなきゃいけませんけど、一から自分の理想のカフェを作りたいんです。今の店も気に入ってるんですけど、もうちょっと郊外に、街の人の憩いこいになれるような店を持てたらな、と思って」

　そんな夢があったんだ…ともっと詳しく話を聞こうとした時、どんぶりのような大きな器うつわに入った韓国風かき氷のパッピンスが運ばれてきた。

「うわ、これは大きいですね、元々何人もで一緒に食べるものらしいですけど、ふたりでひとつ頼んで正解でしたね」

　徹底的にかき混ぜるのがポイントらしいですよ、と笑いながら八重樫はかき氷にあずきやソフトクリームや栗くりや棗なつめやきなこがどっさりトッピングされたパッピンスをくるくるかき混ぜる。

　どうぞ、とスプーンを差し出されたので、見た目は「なんすか、これ」と言いたくなるカオスなかき氷をぱくっと口に入れ、「あっ、美お味いしい！」と朝陽は目を輝かせる。

　しばらくふたりで同じ器からかき氷を食べていると、八重樫が、

「…さっき課長さんの話をしてる時、『堂々と言ってくるならまだしも』って言ってましたけど、津野さんはもし堂々と率そっ直ちょくに打ち明けられたら、考こう慮りょしてあげるんですか？　相手が男性でも」

「……え？」

　唐突に問いかけられ、朝陽は驚いて八重樫を見返した。

　……なんでそんなこと聞くんだろう、と思いながら、

「…えと、いや、課長に今更堂々と言われたとしても考慮しませんけど……人によっては……友人にも幸せなゲイカップルがいるので、そういうのもアリかな、とは思います。俺も好きな人ができたらほんとは率直に言いたいタイプなので、もし相手が真剣に率直に言ってきてくれるなら、男でも考慮するかもしれません。……あの、ちなみに八重樫さんは、そういうの、どうですか……？　男から告白されたりしたら」

　つい必死の形ぎょう相そうで見上げてしまったらしく、八重樫はくすっとおかしそうに笑った。

「そうですね、僕も人によりますね」

　え、と思わず目を瞠みはる朝陽に八重樫はにこっと笑い、「すごく甘いですね、これ」とまた優雅にスプーンを口元に運ぶ。

　平静を装よそおいながら、心の中では（八重樫さんも男に告こくられたら即却きゃっ下かじゃなく、人によっては考慮するって！）と海藤を探して報告したいくらいだったが、でも別に俺のことを考慮すると言ってくれたわけじゃないし、早まって喜んでる場合じゃない、と自分を諫いさめながら朝陽もかき氷を食べる。

　なんとなく急に同じ器から食べていることに照れくささを覚え、時々器の中でスプーン同士がコツンとぶつかるだけで（あの口に入ったスプーンが…！）とドキッとしてしまい、朝陽は完璧な挙動不審者のまま韓ハン流りゅうスイーツを食べ終えて店を出た。

　駅までの道すがら、つい相手の顔ばかり見てしまいそうな自分を抑おさえるために建ち並ぶ雑貨店を眺ながめながら歩いていると、途中に映画グッズの専門店があり、ウィンドウからＥＴ人形やトランスフォーマーの超ちょう合ごう金きん、マグニートーのヘルメットやチューバッカの被かぶり物ものや自転車に乗ったピーウィーのフィギュアやミラクル７号のぬいぐるみなど、メジャーからマニアックまでところせましとグッズが並んでいるのが見えた。

　その中にドラマの有名シーンを再現したマフラーとコート着用の冬ソナヨン様フィギュアが置いてあるのを発見し、朝陽は「あっ！」と声を上げる。

　実家がそんなに遠くないのでたまに夕飯だけ食べに寄るのだが、この前帰った時に姉がこのバービーサイズのヨン様人形を猛もう烈れつに欲しがっており、その話を延えん々えん聞かされたばかりだった。姉の友人がすでに持っていて、いろんなポーズをさせたり着せ替えを作ったりして楽しんでいるらしく、自分も欲しいのだけれどネットオークションでは高こう額がくなんだとぼやいていた。いい年してそんなものを欲しがってるからいき遅れるんだ、と内心呆あきれていたが、今店内にあるものは聞かされていた値段よりだいぶ安く、もうすぐ姉の誕生日だし、たまには姉孝こう行こうして恩を売っておこうかなと思い立つ。

「すみません、八重樫さん。ちょっとここ寄ってもいいですか？　姉が欲しがってた人形が売ってたので」

　と断って朝陽は急いでヨン様人形を買いに行き、箱入りでプレゼント用に包装してもらってややかさばる紙袋を提さげて外に出ると、

「津野さんにもお姉さんがいたなんて、家族構成までお揃そろいみたいですね。……ちらっと見えたんですけどすごいそっくりな人形でしたね、微笑ほほえみとか。あれは手とか動かせるんですか？」

「そうらしいです。服とかも脱がせられるそうなんですよ。脱いだらちゃんと本物みたいに腹ふっ筋きん六つに割れてるらしいし、ズボンの下はパンツ穿はいてなくてツルッとなにもないらし…いや、なんでもないです、すいません……」

　つい「家族構成までお揃い」という言葉に浮かれて姉の受け売りで品のない話をしてしまった……とへどもどする朝陽に八重樫がおかしそうにぷっと噴く。

　駅に着いたらいつもは一緒に電車に乗るのだが、今日はこのあと海藤と待ち合わせて観察結果を聞かなければいけないので、なんと言い訳して別れようか考えていた時、駅前で数名で署名活動をしていた女性に朝陽は呼び止められた。

「すみません、核かく兵へい器き廃はい絶ぜつの署名にご協力をお願いしたいのですが」

「あ、はい」

　主しゅ旨しに異い論ろんはなかったし、団体名や提出先も明記されていたので朝陽が片手でペンを取ると、八重樫が「これ持ってましょうか？」とヨン様入りの紙袋を預かってくれた。

　優しいな、気が利きくし、と感激しながら礼を言って空あいた手でバインダーを持って署名する。「そちらの方もよろしければ」と女性が言い、朝陽がバインダーを持って支えてあげると八重樫もさらさらと軽い筆ひつ圧あつで署名した。

　はじめて見たけど字まで綺麗、とひそかにぽぅっとしながらバインダーを女性に返し、改札口の前まで来ると、朝陽は「あ！」と若じゃっ干かんわざとらしさの滲にじみ出でる声をあげ、

「あの、俺、ちょっともう一回あの映画グッズのお店をじっくり見たいので、八重樫さん、先に帰ってもらっていいですか？　すいません、今日も美味しいとこ教えてもらってありがとうございました。またいいカフェ発見したら誘ってください、じゃ！」

　と八重樫の返事も待たず、ダッと今来た道を駆け出す。

　映画グッズの店の前まできて立ち止まり、肩で息をしながら海藤にメールして現在地を知らせると、すぐ行く、と即レスがあった。

　さほど待たずに海藤が現れ、近くにあったセルフサービスのコーヒーチェーン店に連れ立って入る。

　さっき大量の甘いかき氷を食べたので、今度はエスプレッソを頼んで朝陽は海藤を窺うかがい見みた。

「……あの、今日はこんなことにつきあわせちゃってほんとにすみません。…で、プロの目から見て、判定はどうでしたか……？」

　俺が挙動不審だったとか中坊みたいだったとかそういう余よ計けいなことは割かつ愛あいしていいから肝かん心じんなところだけをお願いします、と付け足すと、海藤は、

「正直に言うとゲイかノンケかよくわかんなかった。わかったのはセミナーに来てたイケメンだってことくらいで」

「はぁ」

　至し極ごくあっさりまったく頼りにならないことを言われ、朝陽は拍ひょう子し抜ぬけのあまりあんぐりして言葉を失う。

　どこかプロなんだ、そんなこと尾び行こうして教えてもらわなくてもとっくに知ってるよ！　と役立たずの自称プロに恨うらみがましい視線を向けると、

「ごめんごめん、ちょっと配置取りに失敗しちゃってさ。ふたりより先に店に入ってて、ふたりが座ったら近くの席に『あっちの席に移っていいですか？』って移動してさりげなく近くから観察しようと目もく論ろんでたんだけど、混んでて席空あいてなくて移れなかったの。ふたりから離れた席から遠目で見てたから、大体の雰囲気くらいしかわかんなくて細かいことまでよく観察できなかった。それにあの店暖簾がばさばさかかってて見えにくいしさ」

「……と、とろくさすぎやしませんか……？」

　あんたは絶対に探偵にはなれねえよ、とこめかみをひくつかせる朝陽に「あはは、ごめーん」と海藤は悪びれずに笑う。

「けど、ぱっと見の感想を言わせてもらえば、俺は今日『公開バカップルデー』を見せられてるのかと思ったよ」

「……なっ、…は？」

　ビックリして思わず叫んだ朝陽に、そうそう『ナハナハッ』も死語フレーズだよね、と海藤は笑う。

「だって男二人で仲良くひとつのスイーツつつきあって、お互い顔見ちゃニコニコ笑いあって、遠目からでもタイプの違う美形男子がデートしてるようにしか見えなかったよ？　周りからも『まぁ』とか『きゃあ』とか注目されてるのに一いっ向こうにどこ吹く風で楽しげに語らってたし」

「……。」

　……いや、デートとか言われてちょっとときめいてる場合じゃないし。たしかにそんなに周りから注目されてたなんて一いっ切さい気づいてなかったけど、そんな風に見えたとしても事実じゃないから、と朝陽は赤い顔で言った。

「いやそれは、今日はたまたまでっかいスイーツだったから同じものをシェアしただけだし、そもそもあの人の目的はメニューのリサーチで、デートっぽい場所で会ってても全然デートじゃないし。俺があの人のこと見てニコニコしちゃうのは嬉しいからだけど、あの人はいつも微ほほ笑えみの貴公子なんです。だから誰の前でもたぶんにこやかで、別に特別なことじゃないです」

「んー、けど、ふたりとも無意識にミラーリングしてたし、相当気が合ってるんだなと思ったけど」

　ミラーリングって？　と目で問うと、

「気が合うふたりって同じようなタイミングで同じことするんだよ。ひとりが水飲むともうひとりも飲んだり。わざとじゃなくて自然に同じタイミングで食べたり笑ったり同じ仕草したり、動きがシンクロするの。カウンセラーはクライアントをリラックスさせるために意識的にミラーリングしたりするんだけど、津野くんも彼もお互い自然にミラーリングしてたから、すごく波は長ちょうが合ってるんだと思うよ。それに彼のほうも津野くんを見るとき、微笑ましい相手を見るような好意的な眼まな差ざしだったし、道歩いてる時とかも津野くんがよそ見して誰かにぶつかりそうになったりするのをさりげなくかばったりしてて、元々紳しん士しで気き遣づかいの人なのかもしれないけど、どうでもいい相手にはしないんじゃないかなっていう配はい慮りょが結構感じられた」

「え、ほんとに……？」

　そう聞いて、プロの目から見ても嫌われてはいないようだ、とかすかな希望が湧わいてくる。

「……えっと、そうだ、海藤さん、さっき八重樫さんが『男から告られても人によっては考慮する』って言ってたんだけど、それっていい兆ちょう候こう？」

　身を乗り出して聞くと、海藤は眉まゆを上げて頷いた。

「いい兆候もなにも、生きっ粋すいのノンケのホモフォビアならそんなこと言わないよ。もし津野くんが打ち明けたとして、彼にすでにほかに好きな人がいるとかで津野くんの気持ちを受け入れられないとしても、少なくとも友情までぶち壊こわしにするほど拒否するようなこっぴどい振り方はしないんじゃないかな」

　朝陽はゴクッと唾つばを飲み、

「……じゃ、じゃあ、俺勇気出して『あなたのことが好きなんです』って率直に言ってもいい？　海藤さん」

　いい返事がもらえるとは限らないが、海藤の言葉に後押しされて、もう自分らしくなくうだうだ迷うのは終わりにして行動に出るべきかも、という気になった時、海藤が「あ」と呟いた。

　海藤の視線を追って振り返ると、すぐ後ろに八重樫が立っていた。

「や、八重樫さん……」

　朝陽はぎくりと息を飲んで固まる。

　……どうして八重樫さんが……もう帰ったんじゃ……ど、どうしよう、どこから聞かれてたんだろう、…まさか、いやまさかじゃなく絶対八重樫さんに告白したいと言っちゃった最後の部分は完全に聞かれちゃったに違いない……！　と驚きょう愕がくと狼ろう狽ばいで目を見開いて見上げることしかできない朝陽に八重樫は紙袋を差し出しながら言った。

「あの、これを預かったままだったことに途中で気づいて戻ってきたんですけど……お姉さんへのプレゼントって言ってたから、早くお返ししたほうがいいかなと思って」

　八重樫はテーブルの上に紙袋を置き、ちら、と海藤に視線を走らせて（あっ）という表情を浮かべた。

「セミナーの時の……その節せつはお世話になりました」

　いえ、とんでもない、と言う海藤に八重樫は会え釈しゃくして、

「じゃあ、これで。お話の邪魔して失礼しました」

　とどこか貼り付けたような笑みを浮かべて、くるりと踵きびすを返して足早に出ていった。

　その後ろ姿を言葉もなく呆然と見送っていた朝陽に海藤が言った。

「律りち儀ぎな人だねえ、わざわざヨン様人形持ってきてくれて」

　そうじゃなくて！　と朝陽は我に返って海藤を振り返り、

「ど、どうしよう、海藤さん、絶対聞かれちゃったよね、今のあれ。どうしよう、きっと引いたんだ。八重樫さんに好きって言いたいなんて本人にフライングで聞かれちゃうなんて、間が悪すぎる……。ちょっと引ひき攣つった顔してたし、俺と目も合わさず帰っちゃって、絶対ドン引きされたんだ……！」

　好きだと思われてるなんてはじめて知って、きっと気持ち悪いと思われたんだ……と頭を抱かかえてうな垂だれる朝陽に海藤は「落ち着いて」ととりなすように言った。

「あれたぶん誤解してると思うよ。彼はきっと津野くんが俺に告白したと思ってるんじゃないかな。あそこだけ聞いたらそう聞こえちゃうかも」

「えぇっ？」

　俺がそんな趣味の悪いこと言うわけないじゃないか、汐ゆう夜やじゃあるまいし、と心の中で喚わめきながら動転しまくっていると、

「ほら、早く追いかけて誤解を解といたほうがいいよ。元々ちゃんと告白する気になってたんだろ？　こんなとこだけ立ち聞きされて誤解されたままフェードアウトになってもいいの？」

　そう言われて、朝陽は（嫌だ）と首を振る。

　ちゃんと告白してはっきり玉ぎょく砕さいするならまだしも、こんな中ちゅう途と半はん端ぱなのは嫌だ。

　誤解を解いても「ごめんなさい」かもしれないけど、推測だけで「たぶん引かれた」「嫌われた」って悶もん々もんするより、ちゃんと引いん導どうを渡してもらったほうがまだ納得できる。

　朝陽はガタッと立ち上がり、有能なのか無能なのか判別に苦しむカウンセラーに言った。

「海藤さん、俺、いってきます。…悪いけど、これ預かっててください、こいつのせいでこんなこんがらがっちゃった元げん凶きょうだし、追っかけるのに邪魔だから」

　ＯＫ、いっといで、でも単に君が忘れたせいなのにヨン様のせいにしちゃ可か哀わい相そうだよ、と暢のん気きに指でＧＯサインを向ける海藤を残し、朝陽はダッと走り出す。

　まだ途中にいるかもと目で探しながら駅まで走ったが、相手の姿はすでになく、朝陽は電車を乗り継いで一度泊めてもらった朝の記憶を頼りに八重樫の家へ向かった。

　店の近くのマンションまで辿たどり着つき、表ひょう札さつを確かめてインターホンを鳴らすと、いないのかと思うような間があってから、「…なんでしょう」といつになく素そっ気けない八重樫の声が返ってきた。

　初めて聞くような他た人にん行ぎょう儀ぎな響きに、朝陽はくじけかける気持ちを叱しっ咤たしながらインターホンのカメラの赤い光をじっと見つめ、

「あの、八重樫さんにお話があるんです。顔見て話したいんですけど、開けてもらえませんか？」

　なにからどう言えばいいのかまるで整理がついていなかったが、とにかく相手に伝えたいことが胸の中にいっぱい詰まっていた。

　すぐには開かなかったドアが相手の心を表しているようで、しばらくしてやっと開けてくれた八重樫の笑みの消えた表情に朝陽の決心がまた揺らぐ。

　前に来た時には入らなかった居間に無言で案内されてソファを手で示され、朝陽はぎこちなく座りながら、

「あの、さっきのことなんですけど……」と意を決して切り出しかけると、

「いい返事がもらえたとか、そういう報告をしに来てくれたんですか？　わざわざ」

　素っ気ないというよりも冷ややかさまで感じる声で遮さえぎるように言われ、朝陽は驚いて一瞬言葉を失う。

「ち、違います、そうじゃなくて……」

　慌てて言いい募つのろうとする朝陽に八重樫は、

「うまくいったんだったら、よかったですね。…あのセミナーの先生と津野さんは前からお知り合いだったんだなって、今思い出したんですけど、セミナーのはじまる前に教室で先生と楽しそうにちょっと内ない緒しょ話してたの、あれ津野さんでしたよね。津野さんはパワハラ課長に啖たん呵かを切りたくて講座に参加したって言ってましたけど、実はあの先生が講師だったからなのかな」

「…え？　や、そんなことは……たしかに海藤さんとは前から知り合いですけど……」

　いつもほんわか癒いやし系の相手がかすかに怒ど気きを秘ひめているようで、朝陽が困惑しながら口を挟はさもうとすると、八重樫は弁解はいいとでも言いたげにまた遮さえぎって続けた。

「さっき津野さんが『好きな人ができたら率直に言いたい』っていう話をした時、僕はちょっと勘違いしてて、…津野さんは割と感情が顔に出るタイプだと思ってたので、もしかしてほかの人に言うつもりなのかなって思ってたんですけど、相手はあの先生だったんですね」

「え？　いえ、違います、あの、さっき八重樫さんが聞いたのは……」

　首を振って必死に訂正しようとする朝陽に八重樫は小さく溜息をつき、

「今日あの人と会う約束をしていたんだったら、僕のほうを断ってくれてよかったんですよ？　……今日はあの人に告白するつもりだったから、ずっとそわそわ落ち着かなかったんですね」

「……。」

　……違う。違うよ、全然違うのに、なんでそんな風に決めつけて、違うって言いたいのにさっきから人の話聞いてくれないし、うまくいったならよかったね、なんてほかの人とくっつけばいいみたいなこと言うし、俺なんかに関心ないからかもしれないけど、なんか不機嫌なのも俺が男が好きな人種なのかって気味悪がってるからかもしれないけど、俺が今日そわそわ舞い上がってたのはあなたといるからだったのに、どうしてなんにも言わせてくれないんだよ……と思ったらじわっと涙が滲にじんでしまう。

　男のくせに泣き落としなんか情けない、と唇を引き結んで堪こらえる朝陽に八重樫はハッとした表情を浮かべる。

　朝陽は涙が零こぼれ落おちないように目め力ぢからを入れて上うわ目めで睨にらむように八重樫を見上げた。

「……八重樫さん、お願いだからちょっと黙って最後まで聞いてください。……海藤さんは俺の親友の恋人です。前に話した『亘わたると汐夜』の亘って海藤さんのことで、前からの知り合いだけど、ただの友達で、さっきは相談に乗ってもらってただけなんです。さっき八重樫さんが聞いたのは、海藤さんに向けた言葉じゃなくて、八重樫さんに言いたい言葉だったんです……」

「……え？」

　驚いたように目を瞠る八重樫に朝陽は続けた。

「……人に相談なんかしないで潔いさぎよく打ち明けてればこんな変なことにならなかったんですけど、俺今までずっと八や千ち草ぐさ薫かおるがタイプで、男の人好きになったのはじめてだったから、いろいろ戸惑ってて、……俺前から癒し系が好きだから、八重樫さんのこともずっとすごく好きな気の合う友達だと思ってて、親友もそのタイプだから八重樫さんといると落ち着くのもそういう理由なのかなって思ってたんです。けど、八重樫さんといると、すごく癒されるんだけどすごくドキドキもしちゃって、汐夜には全然そんな風にならないし、きっと八重樫さんへの気持ちは違うものだって、たぶん恋しちゃったんだって最近気づいたんですけど、打ち明けてドン引きされたくなかったから、海藤さんに先輩としてどうしたらいいか相談に乗ってもらってたんです」

　結局ほとんど役に立たないオブザーバーだったけど、と内心トホホと苦笑して、朝陽はもう一度八重樫を見上げ、心が伝わることを祈いのりながら言った。

「八重樫さんのことが好きです。なかなか恋してることに気づけなかったんですけど、最初の頃から会うたびに優しいこと言ってくれて、八重樫さんに会うといつも元気とやる気をいっぱいもらえて、次に会うのが楽しみだったから、八重樫さんが俺とのカフェめぐりがプチ癒し会みたいなもので、ずっと続けたいって言ってくれた時、すごく嬉しかった。俺が八重樫さんに癒されてるみたいに、俺も八重樫さんのことを癒せたらなって思ってたから」

　朝陽はこれでもうどんな答えが返ってきても潔く受け止めようと思いながら、ごしっと零れかける涙を拭ぬぐう。

「困らせるつもりじゃないんですけど、もし困らせたらすみません。でも少しでも考慮してもらえるなら嬉しいです。考慮の上で受け入れてもらえないなら、それでも考慮してもらえただけありがたいので、遠慮なく振ってください。……えと、でもやっぱり返事はメールでもらってもいいですか？」

　すいません、じゃあ今日はこれで、とぺこっと頭を下げて朝陽が立ち上がりかけた時、八重樫が「えっ」と驚いたように腕を摑つかんで引きとめた。

「帰っちゃう気ですか？　言うだけ言って答えも聞かずに」

「え、だって、急にこんなこと言われて、八重樫さんにも考える時間が必要かな、と……」

　考える間もなく即そく答とうで「ごめんなさい」かもしれないけど、面と向かって言われるより、まだメールのほうが衝撃が少ないような気がするから…と潔くないことを思いながら摑まれた腕をもじっと動かすと、八重樫が微び苦く笑しょうしながら言った。

「いや、急じゃないです。だって津野さん、前から視線とか表情とか全身からずっと好意ダダ漏もれだったから、僕を好きでいてくれてるのかなって嬉しく思ってたのに、今日別の人に好きだなんて言ってるから、それは誤解だったみたいですけど、すごく嫉妬しちゃいました」

「……え？」

　朝陽は腕を引かれてストンともう一度ソファに腰を下ろしながら、笑みの戻った相手の顔を凝ぎょう視しする。

　……今、八重樫さん、嫉妬したって言った……？　それに前から俺の気持ちがダダ漏れで気づいてて、それで嬉しく思ってたって、言ったよね……？　それって、つまり……、

「あの、……ほんとに……？　そんなこと言うと俺、額がく面めんどおり受け取って本気にしますよ？」

　俺腹はら芸げいできないし、人の腹芸もあんまし読めないし、と必死の形ぎょう相そうで言うと、八重樫は朝陽の好きな本気でおかしい時の声を上げて笑った。

「どうぞ額面どおり受け取ってください。腹芸じゃないですから。……でも津野さんはちょっと鈍にぶすぎますよ。すごくわかりやすく大好きオーラ出してくるから、僕もすぐ可愛く思うようになっちゃって、結構早くから両思いだったと思うのに、津野さんは全然自覚してないし、僕がわかりやすく好意を返してもまったくピンと来てくれないし」

　軽く咎とがめるように鈍いと言われて、（りょ、両思い…？）と驚きょう愕がくしながら、でも俺は自分のことはともかく他人のことは割と察さっしがいいほうだと思ってたのに、八重樫さんがそんな両思いみたいな様子見せてくれたことあったっけ…？　と朝陽が赤い顔で考え込んでいると、

「好みのタイプを聞かれた時も津野さんの目を見て『あなたのことです』っていう形容を並べたのにちっとも気づいてくれないし、『あーたんとたもつん』だって意識してほしくて言ったのに冗談だと思われちゃうし」

「……や、だって、あれはほんとに冗談だと思ったし、好みのタイプはてっきり奈な々なさんのことかなって……」

　明かされる八重樫の真意に朝陽が赤くなりながらしどろもどろに言うと、

「奈々ちゃんはもう結婚して子供もふたりいますよ？　…津野さんが僕のことをただのカフェ友じゃないって自覚してくれるようになったら告白しようと思って待ってたんですけど、その前にさっき変な勘違いとかしちゃって、…僕は津野さんのくるくる変わる明るい表情を見るのが好きなのに、さっきは早とちりで悲しい顔させて泣かせちゃってすみませんでした」

　反省顔で詫わびられて、（そうだよ、もう勝手に変な早とちりして嫉妬なんかしてしょうがねえな、許してやるけど）といたずらっぽく目で伝えると、八重樫には通じたようでくすりと笑われた。

「津野さんにはものすごくわかりやすく言わないといけないみたいなので、間違えようがないようにわかりやすく言いますからね。僕が好きになったのは、明るくて率直でいつも一生懸命で性格が男前で可愛い津野さんのことです。僕も会うたびに津野さんに元気とやる気をもらってました。だから、これからも僕にくれませんか？　元気ややる気や、…愛情も」

　にこっと笑えまれたら、胸がきゅんと締しめつけられて、（すごく好きな人にこんなこと言われて、やだなんて言う人いるわけないじゃん）と朝陽は照れ隠しに軽く口を尖とがらせながら頷く。

　尖らせた唇に笑った八重樫の顔が近づいてきて、ちゅっと啄ついばまれた。

　うわ、と身構える前に唇が離れていったが、朝陽は唇に残る相手の感触に、

「……ほんとにキスとかしたい好きなんだ……」

　と思わず呟くと、「え」と驚いた顔で、

「……津野さんは違うんですか？」

　と聞き返されて朝陽は赤くなって首を振る。

「ち、違わないです。違わないけど、その、八重樫さんはあんましそういうことするイメージなくて……俺の中では八重樫さんは綺麗な王子様で、あと優ゆう美びな草そう食しょく獣じゅうのイメージだったから」

　しどろもどろに説明すると、八重樫はおかしそうに笑って耳元に顔を寄せ、

「王子様だって草食獣だって、大好きな子の前では発情しますよ？」

　耳たぶに触れながら囁かれた声には癒しより媚び薬やくめいた響きがあり、「マジで？」とか「もう？」とか無ぶ粋すいな問いかけをする気も失うせて、朝陽は赤い顔でぎゅっと相手にしがみついた。




　寝室に移動して、ベッドにもつれこみながらキスを交かわす。

　照れはあったが、相手が好きだから別にもったいぶる気はなかった。むしろいろんな八重樫を知りたいと思ったから、朝陽は服を脱がす相手に積極的に協力し、相手の服も潔く剝はぐ。

「やっぱり男前ですね、酔よって寝ね惚ぼけたストリップもパパパッって潔かったけど。あの日は全裸で抱きつかれてくうくう寝られちゃって、どんな拷ごう問もんかと思いました」

　と笑って覆おおいかぶさってくる相手に赤面しながら、

「…えと、じゃあ、そのお詫びに、今日は八重樫さんの好きなことしていいですよ……？」

　ぼそっと、でも率直に言うと、八重樫は一瞬目を瞠ってから婀あ娜だっぽく笑う。

「そんなこと言うと、僕は額面どおり受け取って本気にしますよ？」

「……え」

　なにするの、という気持ちと、望むところだ、という気持ちでドキドキしながら見上げると、

「僕も相当な津野さんフェチなので、ハブラシとかじゃなくて、本人をじかにじっくり舐めて可愛がりたいんですけど……嫌？」

　また媚薬効果のある声で若じゃっ干かん変態くさいことを言われ、引くよりもそんなに好きなんだったら構わないけど、と思ってしまい、朝陽は耳まで赤くしながら「嫌じゃないです」と小声で返す。

　そんなに本気で舐められるなんて思ってなかったのに、八重樫はにこっと嬉しそうに笑って朝陽フェチぶりを余すところなく発はっ揮きしはじめた。

　耳から首すじから鎖さ骨こつからじっくり舌を這はわされ、胸の尖りも嚙かんだり吸ったりものすごくフェチっぽく念ねん入いりに長い間愛あい撫ぶされて、息が上がって力の入らない脚を折り曲げられて開かれた時、相手が次にどこを舐める気なのか悟さとって朝陽は驚愕する。

「や、待って、ダメ、それはやだ…っ…！」

　腿ももを抱えられて膝から下をバタつかせながら「ダメだって！」と焦って喚くと、半はん勃だちの性器に顔を寄せていた八重樫がふっと先端に息をかけて、

「ダメじゃないでしょ？　『好きなことしていい』って言ってくれたのは噓？」

　いや、噓じゃないけど、これは…！　と慌てて言おうとした時、あむ、と銜くわえられて朝陽は悲鳴を上げる。

「やぁっ、待っ、あぁっ……！」

　相手の口の中で丹たん念ねんに舌を絡からめて吸い上げられ、そこはすぐ芯しんを持って硬く張りつめた。

　とてもそんないやらしい舌した遣づかいをするなんて思えないような綺麗な顔で舐めしゃぶられ、羞しゅう恥ちにぎゅっと目を閉じても、じゅぷじゅぷいう音がいま何をされているか知らしめて朝陽は半泣きになる。

「…やっ、…も、やだ、…だってこれっ…は、恥ずかしいよぉ…っ…」

「ほんとに嫌…？　気持ちよくない……？」

「……き、気持ちいいけどっ……王子様顔のくせにそんなことしちゃいけないと思う…っ…」

　羞恥と快感でわけのわからない非難をすると、八重樫は「顔は関係ないでしょ」と苦笑して、「顔が見えなければいいの？　じゃあ今度はこっち」と朝陽の身体を裏返した。

　うなじをべろりと舐め上げられ、びくっと身体が跳ねる。背骨を舐め下ろしながら前に回した手で乳首をきゅっとつままれて、朝陽の喉のどから「あっ…！」と高い声が上がる。

　さっきさんざん吸われて敏感になっていた両の乳首をころころ指先で転がされ、時折ぎりっと強めに引っ張られたり、八重樫は背中を舐め回しながら執しつ拗ように胸を弄ってくる。

「ちょ、…あの、ね…胸、やなんだけど……」

「どうして？　僕は大好きだけど、この可愛い乳首」

「！　や、だって、その、あッ…、む、胸で感じるなんて、変じゃない…っ…？」

　しゃべる間も休みなく乳首を弄いじられ、途切れ途切れに裏返る声で問うと、

「変じゃない、すごくいい。なんて可愛いんだろうって本気で食べたくなる。全裸でおあずけ食らった日は視し姦かんしかできなかったけど、今日は絶対全部触って全部舐めるから」

　やっぱり変態…？　と怯おびえるようなことを甘い声で囁きながら肩けん甲こう骨こつを齧かじられ、ビクッと身をよじった時、脚に相手の熱を帯おびた長いものが触れて朝陽はハッと目を瞠った。

　自分だけが弄り回されて興奮しているわけじゃない、と実感して、朝陽はうつ伏せのままもじっと腰を浮かして背後の相手の昂たかぶりをそろそろと探す。尻に触れた熱いものを溝みぞに挟むようにゆるく腰を揺らめかすと、「はっ…」と相手が息を詰めたのがわかって朝陽はほっと小さく笑う。

「…ちょっと、なにしてるの…？　美少年剣士はこんなお尻振って誘惑したりしちゃいけないでしょ…？」

「…だって、俺ばっかりエロいことされてはぁはぁ言わされるの嫌だもん」

　相手がもっと感じるように膝を立てて強めに尻に擦こすり付けようとした時、硬くて熱いものが脚の間から消え、（あれ？）と振り返った朝陽は八重樫がそこに顔を埋うずめるのを見て息を飲んだ。

「やっ、なにやって…やめてダメ、やあぁっ……！」

　びっくりして逃げを打つ朝陽の腰を摑んで八重樫は躊躇ためらいなく蕾つぼみに舌を這わせてぺろぺろと舐め回してくる。

「やだ、八重樫さんっ…ダメッ……！」

「舐めて弛ゆるめないと入らないでしょ。自分でお尻振って煽あおったくせに」

　そんな、だって…舐める以外にも方法があるのでは、と言う隙すきも与えず八重樫はそこを唇と舌で執しつ拗ように舐め溶かそうとする。

「あっあっ…ん、やっ、……お、王子様顔した人がやっていいことと悪いことがっ……！」

「これはやっていいことなの。……お尻小さくて可愛い……」

「聞けよ、こらっ……！　あっ、ちょっ、あぁっ……！」

　ちゅぱちゅぱ恥ずかしい音を立てて濡らされた穴を両の人指し指で左右に拡ひろげられ、ぬるりと舌を差し込まれて朝陽は悲鳴を上げる。

　そんな愛撫自体が信じられなかったし、相手がそんなことを嫌がらず、むしろ嬉き々きとして施ほどこすことも信じられなかったし、内側を舐め上げられて感じてしまう自分に一番信じられなかった。

「んっんっ、あっ、んっ、…も、やっ…！　俺っ、『あん』とか言うキャラじゃないのにっ……！」

　八重樫さんがしつこくヌコヌコするからっ…！　と女の子みたいに喘あえがされてしまうのが悔しくて喚くと、朝陽の中で別の生き物みたいにやらしく動いていた舌が出ていき、代わりに指が入ってきた。

「もうこんな時まで面白いことばっかり言って。面白可愛すぎてなにがなんでも『あんあん』言わせたくなるでしょ」

　ずくずくと長い指で奥を探られて違和感に身を竦ませると、不意にびくんと息が止まるような場所を突かれた。

「やっ！　なに、待って、あぁっ…そこ、あぁん…！」

　器用な指で的確にぐりぐり感じる場所を刺激され、同時に反そり返かえる前も扱しごかれて、朝陽はおかしくなりそうな快感に自分の喘ぎを羞はじらう余裕もなくなる。ねじるような動きで抜き差しをはじめた指が増やされ、奥を拡げるようにバラバラに動かされてももう痛みは感じなかった。

「……そろそろ、いい……？」

「……うん……」

　指を抜かれてうつ伏せの身体を掬すくい上あげるように仰あお向むけられ、目が合ったらまた急に照れくさくなった。相手に膝を割られた体勢が異様に恥ずかしくて、きっとすべて相手に委ゆだねてるから恥ずかしいんだ、と朝陽は真っ赤な顔で、

「えと、待って、自分で持つからっ」

　とせめてもの矜きょう持じのつもりで自分で腿を抱えると、八重樫は可愛くてしょうがないという顔で苦笑した。

「あなたの男前の基準がよくわからないんですけど、めちゃくちゃそそられちゃいました」

　そう言って自みずから恥ずかしさ倍増のポーズを取った朝陽に愛いとおしそうにキスして、八重樫は長くて形のいいものを蕾に押し当ててぐっと腰を進めてきた。

「あっ！　はぁっ、や、…すごい、奥……」

「…まだ全部入ってませんよ……ほら……」

　片手を繫つながった部分に導みちびかれて、相手の脈みゃく動どうするものに触ふれるとまだ半分くらいしか入っていなかった。充分苦しくてぎちぎちな気がしたが、ずっしりしたそれを握ってすこし擦ってみたら、「うっ…」と呻うめいた相手が急にずくんと奥まで刺さし貫つらぬいてきた。

　やぁっ！　と悲鳴を上げた朝陽に八重樫が「…ごめんね」と息を乱しながら詫びてきて、

「でもすごい……こんなお尻ちっちゃいのに……全部飲み込んでくれて、中、気持ちいい……」

　ありがとう、僕を入れてくれて、ぎゅって中で包んでくれて、とすごく嬉しそうにキスされたら、苦しさとは別の涙がじわっと浮かんできた。

「……動いていいよ……いっぱい、ぎゅって包んであげるから……」
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　相手の首に両腕を回してしがみつきながら言うと、

「もうほんとに可愛い…大好き……、どうしよう、止まらないかも……」

「……え」

　無自覚に相手のツボをつく言葉をぽろぽろ口走った朝陽は、八重樫の不ふ穏おんな呟きのとおり、初体験で抜かずの三発というものを経験させられたのだった。







「『絶ぜつ倫りん王子の館』ってどう？　『エロ王子の部屋』とか『変態王子の城』でもいいけど」

「そんな変な名前のカフェにお客さんが入るわけないじゃないですか、もう」

　朝陽が死にそうになるほど愛を確かめ合った後、ベッドで戯たわむれながら八重樫の理想のカフェの話をしていると、内装のイメージ画を描いたり、店名になりそうな言葉をいくつも書き留めたノートがあるというので、見せてもらってベッドにうつ伏せてパラパラ眺めていたら、そのうちのひとつの言葉が目に留とまった。

「これ何語？　『コイヨリティ』って」

「これはペルーにあるアンデスの聖地の名前で、向こうの言葉で『星と雪』っていう意味らしいです。意味が素敵だし、ちょっと『どんな意味だろ』って興味を惹ひくかな、と思って」

「へえ、うん、これよくない？　『恋よりtea』みたいで、お茶が美お味いしそうなカフェっぽいし。なんか『花より団子』っぽくて俺的に好きかも。……まあ、どんな名前でも八重樫さんの店なら俺は常連さんになってあげるけど」

　まだ色気より食い気の勝まさる笑顔で笑いかけると、八重樫はにこっと幸せそうに笑って、

「僕は『teaより恋人』が好きですよ」と本物の王子様みたいなエレガントなキスをくれた。
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　こんにちは、ディアプラス文庫様でははじめまして、小こ林ばやし典てん雅がと申します。

　一年に一冊出していただけたら大ラッキーというどんくさすぎる執筆ペースのため、これでようやくトータル七冊目なのですが、ラッキーセブンが憧あこがれのディアプラスレーベル様からの刊行でとても嬉しいです。一読者として大好きな作家様ばかりのディアプラス様からお声をかけていただけた時の私の心境を学園物少女マンガ風に擬ぎ人じん化かアレンジしてみますと、

『──ずっと前からひそかに憧れてたクラスでも人気のディアプラ君…、彼にお似合いなのは切なくてセンシティブな女の子で、私みたいな「これＢＬか？」って毎回言われる素すっ頓とん狂きょうなラブでコメは全然お呼びじゃないってわかってる。でも、大好きなディアプラ君のこと、遠くからずっと好きでいようって決めてるの…』などと校庭の木の陰から見つめていたら、憧れのディアプラ君から『やあ典雅ちゃん、君の書くラブでコメ、僕結構好きなんだ。よかったらもっと読ませてくれないかな？』とはにかみ笑顔を向けられてしまい、『ええっ、噓、あのディアプラ君が私を…？』みたいな妄想一人芝居が延えん々えん止まらないほど舞い上がってしまいました。

　以前他社さんでセミナーＢＬを書いた時は講義八割ラブ二割になってしまったので、今回は配分を逆にしてリベンジを狙ねらってみたのですが、雑誌掲載後のアンケートで「セミナー部分も元気もらえました」というご感想をたくさんいただけて、とても嬉しかったです（死語ギャグがわかりませんでした、という若い読者様のご感想に「がちょーん」でしたが）（←これもか）。

　私は「出会って、すったもんだがあって告白してくっつく」までの過程を書くのが大好きで、後日談は『おじいさんになってもバカップルのままいつまでも幸せに暮らしました。まる。」としか思い浮かばず、書き下ろしは表題作の続篇ではなく脇わきキャラの物語にしてしまいました。今回は同じモチーフや設定で、汐ゆう夜やと朝あさ陽ひという名前も性格も行動パターンも正反対のキャラが主役だとそれぞれどんな風に違う恋物語になるかを書きたかったのですが、健けな気げ受とやんちゃ受のどちらかのお話をすこしでもお気に召していただけたら嬉しいです。攻は両方まともな『癒いやし攻』にするつもりだったのに、やっぱり天使と王子の仮面をかぶった変態紳士になってしまいましたが、このふたりは外そと面づらがいいので結構すぐ仲良くなって、受自慢が高こうじていずれ４Ｐとかすると思います（ハッ、初ディアプラス文庫のあとがきなのになんてことをっ……！）。

　挿さし絵えを描いてくださいました秋あき葉ば東とう子こ先生、前からマンガのファンだったのでとても嬉しかったです。素敵なイラストを本当にありがとうございました。担当Ｍ様、いわゆる「ディアプラスカラー」とは程遠い私に大好きなレーベル様で書かせていただける幸運な機会をくださり、本当に感謝しています。これからも頑張りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

　深刻に悩むキャラや痛いエピソードは皆かい無むのライトなラブコメですが、読中読後、にこにこしていただけたら幸せです。読んでくださり本当にありがとうございました。








Novel　　　　小林典雅［こばやし・てんが］

１月30日生まれ。水瓶座・Ｏ型。

神奈川県出身。主な作品に「嘘と誤解は恋のせい」（白泉社）、「国民的スターに恋してしまいました」（新書館）がある。

趣味は布小物作り。





Illustration　 秋葉東子［あきば・とうこ］

９月６日生まれ。乙女座・Ｂ型。

漫画家。

主な作品に「厄介なおとなりさん」（徳間書店）、「オレンジ・デイズ」（幻冬舎コミックス）などがある。
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本作品は、二〇一一年十二月二十五日、小社よりディアプラス文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。デジタル版は一部紙版と異なる場合がございます。




作品はすべてフィクションです。実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。




本書の無断複製（コピー、スキャン、デジタル化）等並びに複製物の無断譲渡及び配信は、著作権法上での例外を除き禁じられています。また、本書を代行業者等の第三者に依頼して複製する行為は、たとえ個人や家庭内での利用であっても一切認められておりません。
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